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［第X巻の内容と構成］

（1）体裁及び内容----全 12 巻、各巻本体価格 250,000 円、揃本体価格 3,000,000
円。限定 100 セット。内容構成と発行予定は、以下の通りです。

［第 I 期・全 12 巻の内容構成］

＊［第 I 巻］千島・樺太・蝦夷(1)（1996 年 6 月刊行）［第 1 回配本］

＊［第 II 巻］千島・樺太・蝦夷(2)（2001 年 5 月刊行）［第 6 回配本］

＊［第 III 巻］江戸（1997 年 4 月刊行）［第 2 回配本］

＊［第 IV 巻］蝦夷（2002 年 5 月刊行）［第 7 回配本］

＊［第 V 巻］尾張(1) （1999 年 5 月刊行）［第 4 回配本］

＊［第 VI 巻］尾張(2)・三河（2000 年 5 月刊行）［第 5 回配本］

＊［第 VII 巻］大坂・堺・摂津・河内・和泉（1998 年 5 月刊行）［第 3 回配本］

＊［第 VIII 巻］丹後・丹波・山城・京都（2004 年 6 月刊行）［第 9 回配本］

＊［第 IX 巻］若狭／越前／加賀・能登・越中（1）（2005 年 7 月刊行）

［第 10 回配本］

＊［第 X 巻］加賀・能登・越中（2）（2006 年 7 月刊行）［第 11 回配本］

※［第 XI 巻］加賀・能登・越中（3）（2007 年 5 月刊行予定）［第 12 回配本］

＊［第 XII 巻］對馬・壹岐・肥前・長崎（2003 年 5 月刊行）［第 8 回配本］

［内容構成に変更がある時は、ご了承下さい］

（2）この『近世絵図地図資料集成・第 I 期』第 X 巻は、111 項目、274 枚で構

成されています。1 項目につきひとつの番号が与えられています。{例}

X-001-001 [03669]。この X は巻数、001 は項目番号、001 は、この項目を構

成する枝番号、03669 は用紙の番号でもあり、ページを意味しています。該当

する項目は、以下の通りです。

（3）この『近世絵図地図資料集成・第 I 期』第 X 巻は、A2 版の袋 4 個の中に、

全部の地図が収められています。各袋の内容は、以下のとおりです。

一覧表（A）［46 項目、60 枚］

Ⅹ-001-01［03669］、Ⅹ-001-02［03670］、Ⅹ-001-03［03671］、Ⅹ-002-01［03672］、
Ⅹ-003-01［03673］、Ⅹ-004-01［03674］、Ⅹ-005-01［03675］、Ⅹ-005-02［03676］、
Ⅹ-005-03［03677］、Ⅹ-006-01［03678］、Ⅹ-007-01［03679］、Ⅹ-008-01［03680］、
Ⅹ-009-01［03681］、Ⅹ-010-01［03682］、Ⅹ-011-01［03683］、Ⅹ-012-01［03684］、
Ⅹ-013-01［03685］、Ⅹ-014-01［03686］、Ⅹ-015-01［03687］、Ⅹ-015-02［03688］、
Ⅹ-016-01［03689］、Ⅹ-017-01［03690］、Ⅹ-017-02［03691］、Ⅹ-018-01［03692］、
Ⅹ-019-01［03693］、Ⅹ-020-01［03694］、Ⅹ-021-01［03695］、Ⅹ-022-01［03696］、
Ⅹ-023-01［03697］、Ⅹ-024-01［03698］、Ⅹ-025-01［03699］、Ⅹ-026-01［03700］、
Ⅹ-027-01［03701］、Ⅹ-028-01［03702］、Ⅹ-029-01［03703］、Ⅹ-030-01［03704］、
Ⅹ-031-01［03705］、Ⅹ-032-01［03706］、Ⅹ-033-01［03707］、Ⅹ-034-01［03708］、
Ⅹ-034-02［03709］、Ⅹ-035-01［03710］、Ⅹ-036-01［03711］、Ⅹ-037-01［03712］、
Ⅹ-038-01［03713］、Ⅹ-039-01［03714］、Ⅹ-040-01［03715］、Ⅹ-041-01［03716］、
Ⅹ-042-01［03717］、Ⅹ-043-01［03718］、Ⅹ-043-02［03719］、Ⅹ-043-03［03720］、
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Ⅹ-043-04［03721］、Ⅹ-043-05［03722］、Ⅹ-043-06［03723］、Ⅹ-043-07［03724］、
Ⅹ-043-08［03725］、Ⅹ-043-09［03726］、Ⅹ-044-01［03727］、Ⅹ-045-01［03728］、
Ⅹ-046-01［03729］

一覧表（B）［20 項目、84 枚］

Ⅹ-047-01［03730］、Ⅹ-047-02［03731］、Ⅹ-047-03［03732］、Ⅹ-047-04［03733］、
Ⅹ-047-05［03734］、Ⅹ-047-06［03735］、Ⅹ-047-07［03736］、Ⅹ-047-08［03737］、
Ⅹ-047-09［03738］、Ⅹ-047-010［03739］、Ⅹ-048-01［03740］、Ⅹ-048-02［03741］、
Ⅹ-048-03［03742］、Ⅹ-048-04［03743］、Ⅹ-048-05［03744］、Ⅹ-048-06［03745］、
Ⅹ-048-07［03746］、Ⅹ-048-08［03747］、Ⅹ-048-09［03748］、Ⅹ-049-01［03749］、
Ⅹ-049-02［03750］、Ⅹ-049-03［03751］、Ⅹ-049-04［03752］、Ⅹ-049-05［03753］、
Ⅹ-049-06［03754］、Ⅹ-049-07［03755］、Ⅹ-049-08［03756］、Ⅹ-049-09［03757］、
Ⅹ-049-10［03758］、Ⅹ-049-11［03759］、Ⅹ-049-12［03760］、Ⅹ-049-13［03761］、
Ⅹ-049-14［03762］、Ⅹ-049-15［03763］、Ⅹ-049-16［03764］、Ⅹ-050-01［03765］、
Ⅹ-051-01［03766］、Ⅹ-052-01［03767］、Ⅹ-053-01［03768］、Ⅹ-054-01［03769］、
Ⅹ-055-01［03770］、Ⅹ-055-02［03771］、Ⅹ-055-03［03772］、Ⅹ-055-04［03773］、
Ⅹ-055-05［03774］、Ⅹ-055-06［03775］、Ⅹ-055-07［03776］、Ⅹ-056-01［03777］、
Ⅹ-056-02［03778］、Ⅹ-056-03［03779］、Ⅹ-057-01［03780］、Ⅹ-057-02［03781］、
Ⅹ-057-03［03782］、Ⅹ-058-01［03783］、Ⅹ-059-01［03784］、Ⅹ-059-02［03785］、
Ⅹ-060-01［03786］、Ⅹ-060-02［03787］、Ⅹ-060-03［03788］、Ⅹ-061-01［03789］、
Ⅹ-061-02［03790］、Ⅹ-061-03［03791］、Ⅹ-061-04［03792］、Ⅹ-061-05［03793］、
Ⅹ-062-01［03794］、Ⅹ-063-01［03795］、Ⅹ-063-02［03796］、Ⅹ-063-03［03797］、
Ⅹ-063-04［03798］、Ⅹ-063-05［03799］、Ⅹ-063-06［03800］、Ⅹ-063-07［03801］、
Ⅹ-063-08［03802］、Ⅹ-063-09［03803］、Ⅹ-063-10［03804］、Ⅹ-063-11［03805］、
Ⅹ-063-12［03806］、Ⅹ-063-13［03807］、Ⅹ-064-01［03808］、Ⅹ-065-01［03809］、
Ⅹ-065-02［03810］、Ⅹ-065-03［03811］、Ⅹ-065-04［03812］、Ⅹ-066-01［03813］

一覧表（C）［35 項目、52 枚］

Ⅹ-067-01［03814］、Ⅹ-067-02［03815］、Ⅹ-068-01［03816］、Ⅹ-068-02［03817］、
Ⅹ-069-01［03818］、Ⅹ-069-02［03819］、Ⅹ-070-01［03820］、Ⅹ-071-01［03821］、
Ⅹ-072-01［03822］、Ⅹ-072-02［03823］、Ⅹ-073-01［03824］、Ⅹ-074-01［03825］、
Ⅹ-075-01［03826］、Ⅹ-076-01［03827］、Ⅹ-077-01［03828］、Ⅹ-078-01［03829］、
Ⅹ-079-01［03830］、Ⅹ-079-02［03831］、Ⅹ-080-01［03832］、Ⅹ-080-02［03833］、
Ⅹ-081-01［03834］、Ⅹ-082-01［03835］、Ⅹ-083-01［03836］、Ⅹ-084-01［03837］、
Ⅹ-084-02［03838］、Ⅹ-085-01［03839］、Ⅹ-086-01［03840］、Ⅹ-087-01［03841］、
Ⅹ-087-02［03842］、Ⅹ-088-01［03843］、Ⅹ-088-02［03844］、Ⅹ-088-03［03845］、
Ⅹ-088-04［03846］、Ⅹ-089-01［03847］、Ⅹ-089-02［03848］、Ⅹ-090-01［03849］、
Ⅹ-091-01［03850］、Ⅹ-091-02［03851］、Ⅹ-092-01［03852］、Ⅹ-092-02［03853］、
Ⅹ-093-01［03854］、Ⅹ-094-01［03855］、Ⅹ-094-02［03856］、Ⅹ-095-01［03857］、
Ⅹ-095-02［03858］、Ⅹ-096-01［03859］、Ⅹ-097-01［03860］、Ⅹ-098-01［03861］、
Ⅹ-099-01［03862］、Ⅹ-100-01［03863］、Ⅹ-100-02［03864］、Ⅹ-101-01［03865］
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一覧表（D）［10 項目、78 枚］

Ⅹ-102-01［03866］、Ⅹ-102-02［03867］、Ⅹ-103-01［03868］、Ⅹ-103-02［03869］、
Ⅹ-103-03［03870］、Ⅹ-103-04［03871］、Ⅹ-103-05［03872］、Ⅹ-103-06［03873］、
Ⅹ-103-07［03874］、Ⅹ-103-08［03875］、Ⅹ-103-09［03876］、Ⅹ-103-10［03877］、
Ⅹ-103-11［03878］、Ⅹ-103-12［03879］、Ⅹ-103-13［03880］、Ⅹ-103-14［03881］、
Ⅹ-103-15［03882］、Ⅹ-103-16［03883］、Ⅹ-103-17［03884］、Ⅹ-103-18［03885］、
Ⅹ-103-19［03886］、Ⅹ-103-20［03887］、Ⅹ-103-21［03888］、Ⅹ-103-22［03889］、
Ⅹ-104-01［03890］、Ⅹ-104-02［03891］、Ⅹ-104-03［03892］、Ⅹ-104-04［03893］、
Ⅹ-104-05［03894］、Ⅹ-104-06［03895］、Ⅹ-104-07［03896］、Ⅹ-104-08［03897］、
Ⅹ-104-09［03898］、Ⅹ-104-10［03899］、Ⅹ-104-11［03900］、Ⅹ-104-12［03901］、
Ⅹ-104-13［03902］、Ⅹ-104-14［03903］、Ⅹ-104-15［03904］、Ⅹ-104-16［03905］、
Ⅹ-104-17［03906］、Ⅹ-104-18［03907］、Ⅹ-104-19［03908］、Ⅹ-105-01［03909］、
Ⅹ-105-02［03910］、Ⅹ-105-03［03911］、Ⅹ-105-04［03912］、Ⅹ-105-05［03913］、
Ⅹ-105-06［03914］、Ⅹ-105-07［03915］、Ⅹ-106-01［03916］、Ⅹ-106-02［03917］、
Ⅹ-106-03［03918］、Ⅹ-106-04［03919］、Ⅹ-106-05［03920］、Ⅹ-106-06［03921］、
Ⅹ-106-07［03922］、Ⅹ-107-01［03923］、Ⅹ-108-01［03924］、Ⅹ-108-02［03925］、
Ⅹ-108-03［03926］、Ⅹ-108-04［03927］、Ⅹ-108-05［03928］、Ⅹ-108-06［03929］、
Ⅹ-108-07［03930］、Ⅹ-108-08［03931］、Ⅹ-108-09［03932］、Ⅹ-109-01［03933］、
Ⅹ-109-02［03934］、Ⅹ-109-03［03935］、Ⅹ-109-04［039036］、Ⅹ-109-05［039037］、
Ⅹ-109-06［03938］、Ⅹ-109-07［03939］、Ⅹ-109-08［03940］、Ⅹ-109-09［03941］、
Ⅹ-110-01［03942］、Ⅹ-111-01［03943］

（4）読者の便を考えて、線と文字を出すことに留意し、地図は拡大したもの

もあります。

（5）仕上がりのサイズは、A2 版（455mm x 625mm---版面は 355mm x 500mm）

で、袋に収納し、それらをケースに入れました。

（6）配列は、右から左、そして、上から下を原則としました。例外のものも

あることを、ご考慮下さい。

（7）リストの整理番号のアルファベット記号が所蔵機関を表示した略称です。

C：国立公文書館、KC：金沢市立玉川図書館

（8）被差別部落、地名及び人名の俗称などに関しましては、本田豊先生（東

京人権歴史資料館）のご校閲を仰ぎ、学術的な一次資料という観点から処置致

しました。

（9）表題は内題を使用した。ただ、内題がないものは、題箋に書かれている

名称を採用した。［］で括られた表題は、原圖に記載がないために、後世に記

載したものである。

（10）この『近世絵図地図資料集成・第 I 期』第 IX 巻の刊行に際しましては、

国立公文書館、金沢市立玉川図書館の許可のもとに刊行することになりました。

関係者各位のご厚情に深く感謝致します。
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Ⅹ-043-04［03721］、Ⅹ-043-05［03722］、Ⅹ-043-06［03723］、Ⅹ-043-07［03724］、
Ⅹ-043-08［03725］、Ⅹ-043-09［03726］、Ⅹ-044-01［03727］、Ⅹ-045-01［03728］、
Ⅹ-046-01［03729］

一覧表（B）［20 項目、84 枚］

Ⅹ-047-01［03730］、Ⅹ-047-02［03731］、Ⅹ-047-03［03732］、Ⅹ-047-04［03733］、
Ⅹ-047-05［03734］、Ⅹ-047-06［03735］、Ⅹ-047-07［03736］、Ⅹ-047-08［03737］、
Ⅹ-047-09［03738］、Ⅹ-047-010［03739］、Ⅹ-048-01［03740］、Ⅹ-048-02［03741］、
Ⅹ-048-03［03742］、Ⅹ-048-04［03743］、Ⅹ-048-05［03744］、Ⅹ-048-06［03745］、
Ⅹ-048-07［03746］、Ⅹ-048-08［03747］、Ⅹ-048-09［03748］、Ⅹ-049-01［03749］、
Ⅹ-049-02［03750］、Ⅹ-049-03［03751］、Ⅹ-049-04［03752］、Ⅹ-049-05［03753］、
Ⅹ-049-06［03754］、Ⅹ-049-07［03755］、Ⅹ-049-08［03756］、Ⅹ-049-09［03757］、
Ⅹ-049-10［03758］、Ⅹ-049-11［03759］、Ⅹ-049-12［03760］、Ⅹ-049-13［03761］、
Ⅹ-049-14［03762］、Ⅹ-049-15［03763］、Ⅹ-049-16［03764］、Ⅹ-050-01［03765］、
Ⅹ-051-01［03766］、Ⅹ-052-01［03767］、Ⅹ-053-01［03768］、Ⅹ-054-01［03769］、
Ⅹ-055-01［03770］、Ⅹ-055-02［03771］、Ⅹ-055-03［03772］、Ⅹ-055-04［03773］、
Ⅹ-055-05［03774］、Ⅹ-055-06［03775］、Ⅹ-055-07［03776］、Ⅹ-056-01［03777］、
Ⅹ-056-02［03778］、Ⅹ-056-03［03779］、Ⅹ-057-01［03780］、Ⅹ-057-02［03781］、
Ⅹ-057-03［03782］、Ⅹ-058-01［03783］、Ⅹ-059-01［03784］、Ⅹ-059-02［03785］、
Ⅹ-060-01［03786］、Ⅹ-060-02［03787］、Ⅹ-060-03［03788］、Ⅹ-061-01［03789］、
Ⅹ-061-02［03790］、Ⅹ-061-03［03791］、Ⅹ-061-04［03792］、Ⅹ-061-05［03793］、
Ⅹ-062-01［03794］、Ⅹ-063-01［03795］、Ⅹ-063-02［03796］、Ⅹ-063-03［03797］、
Ⅹ-063-04［03798］、Ⅹ-063-05［03799］、Ⅹ-063-06［03800］、Ⅹ-063-07［03801］、
Ⅹ-063-08［03802］、Ⅹ-063-09［03803］、Ⅹ-063-10［03804］、Ⅹ-063-11［03805］、
Ⅹ-063-12［03806］、Ⅹ-063-13［03807］、Ⅹ-064-01［03808］、Ⅹ-065-01［03809］、
Ⅹ-065-02［03810］、Ⅹ-065-03［03811］、Ⅹ-065-04［03812］、Ⅹ-066-01［03813］

一覧表（C）［35 項目、52 枚］

Ⅹ-067-01［03814］、Ⅹ-067-02［03815］、Ⅹ-068-01［03816］、Ⅹ-068-02［03817］、
Ⅹ-069-01［03818］、Ⅹ-069-02［03819］、Ⅹ-070-01［03820］、Ⅹ-071-01［03821］、
Ⅹ-072-01［03822］、Ⅹ-072-02［03823］、Ⅹ-073-01［03824］、Ⅹ-074-01［03825］、
Ⅹ-075-01［03826］、Ⅹ-076-01［03827］、Ⅹ-077-01［03828］、Ⅹ-078-01［03829］、
Ⅹ-079-01［03830］、Ⅹ-079-02［03831］、Ⅹ-080-01［03832］、Ⅹ-080-02［03833］、
Ⅹ-081-01［03834］、Ⅹ-082-01［03835］、Ⅹ-083-01［03836］、Ⅹ-084-01［03837］、
Ⅹ-084-02［03838］、Ⅹ-085-01［03839］、Ⅹ-086-01［03840］、Ⅹ-087-01［03841］、
Ⅹ-087-02［03842］、Ⅹ-088-01［03843］、Ⅹ-088-02［03844］、Ⅹ-088-03［03845］、
Ⅹ-088-04［03846］、Ⅹ-089-01［03847］、Ⅹ-089-02［03848］、Ⅹ-090-01［03849］、
Ⅹ-091-01［03850］、Ⅹ-091-02［03851］、Ⅹ-092-01［03852］、Ⅹ-092-02［03853］、
Ⅹ-093-01［03854］、Ⅹ-094-01［03855］、Ⅹ-094-02［03856］、Ⅹ-095-01［03857］、
Ⅹ-095-02［03858］、Ⅹ-096-01［03859］、Ⅹ-097-01［03860］、Ⅹ-098-01［03861］、
Ⅹ-099-01［03862］、Ⅹ-100-01［03863］、Ⅹ-100-02［03864］、Ⅹ-101-01［03865］
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一覧表（D）［10 項目、78 枚］

Ⅹ-102-01［03866］、Ⅹ-102-02［03867］、Ⅹ-103-01［03868］、Ⅹ-103-02［03869］、
Ⅹ-103-03［03870］、Ⅹ-103-04［03871］、Ⅹ-103-05［03872］、Ⅹ-103-06［03873］、
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もあります。

（5）仕上がりのサイズは、A2 版（455mm x 625mm---版面は 355mm x 500mm）

で、袋に収納し、それらをケースに入れました。

（6）配列は、右から左、そして、上から下を原則としました。例外のものも

あることを、ご考慮下さい。

（7）リストの整理番号のアルファベット記号が所蔵機関を表示した略称です。

C：国立公文書館、KC：金沢市立玉川図書館

（8）被差別部落、地名及び人名の俗称などに関しましては、本田豊先生（東

京人権歴史資料館）のご校閲を仰ぎ、学術的な一次資料という観点から処置致

しました。

（9）表題は内題を使用した。ただ、内題がないものは、題箋に書かれている

名称を採用した。［］で括られた表題は、原圖に記載がないために、後世に記

載したものである。

（10）この『近世絵図地図資料集成・第 I 期』第 IX 巻の刊行に際しましては、

国立公文書館、金沢市立玉川図書館の許可のもとに刊行することになりました。

関係者各位のご厚情に深く感謝致します。
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都市図と村絵図～近世絵図地図制作の背景～ 

                                 本田 豊 

 

1、はじめに 

「近世絵図地図資料集成」の「加賀・能登・越中（2）」をお届けする。前回は加賀国の

金沢城下を中心とした絵図地図を収録したが、この度は、加賀の残りの地域と、能登半島

が中心となっている。大聖寺や小松、白山周辺、口能登から能登半島をめぐる絵図地図を

網羅してある。また近世と近代以降の絵図地図制作の変化、地域の変貌を確かめるために、

近代に入ってから制作された地形図も、わずかだが収録している。これは、地域社会の産

業経済の変化を知るために、あえて収録したものであり、絵図地図が足りなかったからと

かの理由ではない。近代以降の地形図は、白山とその周辺に鉱山が開発され、鉄道が敷設

された頃のものを何点か収録したものである。

明治政府は、富国強兵という政策を押し進めるために、全国各地の金山や銀山、銅山、

ニッケルや鉄、石炭などの鉱物資源の分布状況や埋蔵量を示した地形図も制作している。

これらの地形図は、時たま古書市などにも出品されることがある。本絵図地図集に収録し

たものは、それらの資源調査ないしは鉱物資源の所在を示す地形図と考えられる。明治と

いう時代は鉄道を中心に動いていたが、ここに収録した地形図にも、かっての国鉄や大手

私鉄とは違う北陸鉄道の路線が書き込まれている。

2、絵図地図の制作技術とその背景

近世に制作された絵図地図というと、「技術的に未熟で、稚拙な物が多い」と思われが

ちである。たしかに江戸切絵図をみても、縮尺はほぼ 5 千分の 1 だが、歩いてみると実際

の距離感覚は絵図地図とはかなりの違いがある。それに省略してある建物や道路なども珍

しくない。

加賀藩の絵図地図制作では、郡絵図に見るべきものがたくさんある。これは、加賀藩が

小規模な村々を作る方針を採っていたために、他藩のように大規模な村が生れなかった事

と関係がある。これは、近世以前に加賀藩が「百姓の持ちたる国」として、100 年間も一

向宗の国だったからである。守護の富樫を追い出し、一向一揆を闘った一向宗（浄土真宗）

の勢力が国の各地に残存していたから、村々の団結力を剃ぐために採られた政策の結果、

近世には小規模な村々が大量に生れることとなった。

前田家とすれば、敵地の一向宗の真ん中へ、単身赴任するようなものだったのだから、

藩政初期には民衆対策に莫大な努力を要したであろう。大規模な村を作れば、その内の半

数でも組織されればかなりの勢力となる。そのために、民衆の団結を妨げるため小規模村

落を大量に作らせたのである。

この小規模村落を大量に作った点については、別の見方もある。加賀藩や隣の富山藩は、

大小の河川が白山や立山連峰から日本海に向かって流れ出しているために、たえず洪水の

危険にさらされていた。小規模な村々を作ったのは、万一の洪水の時に、農村の被害をよ

り少なくしようとしたため、という説である。 

 たしかに加賀平野や砺波平野を流れる河川は、いまでもかなりの急流である。ただ、急

流を避けるためであるならば、尾張平野の輪中（わじゅう）のような施設を作れば問題は
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ないはずである。尾張国の様子を知らない藩主ならば、洪水から村を守るため、という説

も頷けないわけではないが、やはり加賀藩は一向一揆の再来が怖かったのであろう。「そ

のために小規模な村々を大量に作ったのであろう」と考えられる。

その小規模な村々に、藩はほぼ一戸ずつ、藤内を配置しているのである。近世の藤内が

何をやっていたのかといえば、主な役割は村々の情報収集である。『異部落一巻』という

史料を読むと、この辺の実情がよくわかる。『異部落一巻』は、石川県図書館協会から刊

行されている史料集である。

そうした藩の政策が採られたため、他の藩のように村絵図には見るべき物が少ない。そ

のために加賀藩においては郡絵図の制作が発達したのである。

村絵図は、藩の財政の基礎となる土地を測定し、その結果を地図として記録したもので

ある。このような村絵図は、藩の公図であった。ただし、公図であるからといって、正確

に描かれているかどうかは別の問題である。これまで編者が閲覧した全国各地の村絵図は、

かなり正確に描かれている物が多かった。 

 一般的に、村絵図が盛んに制作されるようになったのは、江戸時代の後期になってから

である。幕府も全国の諸藩の政権基盤も確立し、土地制度も整備されるのが近世後期だか

らである。一般的には、『日本史』教科書でも徳川の政権は関ケ原の合戦の後、家康が征

夷大将軍に任じられ、幕府を開くとすぐに士農工商の身分制度を敷いて、参勤交代などの

政策を取り入れ、すぐに安定したかのように記述されている。しかし、実際には徳川の政

権が安定するのは、幕府が開かれてから 100 年くらい経ってからなのである。

幕府や藩の支配関係が確立すると、田んぼや畑、山林や河川などの現況の変化は、支配

者にとっては重大関心事となる。そこで村絵図・郡絵図制作の必要性が生れてくるのであ

る。台風や大洪水や地震によって河川の流路が変わったり、耕地が失われたりした場合、

村役人は藩や幕府の要請によって、村絵図を制作しなければならなかった。

また、近世には村と村の境界がはっきりとしていなかった。各地で村切りが行われ、は

っきりしていたように考えられているが、山林資源などをめぐって境界争論がよく起こさ

れた。また領地替えによって飛び地などの人為的な変動が起こる場合もあった。境界争論

が起きると、村の神社や寺が移動して、村人が主張する自分達の境界線に添って建てられ

たりもした。神社や寺も移動したのである。

村絵図は、一般的には村役人や当地の学者などによって制作された。また、共有山林な

どの境界争論の場合には、それ以後、再び同じような争論が起こらないように、絵図制作

専門の絵師によって描かれる場合もあった。

村絵図は、一般的には村絵図とか絵図と呼ばれているが、各地で名称は様々であって、

村惣絵図、麁（あら）絵図、地絵図、地引絵図、墨引絵図、境目絵図、見取絵図などとも

呼ばれた。ただし、名称が違うからと言って、ほとんど内容に変化はなかった。しかし、

地引絵図や地絵図は、検地の時に制作された場合が多かったようである。墨引絵図、境目

絵図は、名称が示す通り、境界争論の後に設定された境界設定図に多く付されている。村

絵図とか村惣絵図と呼ばれているのは、村の景観を描いた図に多く見られる名称である。

時として、村絵図に巨大な松の木が描かれていたり、山並みが描かれているのは、この

ためである。それは、村において名所となっていた場合であり、絵図地図を制作する時の

目印になったりしていた。本絵図地図集にも、このような絵図が何点も収録されているの
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金沢城下を中心とした絵図地図を収録したが、この度は、加賀の残りの地域と、能登半島

が中心となっている。大聖寺や小松、白山周辺、口能登から能登半島をめぐる絵図地図を

網羅してある。また近世と近代以降の絵図地図制作の変化、地域の変貌を確かめるために、

近代に入ってから制作された地形図も、わずかだが収録している。これは、地域社会の産

業経済の変化を知るために、あえて収録したものであり、絵図地図が足りなかったからと

かの理由ではない。近代以降の地形図は、白山とその周辺に鉱山が開発され、鉄道が敷設

された頃のものを何点か収録したものである。

明治政府は、富国強兵という政策を押し進めるために、全国各地の金山や銀山、銅山、

ニッケルや鉄、石炭などの鉱物資源の分布状況や埋蔵量を示した地形図も制作している。

これらの地形図は、時たま古書市などにも出品されることがある。本絵図地図集に収録し

たものは、それらの資源調査ないしは鉱物資源の所在を示す地形図と考えられる。明治と

いう時代は鉄道を中心に動いていたが、ここに収録した地形図にも、かっての国鉄や大手

私鉄とは違う北陸鉄道の路線が書き込まれている。

2、絵図地図の制作技術とその背景

近世に制作された絵図地図というと、「技術的に未熟で、稚拙な物が多い」と思われが

ちである。たしかに江戸切絵図をみても、縮尺はほぼ 5 千分の 1 だが、歩いてみると実際

の距離感覚は絵図地図とはかなりの違いがある。それに省略してある建物や道路なども珍

しくない。

加賀藩の絵図地図制作では、郡絵図に見るべきものがたくさんある。これは、加賀藩が

小規模な村々を作る方針を採っていたために、他藩のように大規模な村が生れなかった事

と関係がある。これは、近世以前に加賀藩が「百姓の持ちたる国」として、100 年間も一

向宗の国だったからである。守護の富樫を追い出し、一向一揆を闘った一向宗（浄土真宗）

の勢力が国の各地に残存していたから、村々の団結力を剃ぐために採られた政策の結果、

近世には小規模な村々が大量に生れることとなった。

前田家とすれば、敵地の一向宗の真ん中へ、単身赴任するようなものだったのだから、

藩政初期には民衆対策に莫大な努力を要したであろう。大規模な村を作れば、その内の半

数でも組織されればかなりの勢力となる。そのために、民衆の団結を妨げるため小規模村

落を大量に作らせたのである。

この小規模村落を大量に作った点については、別の見方もある。加賀藩や隣の富山藩は、

大小の河川が白山や立山連峰から日本海に向かって流れ出しているために、たえず洪水の

危険にさらされていた。小規模な村々を作ったのは、万一の洪水の時に、農村の被害をよ

り少なくしようとしたため、という説である。 

 たしかに加賀平野や砺波平野を流れる河川は、いまでもかなりの急流である。ただ、急

流を避けるためであるならば、尾張平野の輪中（わじゅう）のような施設を作れば問題は
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ないはずである。尾張国の様子を知らない藩主ならば、洪水から村を守るため、という説

も頷けないわけではないが、やはり加賀藩は一向一揆の再来が怖かったのであろう。「そ

のために小規模な村々を大量に作ったのであろう」と考えられる。

その小規模な村々に、藩はほぼ一戸ずつ、藤内を配置しているのである。近世の藤内が

何をやっていたのかといえば、主な役割は村々の情報収集である。『異部落一巻』という

史料を読むと、この辺の実情がよくわかる。『異部落一巻』は、石川県図書館協会から刊

行されている史料集である。

そうした藩の政策が採られたため、他の藩のように村絵図には見るべき物が少ない。そ

のために加賀藩においては郡絵図の制作が発達したのである。

村絵図は、藩の財政の基礎となる土地を測定し、その結果を地図として記録したもので

ある。このような村絵図は、藩の公図であった。ただし、公図であるからといって、正確

に描かれているかどうかは別の問題である。これまで編者が閲覧した全国各地の村絵図は、

かなり正確に描かれている物が多かった。 

 一般的に、村絵図が盛んに制作されるようになったのは、江戸時代の後期になってから

である。幕府も全国の諸藩の政権基盤も確立し、土地制度も整備されるのが近世後期だか

らである。一般的には、『日本史』教科書でも徳川の政権は関ケ原の合戦の後、家康が征

夷大将軍に任じられ、幕府を開くとすぐに士農工商の身分制度を敷いて、参勤交代などの

政策を取り入れ、すぐに安定したかのように記述されている。しかし、実際には徳川の政

権が安定するのは、幕府が開かれてから 100 年くらい経ってからなのである。

幕府や藩の支配関係が確立すると、田んぼや畑、山林や河川などの現況の変化は、支配

者にとっては重大関心事となる。そこで村絵図・郡絵図制作の必要性が生れてくるのであ

る。台風や大洪水や地震によって河川の流路が変わったり、耕地が失われたりした場合、

村役人は藩や幕府の要請によって、村絵図を制作しなければならなかった。

また、近世には村と村の境界がはっきりとしていなかった。各地で村切りが行われ、は

っきりしていたように考えられているが、山林資源などをめぐって境界争論がよく起こさ

れた。また領地替えによって飛び地などの人為的な変動が起こる場合もあった。境界争論

が起きると、村の神社や寺が移動して、村人が主張する自分達の境界線に添って建てられ

たりもした。神社や寺も移動したのである。

村絵図は、一般的には村役人や当地の学者などによって制作された。また、共有山林な

どの境界争論の場合には、それ以後、再び同じような争論が起こらないように、絵図制作

専門の絵師によって描かれる場合もあった。

村絵図は、一般的には村絵図とか絵図と呼ばれているが、各地で名称は様々であって、

村惣絵図、麁（あら）絵図、地絵図、地引絵図、墨引絵図、境目絵図、見取絵図などとも

呼ばれた。ただし、名称が違うからと言って、ほとんど内容に変化はなかった。しかし、

地引絵図や地絵図は、検地の時に制作された場合が多かったようである。墨引絵図、境目

絵図は、名称が示す通り、境界争論の後に設定された境界設定図に多く付されている。村

絵図とか村惣絵図と呼ばれているのは、村の景観を描いた図に多く見られる名称である。

時として、村絵図に巨大な松の木が描かれていたり、山並みが描かれているのは、この

ためである。それは、村において名所となっていた場合であり、絵図地図を制作する時の

目印になったりしていた。本絵図地図集にも、このような絵図が何点も収録されているの
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で、御覧願いたい。

村絵図の制作目的も、様々な理由からであった。単に領主の側の意向だけには限らなか

った。江戸時代から明治初期までに制作された村絵図について、主な種類の物だけを分類

すると、次のようになる。

まず江戸時代では検地に関する絵図が挙げられる。検地は、高校の『日本史』教科書に

触れられているように、細かく検地が行われたわけではなく、実際には「巡見」といって、

代官や役人が馬に乗ったままで村役人の説明を聞いただけ、という場合もよくあった。だ

から「巡見」なのである。

しかし検地関係の村絵図は、一般検地・新田検地・新田開発・給地改・寺社領改・朱印

地改・除け地改・潰地立返・田畑譲渡・地租改正などの時に制作された。近世には、新田

開発は度々行われたから、その度に村絵図が制作されたりしたのである。

大名の領地替えなどの場合には、国絵図が制作された。また領主の交代、廃藩置県など

の場合にも国絵図とともに村絵図が制作されている。明治 2 年や 3 年に制作された村絵図

は、実に精密な絵図が制作されている場合が多い。また近世と近代を繋ぐ史料として、大

変に重要なものである。だが、市町村史の編纂において、村絵図が利用されるようになつ

たのは、まだ最近になってからである。村絵図も歴史史料である、という意義が理解され

ていない現実がまだまだ見られる。

また量的に多く見つけられているのは、境界争論に関しての絵図である。これらに関し

ては境界改・用水争論・山川境争論裁許・川魚漁業権に関しての絵図が制作されている。

近世には、用水路が発達していなかった場合が多く、かなり大きな河川から直接田んぼに

水を引いていた場合もよく見られた。しかし、それらの用水も、ちょっとした洪水や長雨

で流路がよく変わった。そのたびに用水争論や境界争論が、関係する村々の間で起こされ

たのである。これらの絵図は、単独でみつかる場合はほとんどなく、たいていは幕府や藩

の裁許状とともに保管されているものである。

村々の調査で、よく見つかる絵図は、その他に請願に関する絵図である。それらは川除

場普請・川堰普請・川辺普請・水車小屋・屋敷番付・墓所設置・道路普請および改修・開

墾畑などの絵図である。現在と違って、近世には河川はよくその流路を変えた。大河川に

限らず、現在でも、地形図をみていると、小さな河川の流域でさえも、河川に沿っていく

つもの「飛び地」がある。これは、その河川が荒れていた時代があったことを示す、歴史

的な史料といえる地名なのである。「土地に刻まれた歴史」である。

このような村絵図は、単独で制作されたわけではなく、たいていは別の文書とともに藩

や幕府に提出された。しかし、それほど重要な場合ではない時、あるいは小規模の河川の

土手の決壊などの場合には、提出文書の隅にその部分だけを書き込んだ場合もあった。

村絵図を記載した用紙は、ほとんどの場合、和紙が利用された。そのために現在まで残

っていても、保存状態の良い物が大変に多い。4 色ほどで彩色されたものなど、見ていて

もきれいな絵図がよく見られる。村絵図は、支配する側にとっても、村側にとっても重要

な史料であったから、大切に保管したのである。村側にとっては「権利証文」であったの

である。本絵図地図集に収録した絵図地図も、原図は彩色図が多い。

明治になり、このような絵図は村役人ではなく、市町村の役場に保管義務が移ったから

かえって史料の残り方に、市町村の政策の濃淡がはっきりと表われるようになった。用水
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関係の絵図は用水組合が管理するなど、史料保管の統一性も崩れた。

近世に制作された村絵図では、縦横が 6 尺くらいある大きな物も見られるが、一般的に

は縦横 3 尺くらいの物が多く制作された。これらは、和紙を何枚か貼り合わせて絵図を制

作した。制作された村絵図は、名主や庄屋も、村保存用を持っていた。だから、近世の名

主や庄屋をやったことがわかっている家があったら、訪ねてみると良い。ただし、家には

栄枯盛衰が付き物だから、近世の名主や庄屋が、そのまま現在でも地域の有力者であると

は限らないので、よく調査しておく必要がある。蛇足だが、名主という名称は主に三河国

から東の地域で使用された。これに対して庄屋というのは、主に西日本で使用された。名

称にも東西の違いがあつたのである。加賀藩では肝煎が名主・庄屋にあたる役職である。

村絵図は、現代の地形図と違って、厳密な意味での縮尺はあてにはならない。しかし、

村絵図はほとんどの場合、600 分の 1 程度のものから 2 万 5 千分の 1 程度の縮尺である。

そして、一般的には、絵図の上が北を指している。

約束事はまだあって、たいていの場合には絵図地図の余白に凡例が記してある。それは

山地は緑色、河川は青色、道路は茶色（ないしは朱色）、田畑は黄色、家は黒、海も青色

である。家は黒色で示され、たいていは子供が表現するような屋根を付けた家で現された。

寺はやや大きな屋根で、神社は鳥居が描かれている。 

 このように、村絵図には、村の現況を写真か絵に残すような工夫がこらされていたので

ある。文書では表現しきれない景観を、彩色や立体感をだす工夫をして制作したのであっ

た。今日の地形図とは違って、縮尺はいいかげんではあるが、だからといって信頼できな

いというわけではなく、制作された当時の村には、何があったのか、絵図を見る側は正確

に読み取る努力をしなければならないと、考える。

ところで、このような村絵図の制作には、どのような技術が利用されたのであろうか。

その点を考えて見たい。

加賀藩の場合、越中国射水郡高木村（現在の富山県新湊市）に住んでいた石黒信由の存

在を無視するわけにはいかない。石黒は、多くの村絵図や郡絵図などを制作した測量家で

あり絵図制作者であった。石黒は 1760（宝暦 10）年に生れ、1836（天保 7）年に亡くなっ

ている。地元の高木村では肝煎役を務めていた。石黒は、『測遠要術』や『測量法実用』

といった絵図制作技術に関する著作を残している。近世社会では、全国各地で夥しい数の

村絵図が制作されたが、その制作方法や制作にあたっての記録は実際にはほとんど残され

ていない。石黒の著作は、その点で実に珍しい物といわなければならない。

加賀藩では、石黒の他にも、越中国礪波郡内嶋村の十村役だった五十嵐孫作も忘れては

ならない。五十嵐は『領絵図仕様』を 1802（享和 2）年に書き残した。石黒は、やはり同

様の『御検地領絵図仕立様』という村絵図の制作方法を書き残した。これらの村絵図制作

法が残されている金沢藩は、近世においては絵図制作の巧者であった、と言って良い。

近世には、全国的には一間は 6 尺で換算する例が多かったが、全国的に統一されていた

わけではなかった。一間を 6 尺 5 寸で換算しているところもあれば、6 尺 2 寸のところも

あつたというように、全国でマチマチであった。この点に関して、石黒信由は、「道路の

間法、書ごとに替りあり。或は六尺、或は六尺五寸などあり。然れども享和三年、公儀よ

り測量御用に伊能勘解由、海辺道程を曲尺六尺を用いるなり。依って、今これに従うなり。

また田地は一間曲尺六尺三寸を用いることは文禄年中より天下一統の御定なり」（『測量
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で、御覧願いたい。

村絵図の制作目的も、様々な理由からであった。単に領主の側の意向だけには限らなか

った。江戸時代から明治初期までに制作された村絵図について、主な種類の物だけを分類

すると、次のようになる。

まず江戸時代では検地に関する絵図が挙げられる。検地は、高校の『日本史』教科書に

触れられているように、細かく検地が行われたわけではなく、実際には「巡見」といって、

代官や役人が馬に乗ったままで村役人の説明を聞いただけ、という場合もよくあった。だ

から「巡見」なのである。

しかし検地関係の村絵図は、一般検地・新田検地・新田開発・給地改・寺社領改・朱印

地改・除け地改・潰地立返・田畑譲渡・地租改正などの時に制作された。近世には、新田

開発は度々行われたから、その度に村絵図が制作されたりしたのである。

大名の領地替えなどの場合には、国絵図が制作された。また領主の交代、廃藩置県など

の場合にも国絵図とともに村絵図が制作されている。明治 2 年や 3 年に制作された村絵図

は、実に精密な絵図が制作されている場合が多い。また近世と近代を繋ぐ史料として、大

変に重要なものである。だが、市町村史の編纂において、村絵図が利用されるようになつ

たのは、まだ最近になってからである。村絵図も歴史史料である、という意義が理解され

ていない現実がまだまだ見られる。

また量的に多く見つけられているのは、境界争論に関しての絵図である。これらに関し

ては境界改・用水争論・山川境争論裁許・川魚漁業権に関しての絵図が制作されている。

近世には、用水路が発達していなかった場合が多く、かなり大きな河川から直接田んぼに

水を引いていた場合もよく見られた。しかし、それらの用水も、ちょっとした洪水や長雨

で流路がよく変わった。そのたびに用水争論や境界争論が、関係する村々の間で起こされ

たのである。これらの絵図は、単独でみつかる場合はほとんどなく、たいていは幕府や藩

の裁許状とともに保管されているものである。

村々の調査で、よく見つかる絵図は、その他に請願に関する絵図である。それらは川除

場普請・川堰普請・川辺普請・水車小屋・屋敷番付・墓所設置・道路普請および改修・開

墾畑などの絵図である。現在と違って、近世には河川はよくその流路を変えた。大河川に

限らず、現在でも、地形図をみていると、小さな河川の流域でさえも、河川に沿っていく

つもの「飛び地」がある。これは、その河川が荒れていた時代があったことを示す、歴史

的な史料といえる地名なのである。「土地に刻まれた歴史」である。

このような村絵図は、単独で制作されたわけではなく、たいていは別の文書とともに藩

や幕府に提出された。しかし、それほど重要な場合ではない時、あるいは小規模の河川の

土手の決壊などの場合には、提出文書の隅にその部分だけを書き込んだ場合もあった。

村絵図を記載した用紙は、ほとんどの場合、和紙が利用された。そのために現在まで残

っていても、保存状態の良い物が大変に多い。4 色ほどで彩色されたものなど、見ていて

もきれいな絵図がよく見られる。村絵図は、支配する側にとっても、村側にとっても重要

な史料であったから、大切に保管したのである。村側にとっては「権利証文」であったの

である。本絵図地図集に収録した絵図地図も、原図は彩色図が多い。

明治になり、このような絵図は村役人ではなく、市町村の役場に保管義務が移ったから

かえって史料の残り方に、市町村の政策の濃淡がはっきりと表われるようになった。用水
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関係の絵図は用水組合が管理するなど、史料保管の統一性も崩れた。

近世に制作された村絵図では、縦横が 6 尺くらいある大きな物も見られるが、一般的に

は縦横 3 尺くらいの物が多く制作された。これらは、和紙を何枚か貼り合わせて絵図を制

作した。制作された村絵図は、名主や庄屋も、村保存用を持っていた。だから、近世の名

主や庄屋をやったことがわかっている家があったら、訪ねてみると良い。ただし、家には

栄枯盛衰が付き物だから、近世の名主や庄屋が、そのまま現在でも地域の有力者であると

は限らないので、よく調査しておく必要がある。蛇足だが、名主という名称は主に三河国

から東の地域で使用された。これに対して庄屋というのは、主に西日本で使用された。名

称にも東西の違いがあつたのである。加賀藩では肝煎が名主・庄屋にあたる役職である。

村絵図は、現代の地形図と違って、厳密な意味での縮尺はあてにはならない。しかし、

村絵図はほとんどの場合、600 分の 1 程度のものから 2 万 5 千分の 1 程度の縮尺である。

そして、一般的には、絵図の上が北を指している。

約束事はまだあって、たいていの場合には絵図地図の余白に凡例が記してある。それは

山地は緑色、河川は青色、道路は茶色（ないしは朱色）、田畑は黄色、家は黒、海も青色

である。家は黒色で示され、たいていは子供が表現するような屋根を付けた家で現された。

寺はやや大きな屋根で、神社は鳥居が描かれている。 

 このように、村絵図には、村の現況を写真か絵に残すような工夫がこらされていたので

ある。文書では表現しきれない景観を、彩色や立体感をだす工夫をして制作したのであっ

た。今日の地形図とは違って、縮尺はいいかげんではあるが、だからといって信頼できな

いというわけではなく、制作された当時の村には、何があったのか、絵図を見る側は正確

に読み取る努力をしなければならないと、考える。

ところで、このような村絵図の制作には、どのような技術が利用されたのであろうか。

その点を考えて見たい。

加賀藩の場合、越中国射水郡高木村（現在の富山県新湊市）に住んでいた石黒信由の存

在を無視するわけにはいかない。石黒は、多くの村絵図や郡絵図などを制作した測量家で

あり絵図制作者であった。石黒は 1760（宝暦 10）年に生れ、1836（天保 7）年に亡くなっ

ている。地元の高木村では肝煎役を務めていた。石黒は、『測遠要術』や『測量法実用』

といった絵図制作技術に関する著作を残している。近世社会では、全国各地で夥しい数の

村絵図が制作されたが、その制作方法や制作にあたっての記録は実際にはほとんど残され

ていない。石黒の著作は、その点で実に珍しい物といわなければならない。

加賀藩では、石黒の他にも、越中国礪波郡内嶋村の十村役だった五十嵐孫作も忘れては

ならない。五十嵐は『領絵図仕様』を 1802（享和 2）年に書き残した。石黒は、やはり同

様の『御検地領絵図仕立様』という村絵図の制作方法を書き残した。これらの村絵図制作

法が残されている金沢藩は、近世においては絵図制作の巧者であった、と言って良い。

近世には、全国的には一間は 6 尺で換算する例が多かったが、全国的に統一されていた

わけではなかった。一間を 6 尺 5 寸で換算しているところもあれば、6 尺 2 寸のところも

あつたというように、全国でマチマチであった。この点に関して、石黒信由は、「道路の

間法、書ごとに替りあり。或は六尺、或は六尺五寸などあり。然れども享和三年、公儀よ

り測量御用に伊能勘解由、海辺道程を曲尺六尺を用いるなり。依って、今これに従うなり。

また田地は一間曲尺六尺三寸を用いることは文禄年中より天下一統の御定なり」（『測量
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法実用』）と、書いている。つまり、金沢藩では、検地は一間＝六尺三寸の換算で行って

いたと、みられるのである。幕府の認定基準よりも、少しだけ広い。

ところで、石黒信由はどのように絵図地図制作を行っていたのであろうか。『測量法実

用 二』には、「測量法は絵図の大小によりて、その業をなすには無益の費ひあるべし。

絵図面にあらわれざる数を巨細に視ることは、実に労して功なし。始末を思量し、ただ要

用をとるを基本」とすると、書いている。「絵図地図を制作するときは、測量法のあれこ

れにこだわるのは無駄である、どのような絵図地図を制作するのか、その目的を明確にし

て要点を押さえることが重要である」と、書いている。実務家としての考え方がよく現わ

れている一文である。

さらに、石黒はいくつかの村絵図制作法について書いている。それは、『縄張町見領形

絵図仕立之法』『領絵図仕様』『磁石術領形絵図仕立之法』『御検地領絵図仕立様』など

で、このうち前記の二種類は、今日で言うところの「平板測量法」のうちの「放射法」と

いわれる方法、後記の二種類は「廻り分間法」といわれる測量法で、「平板測量法」の「前

進法」にあたると、言われる（『近世絵図と測量術』、川村博忠 古今書院  1992）。

「石黒のいう〈縄張町見〉というのは、測量しようとする地域の真中あたりに測量の基

準点を置き、そこから四方の測量点を定めて、方角と距離を測り、それぞれの長さを定め

て測量点の位置を図面に落とす方法である」と、言う（川村博忠、前掲書）。

石黒は、『測遠要術』を書いていて、その中で、村絵図制作の方法について、かなり詳

しく述べている。煩を厭わずに、その方法を以下に述べる（なお、解読文については、川

村博忠の前掲書を利用させていただいた）。 

 

「縄張町見領形絵図仕立之法 

一、一村の領形よくよく見分致し、領境の曲直出入りの角々に標を立て置く事

一、領形により、角縄何か所も用ゆべし。すなわち見盤術によりて、あるいは度量法、 

あるいは分間割の法を用いるときは図模の失あらん事を恐れて、今算術を用いる事

量地指南前編に曰く、盤を不動にしめ、向遠間を知るを規秬大元法、又神速大盤方

と名ずく、町見弁疑に不動知間又大真秬と名ずく術、皆この術と符号するなり

一、地面の大体真中に角縄を張り、また角違いに十字の縄を入れ、隅々曲尺を当て、至 

って正直に糺すべし。この角縄の張場所に思慮あるべし

一、磁石をもって角縄の当支を見置き、図大成のときは東西南北を験すべき事

一、角の四隅の甲乙丙丁の験より標まで見よう、仮験の差間数、また標迄の間数を求む 

るの算法、野帳の書様など後に委しく記しこれある事

一、領の真中に角縄を張るときは、その領の縦横間数何程と空眼にて分量なし、その三 

十分の一以上の間数をもって角縄の方間数と致すべし。もし地面に応ざる小角縄を

もって標の間数を求むるときは、その求むる所の間数違い多かるべし。角の方、間

数の大なるに随いて、標までの間数も又大に合うべし。務めて知るべき事

一、人家並びに林などこれあり、角より見通しなり難き所は、曲尺目当て、或は勾配目 

当ての配符を所々に立て、間竿をもって知るべし。又標の一か所や二か所は別に角

縄を張り、向こうの標迄の間数を求むるより間竿をもってしらひ知る事、業早き

事有るべし。これらの旨を会得して、何れ成るとも功早くなる事を推察して業を勤
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むべき事

一、山中谷並びに狭長く他村へ入込む屈曲の地面は、必ず曲尺目当、勾配目当の配符を

所々に立て、間竿・間縄をもって標より標までの間数を打立て知るべき事 

一、領形標図大成の上、標より標までの曲直はその大概を見取り、図すべき事

一、江川・道、或は堤、或は人家・宮・三昧など野帳に左右の訳合、又相隔たる間数な

ど一々験しおき有所違わさるように大体を図すべき事

一、領境あるいは江川・道などの曲直、巨細に画く寸は曲々に標を立て、その間々の間

数を打立て、勾配目当の術に依りて絵図調書すべき事

一、領絵図分間はその村の多少に依りて百間五寸、或は百間三寸など究り有るべからず

その時の工夫による事なるべし。しかしながら、先に大図を調べ、後に小図に縮め

るも宜しかるべき哉、その時に随ふべき事

一、絵図大小は、一村或は二村、或は一郡、或は一国にても大体五六尺より以下に縮む

べきものなり。それより大きいものは持ち扱い悪く、見るにも自由ならず。もし巨

細を画くときは分図にすべし。何れにもその大要あるべし。委しくは面授にあらざ

れば弁じ難し。もっとも一概に思うべからず。その人の機変に応ずべき事」

（川村博忠、前掲書 112～113 ペ－ジ） 

 

 石黒信由の著書には、様々な測量法が図解入りで説明されている。三角測量法などは、

よく見られる測量法である。ただし、江戸時代には測量法の名称は、測量した流派によっ

てかなりの異同がみられたから、ここに紹介した用語が、当時どこでも使用されていた用

語であるとは限らない。

このように制作された絵図には、田畑・山林・河川・道路・人家といった、いわば決ま

り物の他に、村の石高や家数、馬何頭といった数字が書き込まれた村明細帳のような性格

の絵図もある。このような絵図が継続して残っていれば、それを分析することにより、村

の盛衰も明らかになるから、絵図一枚と言えども、貴重な歴史史料であるのは、間違いな

い。 

 

3、加賀藩の絵図地図を読む

本絵図地図集に収録した絵図地図は、先に書いたように郡絵図に見るべきものがたくさ

んある。その特徴的な絵図を読み解いていきたい。

小松の城から離れると、絵図に旧北国街道に沿って、「串茶屋」と書き込まれた所が出

てくる。ここは元は遊廓があったところである。この串茶屋は加賀藩と大聖寺藩との藩境

にあたる。およそ、近世の遊廓や賤民の居住地は、たいていの場合が村境や国境に置かれ

る場合が一般的であった。この串茶屋が絵図に描かれているものは、本絵図地図集にも何

点か収録した。有名な遊廓だったから、郡絵図や小松城下絵図には、必ず書き込まれてい

ると考えていたが、実際には違っていた。書き込みのない絵図地図も多い。

串茶屋で忘れてならないのは、今でも盆踊り唄に残っている「品川くどき」である。こ

の盆踊り唄は、1818（文政元）年に起きた金沢城下の野町の茶屋・徳兵衛と心中した串茶

屋遊廓の遊女「品川」の出来事を唄ったものである。遊廓の遊女と客との心中話は、たい

ていどこの遊廓にも残っていて、最近では、遊女の墓があることそのものを否定する寺も
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法実用』）と、書いている。つまり、金沢藩では、検地は一間＝六尺三寸の換算で行って
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ある。それだけではなく、近代になってからの「女工哀史」である製糸工場における女工

の無縁墓も、次第に隠される傾向にある。「負」の歴史は消したいわけか。 

 北陸地方は、古代から京都と関係が深かった地域である。先に触れた加賀藩の賤民の名

称である「藤内」も、「藤原氏の荘園の管理を司っていたところから、〈藤内〉という名

称になった」と言う説もある。

小松城下から現在の国道 360 号線に沿って、白山方向へ向かうと、原町という所がある。

ここには『平家物語』や『源平盛衰記』に名前を残した「仏御前」の関係史跡が残ってい

る。原町は、町ができるきっかけとなったのは、古代の百済から渡ってきた白キツネが、

坊さんに姿を変えて阿弥陀経を詠じていた霊地であり、そのために弥陀ケ原と呼ばれるよ

うになった。 

 花山天皇（984～986 年まで在位）が那谷寺に参詣した時に、地名の由来に感動して、こ

の弥陀ケ原の地に五重塔を建てた。そのために「塔ケ原」と呼ばれていた時期もあった。

那谷寺は、紀伊の那智寺の那と、美濃国谷汲寺の谷を併せて名付けられたと言われている。

現在も残っている本堂は、1642（寛永 19）年に建てられたものである。境内が 6 万坪ある

と言われるほど、広い寺域を誇っている。前田家の三代目、前田利常が寺を再興した。那

谷寺は、真言宗の寺である。 

 仏御前は、1160（永暦元）年、弥陀ケ原にあった五重塔の塔守をしていた白河兵太夫の

娘として生れた。幼児期より深く仏法を信じ、「仏」と呼ばれていた。14 歳の時に京都へ

上り、叔父の白河兵内のもとで白拍子になったと、言われている。  

 弥陀ケ原には五重塔以外の建物はなかったと、言われている。ただ単に、五重塔だけが

建っていたらしい。仏御前の父親は、その塔を守るのが役割だった。その塔の跡と言われ

ている場所からは、板碑が掘り出されている。板碑といっても、主に埼玉県下や都内の多

摩地方から見つかる板碑とは違って、形は板碑だが、碑の厚さが 30 センチほどもある。板

碑というよりも墓石と言った方が良い。摩滅しているが、中世の年号が刻まれている。

そのような板碑が出てきているから、「その場所に五重塔ないしは塔のような建物があ

った」と言うのは、無い話ではなかろう。ただ地元で言われているように、五重塔であっ

たかどうかはわからない。それというのも、五重塔だけあって、他の堂塔伽藍が何もなか

ったと言うのは、信じ難いのである。それに塔守をしていたという点から考えると、仏御

前の父親は、近世の江戸で言うところの「長吏役」を果たしていたと、言うことになる。

京都に入った仏御前は、持ち前の美貌と舞いの美しさ、歌の巧さで、京の都の大評判と

なった。「君を初めて見るおりは 千代も経ぬべし姫小松 御前の池なる亀岡に 鶴こそ

群れて遊ぶめれ」といった、今様を歌っていたらしい。延命・長寿を祝った歌である。

このような仏御前の存在が、時の権力者の眼にとまらぬはずがない。仏御前は平清盛の

寵愛を受けるようになった。当時、清盛は祇王という白拍子を寵愛していたが、清盛は祇

王を屋敷から追い出したのである。「栄枯盛衰は世のならい 萌え出ずるも枯るるも同じ

野辺の草 いずれか秋にあはで果つべき」という歌を清盛に残して、祇王は嵯峨野に隠棲

するのである。ここが現在の祇王寺と言われている。

『平家物語』巻第一「祇王」には、「かくて三年と申すに、又都に聞こえたる白拍子の

上手、一人出で来たり。加賀国の者なり。名をば仏とぞ申しける。年 16 とぞ聞こえし。 

＜昔よりおほくの白拍子ありしが、かかる舞はいまだ見ず＞とて、京中の上下、もてなす
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事なのめならず」とある。出雲のお国の時代には、舞いの上手は京の都よりも遠くの国に

生れた者の方が、様々な邪気を払うと考えられていたが、祇王の時代はどうであったか。

祇王の消息を知るにつけ、仏御前は世の無情を悟り、17 歳の秋に長い黒髪を切り、報恩

尼と名のるようになった。ここで言う祇王と仏との対比は、大変に意味が深い。それとい

うのは、祇王の＜祇＞と言うのは、神を暗示するからである。これに対して、 仏御前の

＜仏＞は、その名前の通り、仏教を意味する。

祇王は、仏御前にその地位を奪われ、失意のうちに嵯峨野に隠棲し、読経三昧の日々を

送る。ある時、清盛からの使いが来て、「仏御前が退屈しているから、舞いを見せに来い」

と言われる。嫌々ながら、かつて自分が寵愛を受けていた清盛の屋敷を訪れるが、通され

たのは、下部屋だった。かつての自分の部屋へも入れてもらえないのであった。

その時に祇王は、「仏も昔は凡夫なり われらもついには仏なり いずれも仏性具せる

身を 隔つるのみこそ悲しけれ」との今様を歌った。仏御前に清盛の寵愛を奪われた自分

の身を、今様に託して歌った精一杯の抵抗であった。

仏御前が、祇王の身を案じて髪を降ろして、悲しみに暮れる祇王の庵を訪ねると、祇王

は仏御前の心を知り、祇王もそれまでの恨みを捨てる。この説話からは、祇（神）が仏御

前（仏）によって救われると言う本地垂迹・神仏習合の思想が伺われるのである。「仏教

の優位性、極楽往生をするには、念仏の功徳によってこそ可能である」と言う仏教を広め

るための思想が、『平家物語』には流れていると言って良い。

しかし、アイドル・タレントと同じで、より若い美人が現れれば、すぐに人気が凋落す

るのは古今東西ご多分にもれない。ここからは、『平家物語』には動静がまったく途絶え

た仏御前について、地元の原町に残っている伝承から考えてみたい。

仏御前は京都で何かの政争にまき込まれたらしく、妊娠中にも拘らず、原町をめざして

帰ってきた。しかしその帰路は、琵琶湖を越えて越前国へ出て、旧北国街道を北上する、

という最短のル－トをとらず、わざわざ遠回りの美濃国の穴馬谷という険しい谷を越えて、

故郷へと帰ってきた。その頃には、父母や血縁の者はもう原町には誰もいなかったらしい。

故郷へ帰ってきた仏御前は、白山の登山道の脇に屋敷を建てて、そこで暮らしていたら

しい。仏御前の屋敷跡と言われている場所は、後ろがすぐにかなりの川幅をもつ河川にな

っており、前は道路であり、どのように広く場所を使っても、現在の２DK くらいの広さ

の建物しか建てられそうにない。 

 地元にはいくつかの伝承が残っていて、帰ってきてからの仏御前は、主に売春をしてい

たらしい。また昼間はいわゆる赤提灯のような商売もしていたようだ。京都から（帰って）

来た仏御前というもの珍しさで、かなり商売繁盛だったと、言われている。そのために、

近在の村々の男が仏御前のもとへ馳せ参じるので、仕事がおろそかになる。その結果、「怒

った女房連が、仏御前を襲撃して殴り殺してしまった」と言う説もある。亡くなったのは

1180（治承 4）年 8 月 18 日だと言う。この死亡年月日が正しければ、源頼朝が伊豆で挙兵

した翌日に亡くなっていることになる。いずれにせよ、仏御前は時代の変わり目に生きて

いたことだけは確かである。 

 仏御前の屋敷跡に建てられた墓石には、「治承 4 年」と刻まれた墓石を含めて、3 基の

墓石が建っている。ここからは、伝承ではなく史実を元に考える。仏御前の屋敷跡のすぐ

前は、道路を挟んで藤内村なのである。加賀藩の当時から連続して存在している藤内村だ
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ある。それだけではなく、近代になってからの「女工哀史」である製糸工場における女工

の無縁墓も、次第に隠される傾向にある。「負」の歴史は消したいわけか。 

 北陸地方は、古代から京都と関係が深かった地域である。先に触れた加賀藩の賤民の名

称である「藤内」も、「藤原氏の荘園の管理を司っていたところから、〈藤内〉という名

称になった」と言う説もある。

小松城下から現在の国道 360 号線に沿って、白山方向へ向かうと、原町という所がある。

ここには『平家物語』や『源平盛衰記』に名前を残した「仏御前」の関係史跡が残ってい

る。原町は、町ができるきっかけとなったのは、古代の百済から渡ってきた白キツネが、

坊さんに姿を変えて阿弥陀経を詠じていた霊地であり、そのために弥陀ケ原と呼ばれるよ

うになった。 

 花山天皇（984～986 年まで在位）が那谷寺に参詣した時に、地名の由来に感動して、こ

の弥陀ケ原の地に五重塔を建てた。そのために「塔ケ原」と呼ばれていた時期もあった。

那谷寺は、紀伊の那智寺の那と、美濃国谷汲寺の谷を併せて名付けられたと言われている。

現在も残っている本堂は、1642（寛永 19）年に建てられたものである。境内が 6 万坪ある

と言われるほど、広い寺域を誇っている。前田家の三代目、前田利常が寺を再興した。那

谷寺は、真言宗の寺である。 

 仏御前は、1160（永暦元）年、弥陀ケ原にあった五重塔の塔守をしていた白河兵太夫の

娘として生れた。幼児期より深く仏法を信じ、「仏」と呼ばれていた。14 歳の時に京都へ

上り、叔父の白河兵内のもとで白拍子になったと、言われている。  

 弥陀ケ原には五重塔以外の建物はなかったと、言われている。ただ単に、五重塔だけが

建っていたらしい。仏御前の父親は、その塔を守るのが役割だった。その塔の跡と言われ

ている場所からは、板碑が掘り出されている。板碑といっても、主に埼玉県下や都内の多

摩地方から見つかる板碑とは違って、形は板碑だが、碑の厚さが 30 センチほどもある。板

碑というよりも墓石と言った方が良い。摩滅しているが、中世の年号が刻まれている。

そのような板碑が出てきているから、「その場所に五重塔ないしは塔のような建物があ

った」と言うのは、無い話ではなかろう。ただ地元で言われているように、五重塔であっ

たかどうかはわからない。それというのも、五重塔だけあって、他の堂塔伽藍が何もなか

ったと言うのは、信じ難いのである。それに塔守をしていたという点から考えると、仏御

前の父親は、近世の江戸で言うところの「長吏役」を果たしていたと、言うことになる。

京都に入った仏御前は、持ち前の美貌と舞いの美しさ、歌の巧さで、京の都の大評判と

なった。「君を初めて見るおりは 千代も経ぬべし姫小松 御前の池なる亀岡に 鶴こそ

群れて遊ぶめれ」といった、今様を歌っていたらしい。延命・長寿を祝った歌である。

このような仏御前の存在が、時の権力者の眼にとまらぬはずがない。仏御前は平清盛の

寵愛を受けるようになった。当時、清盛は祇王という白拍子を寵愛していたが、清盛は祇

王を屋敷から追い出したのである。「栄枯盛衰は世のならい 萌え出ずるも枯るるも同じ

野辺の草 いずれか秋にあはで果つべき」という歌を清盛に残して、祇王は嵯峨野に隠棲

するのである。ここが現在の祇王寺と言われている。

『平家物語』巻第一「祇王」には、「かくて三年と申すに、又都に聞こえたる白拍子の

上手、一人出で来たり。加賀国の者なり。名をば仏とぞ申しける。年 16 とぞ聞こえし。 

＜昔よりおほくの白拍子ありしが、かかる舞はいまだ見ず＞とて、京中の上下、もてなす
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事なのめならず」とある。出雲のお国の時代には、舞いの上手は京の都よりも遠くの国に

生れた者の方が、様々な邪気を払うと考えられていたが、祇王の時代はどうであったか。

祇王の消息を知るにつけ、仏御前は世の無情を悟り、17 歳の秋に長い黒髪を切り、報恩

尼と名のるようになった。ここで言う祇王と仏との対比は、大変に意味が深い。それとい

うのは、祇王の＜祇＞と言うのは、神を暗示するからである。これに対して、 仏御前の

＜仏＞は、その名前の通り、仏教を意味する。

祇王は、仏御前にその地位を奪われ、失意のうちに嵯峨野に隠棲し、読経三昧の日々を

送る。ある時、清盛からの使いが来て、「仏御前が退屈しているから、舞いを見せに来い」

と言われる。嫌々ながら、かつて自分が寵愛を受けていた清盛の屋敷を訪れるが、通され

たのは、下部屋だった。かつての自分の部屋へも入れてもらえないのであった。

その時に祇王は、「仏も昔は凡夫なり われらもついには仏なり いずれも仏性具せる

身を 隔つるのみこそ悲しけれ」との今様を歌った。仏御前に清盛の寵愛を奪われた自分

の身を、今様に託して歌った精一杯の抵抗であった。

仏御前が、祇王の身を案じて髪を降ろして、悲しみに暮れる祇王の庵を訪ねると、祇王

は仏御前の心を知り、祇王もそれまでの恨みを捨てる。この説話からは、祇（神）が仏御

前（仏）によって救われると言う本地垂迹・神仏習合の思想が伺われるのである。「仏教

の優位性、極楽往生をするには、念仏の功徳によってこそ可能である」と言う仏教を広め

るための思想が、『平家物語』には流れていると言って良い。

しかし、アイドル・タレントと同じで、より若い美人が現れれば、すぐに人気が凋落す

るのは古今東西ご多分にもれない。ここからは、『平家物語』には動静がまったく途絶え

た仏御前について、地元の原町に残っている伝承から考えてみたい。

仏御前は京都で何かの政争にまき込まれたらしく、妊娠中にも拘らず、原町をめざして

帰ってきた。しかしその帰路は、琵琶湖を越えて越前国へ出て、旧北国街道を北上する、

という最短のル－トをとらず、わざわざ遠回りの美濃国の穴馬谷という険しい谷を越えて、

故郷へと帰ってきた。その頃には、父母や血縁の者はもう原町には誰もいなかったらしい。

故郷へ帰ってきた仏御前は、白山の登山道の脇に屋敷を建てて、そこで暮らしていたら

しい。仏御前の屋敷跡と言われている場所は、後ろがすぐにかなりの川幅をもつ河川にな

っており、前は道路であり、どのように広く場所を使っても、現在の２DK くらいの広さ

の建物しか建てられそうにない。 

 地元にはいくつかの伝承が残っていて、帰ってきてからの仏御前は、主に売春をしてい

たらしい。また昼間はいわゆる赤提灯のような商売もしていたようだ。京都から（帰って）

来た仏御前というもの珍しさで、かなり商売繁盛だったと、言われている。そのために、

近在の村々の男が仏御前のもとへ馳せ参じるので、仕事がおろそかになる。その結果、「怒

った女房連が、仏御前を襲撃して殴り殺してしまった」と言う説もある。亡くなったのは

1180（治承 4）年 8 月 18 日だと言う。この死亡年月日が正しければ、源頼朝が伊豆で挙兵

した翌日に亡くなっていることになる。いずれにせよ、仏御前は時代の変わり目に生きて

いたことだけは確かである。 

 仏御前の屋敷跡に建てられた墓石には、「治承 4 年」と刻まれた墓石を含めて、3 基の

墓石が建っている。ここからは、伝承ではなく史実を元に考える。仏御前の屋敷跡のすぐ

前は、道路を挟んで藤内村なのである。加賀藩の当時から連続して存在している藤内村だ



ー 12ー- 9 -

から、戸数も、多くはないが、それでも、現在数戸の家が残っている。おそらく、その昔

も、この程度の藤内村であったろう。仏御前の屋敷跡はここにあるのである。

屋敷跡のすぐ近くには、仏御前荼毘の地もある。荼毘の地が仏御前の墓地でもある。し

かし、それにしては、これ以外に、周辺地域には『平家物語』にその名前を留める仏御前

を祀る神社仏閣とかの史跡が見当たらないのである。だが、探してみたらあった。仏御前

は個人の家の中に祀られていた。それも、「血縁関係も何もない」と自称している人の家

に祀られていた。何ともおかしな話である。

大正時代の末期から昭和の初期の頃までは、原町全体の各戸で、一年とか二年交代で仏

御前の乾漆座像が入った廚子を、代わる代わる守っていたと、言う。それは藤内村の人達

も含めてきちんと村役を務めていた。偉い人の神仏を、このような形で守っていると言う

話は、全国のあちらこちらに伝わっている。中世には、特別に寺社を建てるのではなく、

廚子を村の中の全員で守るという形が、よくあった。そのことによって、村の団結が強め

られたし、和讃の会場で、村の会議も出来た。これが「講」と呼ばれる組織になった。白

山周辺の村々には、今でもこのような講がいくつも残っている。

ところが、原町では大正時代から昭和の初期の頃に、この原町で巡査をしていた人が、

仏御前の乾漆座像の入った廚子を自分の家に持ってきて、返さなかったのだと言うのであ

る。それ以来、仏御前の廚子はこの人の家に安置されたままになっている。当時巡査をし

ていた人は、自分の家が当番だったわけではなく、他人の家が廚子を守る当番だったのに、

それを奪う形で持ってきたそうである。 

 では、仏御前の廚子を奪われて、持って来られてしまった家は誰か。大正から昭和とい

う時代背景から考えてみる。

この時期は、全国的に被差別部落に対する差別意識が強くなっていた時代だから、廚子

を奪われたのは藤内村の誰かの家であろう。それに村の中でも、藤内の家ならば、廚子を

強奪しても、地区の中で強い抗議の声も出ないだろうことを予測しての行動と見られる。

そして巡査といえども国家権力の出先である。うっかり抗議でもしようものなら、「公務

執行妨害」という悪法を振り回されないとも限らない。「廚子を持ってきてしまった」と

言っている、仏御前の廚子を祀っている当主は、持ってきた先は断言はしなかったが、話

の前後関係から推察すると、どうも藤内村の誰かの家からであった、とみられる。

この原町では、『平家物語』にその名前を留める歴史上の人物を、個人の家が「お祀り

している」という極めて変則的な事態になっているのである。本来ならば、たとえ白拍子

という身分であったにせよ、歴史上に実在した人物なのである。きちんとしたお祀りの仕

方があるはずである。よくあるのは神社として祀る、という方法である。

白拍子は、鎌倉時代前後からは歌舞や音曲の名手というよりは、主に売春をするように

なっていったので、社会的身分は低く、被差別者の存在となっていった。単純には言えな

いが、このような系譜の女性の中から、後に、出雲のお国のような歌舞伎の創始者となる

ような人物も生れたのである。別に白拍子が生れた地域だからといって、恥と考える必要

はあるまい。それとも、白拍子だから、このような変則的な扱いでも良いというわけなの

だろうか。

もうひとつの問題は、仏御前を地域全体や市で顕彰すると、当然ながら、仏御前が屋敷

を構えていたとされる藤内村との関係も、問題とならざるをえないから、このような変則
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的な事態が続くのであろう。仏御前や藤内屋敷がある所は被差別部落であるから、廚子の

問題が大きくなるのを防いでいる事態ともみられる。

さて、能登についても少しふれておこう。能登は、今日では典型的な過疎の地域である

が、その現実が、はるか昔からの姿と言うわけではない。少なくとも、前田利家が加賀へ

入る頃までは、輝く地でもあった。口能登に石動山という山岳信仰の山があり、ここは能

登の信仰の中心地でもあった。この山の周辺には、能登一宮である気多神宮寺、日蓮宗妙

成寺、曹洞宗永光寺などの古刹がある。能登が過去においては、けっして過疎の地域では

なかったという証拠が、これらの寺社の存在である。

奥能登には、曹洞宗総持寺がある。この寺は、現在は曹洞宗の総本山ではないが、1898
（明治 31）年に、火事で全山が焼失するという事故にあうまでは、曹洞宗の総本山であっ

た。火事から 12 年後、横浜市鶴見区の現在地へ、総本山は移転した。この奥能登の総持寺

には、中国の明から伝わった十六羅漢画像がある。奥能登に点在した寺社は、中国大陸や

朝鮮半島の国々と直接貿易を行っていたらしい。 

 能登が文化的にも社会的にも遅れた地域でなかった証拠は、加賀国が 823（弘仁 14）年

に越前国から独立したのに対して、能登国は 718（養老 2）年に、すでに独立していたこと

である。この能登の地は、古代東北のエミシの乱を平定に行く時の前線基地となったとこ

ろでもある。

また、地元でも「能登はやさしや土までも」という言葉が残っていて、加賀国の大名と

なった前田利家をはじめ、南北朝時代の吉見氏、戦国時代の畠山氏も、一時期は能登へ落

ち着いている。ここは一向一揆などの外敵から身を守る、一種のシェルタ－のような性格

を持った地域だった。ただしその「やさしさ」は、心からのものではなかったと考えられ

ている。それというのは、能登は加賀本国とは違った意味で、戦国時代には次々と支配者

が替わったから、いちいち抵抗していたら身が持たない。「どうせすぐにいなくなる支配

者なら、柳に風でやりすごそう」という、民衆の智恵が生み出したのが、「能登はやさし

や」という精神であったと考えられる。それらの支配者の交代について記した絵図も、本

絵図地図集には何点か収録している 

 ところで、加賀国・能登国・越中国は、加賀藩と大聖寺藩、富山藩という前田家で全域

を支配していたと考えられがちであるが、実際には、天領があったのである。あまり知ら

れていないが、白山をめぐる争論があった後の白山山麓 18 ケ村と、能登には 1 万石の天領

があった。この天領は後には 1 万 4 千石にまでなっている。いわば、幕府の加賀藩監視所

といった感じの領地である。

この事と関係があるのかどうか即断はできないが、本絵図地図集に収録した能登の絵図

地図には、村々の名称や距離が細かく書き込まれていたり、浦々の様子が詳細に記述され

ていたりするものが、かなりたくさんあるような気がする。もちろん、浦々が詳細に記述

されるという点に関しては、船の航海安全のためという目的もあったと、言えなくもない。

能登は季節風が強く吹き付ける所としても有名だからである。 

 いずれにしても、様々な角度からの検証をお願いしたい。また、本絵図地図集でも、加

賀藩独自の賤民の名称である「藤内」の記述のある地図に関しては、点検のうえで、すべ

て掲載しなかったことをお断りしておきたい。本絵図地図集の制作に関しては、金沢市立

図書館近世資料館館長のの宇佐見孝氏には、適切な助言をいただき、大変にお世話になっ
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から、戸数も、多くはないが、それでも、現在数戸の家が残っている。おそらく、その昔

も、この程度の藤内村であったろう。仏御前の屋敷跡はここにあるのである。

屋敷跡のすぐ近くには、仏御前荼毘の地もある。荼毘の地が仏御前の墓地でもある。し

かし、それにしては、これ以外に、周辺地域には『平家物語』にその名前を留める仏御前

を祀る神社仏閣とかの史跡が見当たらないのである。だが、探してみたらあった。仏御前

は個人の家の中に祀られていた。それも、「血縁関係も何もない」と自称している人の家

に祀られていた。何ともおかしな話である。

大正時代の末期から昭和の初期の頃までは、原町全体の各戸で、一年とか二年交代で仏

御前の乾漆座像が入った廚子を、代わる代わる守っていたと、言う。それは藤内村の人達

も含めてきちんと村役を務めていた。偉い人の神仏を、このような形で守っていると言う

話は、全国のあちらこちらに伝わっている。中世には、特別に寺社を建てるのではなく、

廚子を村の中の全員で守るという形が、よくあった。そのことによって、村の団結が強め

られたし、和讃の会場で、村の会議も出来た。これが「講」と呼ばれる組織になった。白

山周辺の村々には、今でもこのような講がいくつも残っている。

ところが、原町では大正時代から昭和の初期の頃に、この原町で巡査をしていた人が、

仏御前の乾漆座像の入った廚子を自分の家に持ってきて、返さなかったのだと言うのであ

る。それ以来、仏御前の廚子はこの人の家に安置されたままになっている。当時巡査をし

ていた人は、自分の家が当番だったわけではなく、他人の家が廚子を守る当番だったのに、

それを奪う形で持ってきたそうである。 

 では、仏御前の廚子を奪われて、持って来られてしまった家は誰か。大正から昭和とい

う時代背景から考えてみる。

この時期は、全国的に被差別部落に対する差別意識が強くなっていた時代だから、廚子

を奪われたのは藤内村の誰かの家であろう。それに村の中でも、藤内の家ならば、廚子を

強奪しても、地区の中で強い抗議の声も出ないだろうことを予測しての行動と見られる。

そして巡査といえども国家権力の出先である。うっかり抗議でもしようものなら、「公務

執行妨害」という悪法を振り回されないとも限らない。「廚子を持ってきてしまった」と

言っている、仏御前の廚子を祀っている当主は、持ってきた先は断言はしなかったが、話

の前後関係から推察すると、どうも藤内村の誰かの家からであった、とみられる。

この原町では、『平家物語』にその名前を留める歴史上の人物を、個人の家が「お祀り

している」という極めて変則的な事態になっているのである。本来ならば、たとえ白拍子

という身分であったにせよ、歴史上に実在した人物なのである。きちんとしたお祀りの仕

方があるはずである。よくあるのは神社として祀る、という方法である。

白拍子は、鎌倉時代前後からは歌舞や音曲の名手というよりは、主に売春をするように

なっていったので、社会的身分は低く、被差別者の存在となっていった。単純には言えな

いが、このような系譜の女性の中から、後に、出雲のお国のような歌舞伎の創始者となる

ような人物も生れたのである。別に白拍子が生れた地域だからといって、恥と考える必要

はあるまい。それとも、白拍子だから、このような変則的な扱いでも良いというわけなの

だろうか。

もうひとつの問題は、仏御前を地域全体や市で顕彰すると、当然ながら、仏御前が屋敷

を構えていたとされる藤内村との関係も、問題とならざるをえないから、このような変則

- 10 -

的な事態が続くのであろう。仏御前や藤内屋敷がある所は被差別部落であるから、廚子の

問題が大きくなるのを防いでいる事態ともみられる。

さて、能登についても少しふれておこう。能登は、今日では典型的な過疎の地域である

が、その現実が、はるか昔からの姿と言うわけではない。少なくとも、前田利家が加賀へ

入る頃までは、輝く地でもあった。口能登に石動山という山岳信仰の山があり、ここは能

登の信仰の中心地でもあった。この山の周辺には、能登一宮である気多神宮寺、日蓮宗妙

成寺、曹洞宗永光寺などの古刹がある。能登が過去においては、けっして過疎の地域では

なかったという証拠が、これらの寺社の存在である。

奥能登には、曹洞宗総持寺がある。この寺は、現在は曹洞宗の総本山ではないが、1898
（明治 31）年に、火事で全山が焼失するという事故にあうまでは、曹洞宗の総本山であっ

た。火事から 12 年後、横浜市鶴見区の現在地へ、総本山は移転した。この奥能登の総持寺

には、中国の明から伝わった十六羅漢画像がある。奥能登に点在した寺社は、中国大陸や

朝鮮半島の国々と直接貿易を行っていたらしい。 

 能登が文化的にも社会的にも遅れた地域でなかった証拠は、加賀国が 823（弘仁 14）年

に越前国から独立したのに対して、能登国は 718（養老 2）年に、すでに独立していたこと

である。この能登の地は、古代東北のエミシの乱を平定に行く時の前線基地となったとこ

ろでもある。

また、地元でも「能登はやさしや土までも」という言葉が残っていて、加賀国の大名と

なった前田利家をはじめ、南北朝時代の吉見氏、戦国時代の畠山氏も、一時期は能登へ落

ち着いている。ここは一向一揆などの外敵から身を守る、一種のシェルタ－のような性格

を持った地域だった。ただしその「やさしさ」は、心からのものではなかったと考えられ

ている。それというのは、能登は加賀本国とは違った意味で、戦国時代には次々と支配者

が替わったから、いちいち抵抗していたら身が持たない。「どうせすぐにいなくなる支配

者なら、柳に風でやりすごそう」という、民衆の智恵が生み出したのが、「能登はやさし

や」という精神であったと考えられる。それらの支配者の交代について記した絵図も、本

絵図地図集には何点か収録している 

 ところで、加賀国・能登国・越中国は、加賀藩と大聖寺藩、富山藩という前田家で全域

を支配していたと考えられがちであるが、実際には、天領があったのである。あまり知ら

れていないが、白山をめぐる争論があった後の白山山麓 18 ケ村と、能登には 1 万石の天領

があった。この天領は後には 1 万 4 千石にまでなっている。いわば、幕府の加賀藩監視所

といった感じの領地である。

この事と関係があるのかどうか即断はできないが、本絵図地図集に収録した能登の絵図

地図には、村々の名称や距離が細かく書き込まれていたり、浦々の様子が詳細に記述され

ていたりするものが、かなりたくさんあるような気がする。もちろん、浦々が詳細に記述

されるという点に関しては、船の航海安全のためという目的もあったと、言えなくもない。

能登は季節風が強く吹き付ける所としても有名だからである。 

 いずれにしても、様々な角度からの検証をお願いしたい。また、本絵図地図集でも、加

賀藩独自の賤民の名称である「藤内」の記述のある地図に関しては、点検のうえで、すべ

て掲載しなかったことをお断りしておきたい。本絵図地図集の制作に関しては、金沢市立

図書館近世資料館館長のの宇佐見孝氏には、適切な助言をいただき、大変にお世話になっ
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た。それに各地の史跡や文化財を案内してくれた石川県同和教育研究協議会の人達にもお

世話になった。記してお礼を申しあげる次第である。 

 

4、おわりに                                                                     
 この「近世絵図地図資料集成・第 10 巻」は、加賀国・能登国・越中国の広範囲な地域に

渡る絵図及び地図、第 9 巻に収録できなかった加賀国の郡絵図・村絵図、能登半島地域の

地図・絵図を収録した。収録にあたっては、古代から近世末期まで、領土・交通網・河川

・都市・農村などの変遷が、歴史的に理解できるような構成とした。この論攷においては、

概説に主眼をおいて執筆したので、詳細な内容に関しては、「解説篇」を繙くことをお勧

めする。 

 なお、「近世絵図地図資料集成・第 9 巻」（2005 年刊行）は、若狭国・越前国・加賀国

・能登国・越中国の絵図及び地図、加賀国の郡絵図、金沢を中心とした城下町絵図を収録

した。「近世絵図地図資料集成・第 11 巻」（2007 年刊行予定）においては、主に、越中

国の郡図・村絵図を、それぞれ掲載の予定である。 
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た。それに各地の史跡や文化財を案内してくれた石川県同和教育研究協議会の人達にもお

世話になった。記してお礼を申しあげる次第である。 

 

4、おわりに                                                                     
 この「近世絵図地図資料集成・第 10 巻」は、加賀国・能登国・越中国の広範囲な地域に

渡る絵図及び地図、第 9 巻に収録できなかった加賀国の郡絵図・村絵図、能登半島地域の

地図・絵図を収録した。収録にあたっては、古代から近世末期まで、領土・交通網・河川

・都市・農村などの変遷が、歴史的に理解できるような構成とした。この論攷においては、

概説に主眼をおいて執筆したので、詳細な内容に関しては、「解説篇」を繙くことをお勧

めする。 

 なお、「近世絵図地図資料集成・第 9 巻」（2005 年刊行）は、若狭国・越前国・加賀国

・能登国・越中国の絵図及び地図、加賀国の郡絵図、金沢を中心とした城下町絵図を収録

した。「近世絵図地図資料集成・第 11 巻」（2007 年刊行予定）においては、主に、越中

国の郡図・村絵図を、それぞれ掲載の予定である。 

◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 加越能の町村図大聖寺御城下全図

001 縦： 79 ×横： 139

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03669～03671通し番号：

03669は、城下町図らしく、武家屋敷や町家が建ち並ぶ。古城山というのは元の山城の跡であろうか。中世には

城は守り易く攻めにくい山の上に作られるのが一般的だった。古城山の下には「馬場」が書き込まれている。こ

の馬場は武家が馬の乗り方を練習した場所である。また、馬場から続く街道には「関所」もみえる。柵も書き込ま

れており、関所の規模が窺い知れる書き込みである。

03670は、前図（03669）に続く絵図である。城下町のなかを大きな川が流れている様子がわかる。ただ町といい

ながらも、それほど大きな町ではなかったらしく、町家の外側には、田んぼや畑が広がっていた様子がよく伺わ

れる。北東の方向には、「此の辺藩中の野菜生する畑なり」との書き込みがある。法華坊の書き込みのある地

は、元は小さな城か館だったと思われる。

03671は大聖寺の町の残りの部分の絵図である。町中を流れる敷地川はかなりの水量の川であったと見られる。

この川を背にして藩の「御蔵」が書き込まれていて、この蔵はかなり重要な蔵であったと思われ、「番人」の小屋

が二か所描かれている。これらの場所は神社や松の林に囲まれていた様子もよく描かれている。

K-0264

□ 分類： 加越能の町村図小松城并城下図

002 縦： 36 ×横： 64

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03672通し番号：

小松城下図である。小松城は、本絵図でみてもわかるように、難攻不落の城であったと考えられる。日本海に注

ぐ川が外側を流れ、その内側にはかなり幅の広い濠が取り巻いている様子がよくわかる。このような城下町図

は、当時とすれば、マル秘中のマル秘であったろう。「このような見取り図を描ける絵図地図制作技術もたいした

ものである」と、言わなければならない。

K-0265

□ 分類： 加越能の町村図小松絵図

003 縦： 42 ×横： 70

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03673通し番号：

前図の03672と同様に小松城下図である。絵図・地図制作技術の面から考察すると、前図には遠く及ばない。

「本図は城下の番所の位置の一覧を示すのがひとつの目的であった」と、考えられる。絵図・地図の制作には、

必ず、目的が存在した。「そのためにあらゆる情報を書き込むようなことはなかった」と、みられる。K-0266

□ 分類： 加越能の町村図小松細見図

004 縦： 29 ×横： 60

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03674通し番号：

小松城下図である。本図を見ると、この図が描かれた頃の小松城は、松の木と思われる林に囲まれていた様子

がよくわかる。また、濠の周辺も樹木が植えられていたとみられる。「このような林に囲まれていた小松城は、外か

ら城の様子を伺うのは難しかったのではないか」と、考えられる。林には、様々な細工が施されていたことは間違

いない。

K-0267

ﾐ 1 ﾐ
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◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 加越能の町村図小松御城絵図附記城下絵図

005 縦： 82 ×横： 119

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03675～03677通し番号：

03675は小松城の本丸を中心とした再見図である。城の周囲を流れる梯川の流れはかなり広い。本丸近くの二

の丸や枇杷島には、様々な施設が建設されていたことが、よく描かれている。舟小屋や侍屋敷もあった。城の東

北の鬼門には天満宮が建てられていた。愛宕神社ではなく、天満宮が鬼門除けだったとみられる。

03676は 前図（03675）に引き続く小松城下の図である。城の東南の方向には寺町が形成されていた。この地が

小松城にとっては重要な地点だったのであろう。城を守る時に、軍事的に重要な地点には寺町や社地を造るか

らである。町の外側には広大な田んぼが広がっていた様子が、大変によくわかる絵図である。

本図（03677）も小松城下図である。本絵図は城下町でも、藩主を中心とした家臣団の住居配置がよく描かれて

いる。塩蔵や材木蔵などのほか、鹿小屋も書き込まれている。梯川はあちこちに舟渡しがあったとみられる。鷹

狩りも行われていたようで、鷹匠町も描かれている。城の南が京都へ通じる街道で、東北の方向が金沢へ向かう

街道となっている。ここが重要な地点であったとみられる。

K-0268

□ 分類： 加越能の町村図小松惣絵図

006 縦： 40 ×横： 80

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03678通し番号：

小松城下の絵図である。元の絵図は彩色図である。この手の絵図は彩色で無いと意味がなかったとみられる。

元の絵図では、建物、木戸、土蔵、藪、芝、濠と川、神社、寺、町家、道路と色分けされていた。元の原図は大

変に美靈なものである。このような彩色図をみれば、どこに何があるのか一目瞭然になるわけであるから、利用

する側にとっては、大変に便利なものであった。

K-0269

□ 分類： 加越能の町村図小松城下図

007 縦： 43 ×横： 53

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03679通し番号：

小松城下絵図のうち、本丸を中心とした絵図である。本丸を中心とした島々に、どのような施設があり、家臣の誰

が住んでいたのか、一目瞭然になる絵図である。絵図の制作技術もそれほどひどくはない。馬場のところには

「七十間長屋」も書き込まれている。下級家臣団の家には貸家もあった。三の丸の中にも、貸家の書き込みが見

られる。

K-0270

□ 分類： 加越能の町村図安宅町図

008 縦： 39 ×横： 56

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03680通し番号：

小松城下郊外の安宅町の絵図である。ここには、歌舞伎の勧進帳で有名な安宅住吉神社がある。本図には安

宅住吉大明神と書き込まれている。住吉神社の川を挟んだ対岸には、備荒蔵があった。番人小屋も二棟描か

れている。この安宅住吉神社には、富樫介の時代には、関所が置かれていたらしいが、本絵図にはそれを伺わ

せる記述はない。

K-0271

ﾐ 2 ﾐ
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◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 地誌図安宅浦宮二ツ堂ヨリ遠近之山見取図御台場築造に関する図

009 縦： 19 ×横： 109

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03681通し番号：

安宅住吉神社の近くの日本海からみた周辺の見取り図である。本絵図は、一見すると子供の写生図と変わりが

ないように思われるかもしれないが、当時の絵図地図制作上の方法を表示してくれる。本図の書き込みに「磁

石」とあるのがそれで、当時でも絵図地図制作には磁石が使用されていたことがわかる。白山や大日山などの

山々の名前の横には、度数の書き込みがある。

K-0700

□ 分類： 加越能の町村図石川郡本吉図

010 縦： 34 ×横： 46

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03682通し番号：

何人もの町年寄りの住居が描かれている。一人や二人ではないから、合議制で物事は決められていたと見られ

る。ここには米と塩の御蔵が描かれているが、蔵も30間の長さの建物が4つ、20間の建物が2つと、かなり大規模

な蔵であった様子がわかる。ここを管理する御蔵番小屋も、蔵の入口に、大きな建物として描かれている。小屋

としては書き込まれていないから、「かなり重要な蔵であったのであろう」と、推定される。

K-0272

□ 分類： 加越能の町村図石川郡本吉絵図本吉の御通筋・本陣・藩の蔵・御台場等の図

011 縦： 28 ×横： 39

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03683通し番号：

前図（03682）と同様な場所の絵図地図である。だ、が制作技術の違いから、別の絵図地図のように見える。手取

川は白山下を流れる河川である。塩と米の御蔵に通じる道路には、本陣も書き込まれている。本絵図では蔵の

建物の数が増えているようだが、前図では省略してあったのか。あるいは、わざと書き込まれていなかったか。こ

の図も磁石が使用されていたとみられる書き込みがある。

K-0273

□ 分類： 加越能の町村図石川郡本吉絵図本吉を中心に隣村・山などの図

012 縦： 17 ×横： 63

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03684通し番号：

前図（03683）を中心とした郡絵図の見取り図である。能美郡と石川郡の境界付近の図である。手前を流れる河

川は手取川で、その奥の方には白山が描かれている。白山の文字の横には「巳13度」との書き込みがあるから、

本絵図も、磁石を使って制作されたものであることがわかる。書き込みにも、その苦心の跡がみられる。K-0274

□ 分類： 加越能の町村図宮腰近傍之図

013 縦： 67 ×横： 115

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03685通し番号：

大野村を中心とした郡図である。船屋や蔵が描かれている。郡図であるから情報量は少ない。どこにどのような

村があるのかを示した見取り図である。かなり広大な田んぼが広がっていた様子がよくわかる。また日本海の波

を現す工夫も為されている。このようにして海を表現したのも、絵図地図製作者の工夫の一つであった。K-0275
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□ 分類： 加越能の町村図宮腰地図

014 縦： 66 ×横： 126

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03686通し番号：

前図（03685）よりも狭い大野村と宮越町を中心とした絵図である。村絵図であるから書き込まれている情報量

も、かなり多い。ここには収納蔵と材木蔵が描かれている。宮越村には塩蔵があった。本絵図は製作技術の上

からみても、かなりの程度のものである。寺や神社、民家の描き方にも工夫がみられる。K-0276

□ 分類： 加越能の町村図宮腰町絵図

015 縦： 80 ×横： 148

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03687～03688通し番号：

03687は、前図（03686）に引き続く宮越町を中心とした絵図地図である。塩蔵の周囲には、何人か家紋入りで大

身の武家屋敷が描かれている。ここでは塩蔵が守るべき重要な施設であったのであろう。大身の武家は、この蔵

を守る役割もあったのか。絵図の右上の方には高札場も見えている。このあたりが、往来の激しい主要な街道筋

であったとみられる。

03688は、前図（03687）とは反対側の大野村を中心とした絵図地図である。日本海に面した村であった様子がよ

くわかる絵図である。船小屋はかなり内陸に描かれているから、浅野川を海から遡って風を除けていたものとみ

られる。山だけでなく村々にも松やその他の大木があちこちにあったようである。

K-0278

□ 分類： 加越能の町村図宮腰町図

016 縦： 62 ×横： 112

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03689通し番号：

宮越町の詳細図である。各町名や神社仏閣の名称も非常に細かく書き込まれている。今日で言う所の住宅明

細図であろう。加賀藩は浄土真宗の信者が圧倒的に多いのだが、本図には、山伏の住居や天台宗・日蓮宗の

寺院も描かれている。山伏は、どこの山で修業していたのか。この町の塩蔵もかなり大きかった様子が、本図か

らよくわかる。

K-0279

□ 分類： 加越能の町村図石川郡打木浜之図

017 縦： 28 ×横： 120

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03690～03691通し番号：

03690は、打木浜の絵図である。倉部村・八田村・打木村・安原村が書き込まれている。浜と松林と思われる林

と、田んぼらしき地形が書き込まれている。八田村番屋は海の津波や風、松林の森林資源の管理が主な役割

だったのか。この絵図で重要なのは、最初の書き込みにある「但道程一丁ヲ以曲尺六分縮」である。縮尺がわか

るのである。このような書き込みがあるのは珍しい。

03691は、図に引き続く絵図である。ここには海沿いに二か所の番屋が描かれていて、村境の番屋であるから、

津波や風の監視というよりは、村に、放浪の修経者や出家、ハンセン病などの病気持ちが入り込まないように監

視していたと言った方が、正確であろう。方位も書き込まれているから、この絵図も一定の測量をして制作された

ものであるのは、間違いない

K-0289
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□ 分類： 地誌図石川郡打木浜之図

018 縦： 12 ×横： 36

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03692通し番号：

前々図（03690）と同じ打木浜の図であるが、本図は、縮尺が「道程一丁ヲ曲尺二分に縮」ているために、描かれ

ている部分が違っている。それに書き込まれている情報も少し違っている。加賀藩では各村々はあまり大きくな

かつたから、このような郡絵図とでも言えるような規模の絵図地図が、重要な意味を持っている。K-0619

□ 分類： 加越能の町村図石川郡鞍月組北間村領内検地縄入之図

019 縦： 29 ×横： 80

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03693通し番号：

「石川郡鞍月組北間村領内検地縄入之図」は、珍しい近世の検地の図である。このような検地は、和算の知識

を応用して行われた。ただし、検地は新しく田圃や畑が開かれた所に限られて行われたようである。それというの

は、近世以前に開かれた田圃や畑を実際に測量していたのでは、膨大な時間と手間が必要だったからである。

そのために、検地はほとんど行われなかった。検地が行われなかった理由はまだ他にもあって、「測量しやすい

四角の田圃や畑ならよいが、実際の農地は複雑な形をしていたところが多かったから、実際には測量しきれな

かった」というのが、真相である。

K-0290

□ 分類： 加越能の町村図石川郡北間村領新開場所内検地縄入之図

020 縦： 41 ×横： 84

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03694通し番号：

前図（03693）に続く検地図である。検地も、このような四角い形の田畑なら、縄入れや測量もやりやすかった．新

田開発の時には、本絵図にみられるように、測量しやすいように、四角い形に田畑を開発した。このような四角

い農地は各地に見ることができる。古代の条理制の近世版である。このような農地の有様を、条里制を利用した

と考えるのは間違いで、やはり、近世には測量技術の向上という側面があったことは、間違いのないところであ

る。

K-0291

□ 分類： 加越能の町村図石川郡鞍月組粟崎村領内検地縄入之図

021 縦： 28 ×横： 80

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03695通し番号：

「石川郡粟崎村領検地縄入れ図」である。近世の新田・新畑開発は、縄入れがし易いように、角地を主にして行

われた。絵図には新田・新畑に通じる道路も描かれている。これはほとんどの場合、一間幅の道路である。「馬

入れ」とも言った。要するに、新しく開かれた田畑からの収穫物を取り入れたり、肥料などを運び入れたりするの

に必要な、馬とか大八車が通れる道幅のことである。

K-0292

□ 分類： 加越能の町村図石川郡鞍月組大友御供田村領内検地縄入之図

022 縦： 25 ×横： 53

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03696通し番号：

石川郡鞍月組戸水村大友御供田村、無量寺村などで、享保9年に新しく開発された土地を、後に検地し直し

て、弘化2年3月に、縄入れ図として制作された検地図である。大きな川の端だから、洪水の度に土地が浸食さ

れたりするから、検地をやり直したりしないと、石高の増減が生じる。そのために、再検地が行われた。この検地

図の場合には、百間を曲尺五寸で現している。

K-0293
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□ 分類： 加越能の町村図石川郡鞍月組戸水領内検地縄入之図

023 縦： 25 ×横： 107

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03697通し番号：

前図（03696）と同様の、村落における検地縄入れ図である。幕末の弘化期に至って、領界の決定が行われ、享

保9年に行われた検地の場所を、再度、検地し直した絵図である。大きな河川沿いでは、洪水や大雨の度に農

地が失われるために、最初に検地された時とは、土地の広さが違ってくる。それをそのままにしておくと、狭く

なった農地に過重な年貢をかけることにもなる。そのために、検地がやり易い所は、図のように検地がやり直され

たのである。

K-0294

□ 分類： 加越能の町村図石川郡鞍月組大河端村領内検地縄入之図

024 縦： 25 ×横： 57

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03698通し番号：

前図（03697）と同様の、村落における検地縄入れ図である。検地の場合には、この図も含めて、角地になるよう

に測量を行っている。縄入れもし易いからである。しかし、河川沿いの田畑のように、土地は必ずしも角地ばかり

とは限らない。中世に開かれた湧水を利用した田んぼなどは、瓢箪のような形をした土地も珍しく無い。そのよう

な場所は、実際には、測量不能である。そのために、検地も、土地をいくつかの角地に分けたりして、測量し易く

した上で、実際の面積に近づけようとした。

K-0295

□ 分類： 加越能の町村図石川郡鞍月組北間村領新開場所内検地縄入之図

025 縦： 29 ×横： 80

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03699通し番号：

石川郡鞍月組北間村領の検地縄入れ図である。寛政時代に新しく開発された土地を、幕末のになって検地し

直した時の図である。高50石程とある。生産高100俵ほどの田んぼと見られる。一反4俵として1町2反くらいの農

地だったようだ。一枚の田は広く描かれた。K-0296

□ 分類： 加越能の町村図石川郡戸板組無量寺村領内検地縄入之図

026 縦： 36 ×横： 53

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03700通し番号：

03698の検地図と同様の、村における検地縄入れ図である。新開発された時に390石ほどの農地というから、か

なり広い農地である。彩色図ではないから、よくわからないかもしれないが、黒い部分は川であろう。そこから細

い水路が引かれているのがわかる。その水路や河川は、やはり、村境として利用されていた。幕末の弘化年間

に入り、村の境界が定められてからの再検地図らしい。此の図では、細い河川は無視して測量が行われてい

る。

K-0297

□ 分類： 加越能の町村図石川郡近岡村領新開場所内検地縄入之図

027 縦： 36 ×横： 88

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03701通し番号：

百間を曲尺の五寸の縮尺で表現した、再検地図である。最初の検地は享保9（1724）年で、再度の測量は、そ

れから約120年後の、弘化2（1845）年3月に実行されている。河川や湖の氾濫などによる耕地面積の拡大で、税

収入の公平さを期すために、この再検地が実行されたと推定される。新開請高は390石と表記されていて、加賀

藩新田開発の規模を伺い知ることのできる地図である。縄数は合計29となっている。

K-0298
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□ 分類： 加越能の町村図石川郡粟崎村領新開場所内検地縄入之図

028 縦： 29 ×横： 97

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03702通し番号：

03701の図と同様に、享保3（1718）年、天保7（1836）年以降に作成された検地図で、21縄の表示がある。

K-0299

□ 分類： 加越能の町村図石川郡大河端村領新開場所内検地縄入之図

029 縦： 28 ×横： 60

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03703通し番号：

石川郡大河端村領の請け高15石の土地の検地図である。河川の端の荒れ地だったのであろう、石高があまり

にも低い。隣の農地は高82石とか75石とかであるのに、この場所は石高が低い。この図の場合には百間が曲尺

一尺の縮尺になっている。検地は、教科書にあるような測量の方法で検地が行われたらしい。要所に杭を立て

て縄を引いてという方法だった。石川郡の農村では、近世中期以降に新田開発された所が、かなり多かったらし

い。本図の書き込みを見ているとそれがわかる。

本紙縦： 28

K-0300

□ 分類： 加越能の町村図能美郡日用村内検地領絵図

030 縦： 48 ×横： 155

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03704通し番号：

能美郡今江村の検地図である。二百間を曲尺五寸にしてあるから、絵図としては小さい方である。細い河川に

そって農地が開かれている様子がわかる。河川沿いに農地が開かれる例は、大規模灌漑工事ができなかった

時代には、よくある例だった。谷川が流れ出しているような里山の下の所には、村が形成されやすかった。この

今江村の場合も、そうした村の成立過程を辿ったひとつのようである。

K-0280

□ 分類： 加越能の町村図能美郡尾口村大字尾添実測全図

031 縦： 79 ×横： 73

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03705通し番号：

能美郡尾口村の実測図である。縮尺は15000分の1である。この実測図は、白山周辺の村々が、近世から近代

にかけて、どのような変化をとげたのか、その比較のためにあえて収録したものである。地下資源があったから、

それを採掘するために工場ができ、鉄道が敷かれていく様子がよくわかる。この鉄道は北陸鉄道で、現在は、白

山下まで行っていない。

K-0281

□ 分類： 加越能の町村図加州鹿嶋之図

032 縦： 17 ×横： 40

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03706通し番号：

いわゆる、霊峰白山を日本海方面からみた、観光ガイド・マップである。実測図で示すよりも、地元の様子を何も

知らない人達には、このような絵図の方が、地域の理解には適している。白山には雪が積もっている。また白山

周辺に村々には、松の林や落葉高木が、あちこちに建ち並んでいた様子がよくわかる絵図である。絵図製作者

が、描きたい部分を特に強調した絵図で、絵が下手だから、このような絵図になったのではない。

K-0282
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□ 分類： 加越能の町村図加州石立浜之図

033 縦： 17 ×横： 40

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03707通し番号：

この絵図も、前図（03706）と同様に、絵図製作者が描きたい部分を、絵画で強調したものである。今日の日本海

と覚しき海には、帆掛け船が浮かんでいる。腰掛け所と書かれた所には、かなり大きな建物があったらしい様子

がわかる。この絵図は、現在の石川県と福井県の県境付近である。K-0283

□ 分類： 加越能の町村図加州石立浜絵図

034 縦： 17 ×横： 40

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03708～03709通し番号：

本絵図（03708）も、前図（03707）と同様に、郡絵図に模した観光ガイド・マップである。手取川流域には、いかに

自然の松原が開けているかを描いたものである。本絵図の重要な特色は、「石の木」と書き込みのある部分であ

ろう。人口の石組みなのか、あるいは自然の石組みなのかわからないが、自然に出来た物とすれば、珍しい石

組みである。人工的なものとすれば、スト－ン・サ－クルのようにも見える。

03709は、前図（03708）のうち、スト－ン・サ－クルかと思われるように石組みの部分を中心に、石立村からみて、

近隣の村までの距離を測量した絵図である。わずかに測量線が描かれているのが、わかる。近隣の村々まで何

度という書き込みがあるから、三角測量を行ったとみられる。白山などの山々が描かれているのは、測量の基点

となっていたためであると思われる。山々の描き方も遠近が出るように工夫されている。

本紙縦： 28

K-0284

□ 分類： 加越能の町村図加州笠間村絵図

035 縦： 28 ×横： 39

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03710通し番号：

笠間村の絵図である。ここでは、笠間神社が大きく描かれている。現在の茨城県に多くみられる笠間稲荷の系

列の神社か。八幡宮と薬師堂が併存しているから、神仏が分離していないようにもみえる。この神社はかなりの

格があつた神社らしく、お休み所も神社から一丁余りの所に描かれている。門前の前を走っている街道は、木曽

（現在の岐阜県）へ通じる街道だったことがわかる。

K-0285

□ 分類： 加越能の町村図加州平加之図

036 縦： 17 ×横： 39

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03711通し番号：

平加村の絵図である。平加村の周辺の村々は、松原では無く落葉高木が繁っていたものと見られる。これに対

して、海沿いの村々は、松原に囲まれていた。松原は、絵図にもあるように「風除松」だった。日本海から吹き付

ける風が強かったから、海に近い村々は、松の木を植えて風除けにしていた。堂尻川には船を並べて造った橋

があったらしい。

K-0286
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◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 加越能の町村図加州宮保之図

037 縦： 17 ×横： 39

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03712通し番号：

宮保村の絵図である。前図（03711）の続きと考えられる絵図である。白山下に描かれている下柏野村及び荒屋

柏野村の周辺は、街道筋に松並木があったようだ。白山は雪をいただいた姿で描き、遠くにそびえ立っている

様子がわかる。宮保村などに近い所にある山々には、松の木らしい立ち木が描かれていて、遠近感が表現され

ている。この周辺でも、民家は茅葺きか藁葺き屋根だったと見られる描き方である。

K-0287

□ 分類： 加越能の町村図加州北安田村絵図

038 縦： 28 ×横： 39

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03713通し番号：

北安田村の絵図である。この絵図は、道路がどのように走っているか、神社仏閣がどこにあるかを、絵図で表現

したものと見られる。宝泉寺には春日社と山伏が併存していた。春日社の別当寺が宝泉寺だったとみられる。山

伏が今日で言う神主と僧侶を兼ねていたとみられる。春日社も日蓮宗の行願寺も、屋根は、茅葺きでも藁葺きで

もなかったらしい。銅板葺きかあるいは板葺きだったのか。

K-0288

□ 分類： 加越能の町村図河北郡英組舟橋村領古田新開領境等之絵図

039 縦： 56 ×横： 60

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03714通し番号：

「河北郡英組舟橋村領古田新開領境」の絵図である。村切りによって、村と周囲の村々との境界がはっきりした

ことを示す絵図と見られる。検地と同様に、各地に測量縄を張り、細かく測量した絵図である。出来栄えもなかな

かである。彩色図でないのが残念である。原図は八色に色分けされていた。測量のためにあちこちに打った杭

の跡も描かれている。測量方法を伺い知ることができる貴重な絵図である。

K-0301

□ 分類： 加越能の町村図河北郡倉見村領内検地絵図

040 縦： 23 ×横： 41

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03715通し番号：

舟橋村の検地図である。原図は彩色図であるが、白黒版では色分けの様子が定かではない。本図は検地図に

しては、測量のための杭の跡も、測量縄をどのように張ったのかも、よくわからないから、写図かもしれない。道

路の描き方ひとつをとってみても、技術的にもそれほど精巧というわけではない図である。K-0302

□ 分類： 加越能の町村図河北郡井上組川尻領新開絵図

041 縦： 28 ×横： 74

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03716通し番号：

前図（03715）と同様の地域の絵図である。原図は七色に彩色されていた。「河北郡井上組川尻村領新開所絵

図」である。測量の方法も、できるだけ四角の土地になるように測量して、実際の面積と異動のないように注意し

ていた。このように測量しないと、実際の面積はわからない。測量技術も少しずつ進歩していた様子が窺い知れ

る絵図である。

K-0303
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◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 加越能の町村図河北郡潟端新村請高新開絵図

042 縦： 39 ×横： 89

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03717通し番号：

前図（03716）の続きと見られる絵図である。潟端新村領を中心とした検地図である。新規に開発された農地を、

正確に測量した様子がわかる検地図である。「潟端新村領23石1斗」といえば、およそ45俵余り。1反4俵の収穫

高として、1町2反くらいの農地であったとみられる。これだけの農地を開くのは大変だったと推定される。それ

に、最初の10年程は、肥料をいくら入れても、ほとんど無駄になるから、土作りには大変な時間がかかる。

K-0304

□ 分類： 加越能の町村図河北郡東蚊爪村領等新開所絵図

043 縦： 13 ×横： 37

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03718～03726通し番号：

03718は、東蚊爪村領の検地図とみられる。弐拾石・百弐拾石・弐百六石・百六拾石の四図が描かれている。そ

れぞれ「新開」とあるから、新規に開発された農地とみられる。新規に開発された農地は、それぞれ、四角い農

地になっていないから、あまり農地としては条件の良い所を開発したものとは考えられない。絵図の出来栄えと

しても、それほど良い物ではないが、当の村にとっては重要な意味のある絵図であつたと考えられる。

03719は、前図（03718）に引き続く、東蚊爪村の検地絵図である。拾七石・三石・弐石とある検地図を繋ぎ会わ

せていけるようになっている。三枚でひとつの意味を持った検地絵図になる。絵図を点検してみると、川に沿っ

て農地が開かれた様子がわかる。河原であった所を開発した農地らしい。このような土地は、生産力が低く、収

穫もあまりなかった。三石とか二石とか書き込みが、それを裏付けている。

03720は、嘉永年間に大場村や八田村などで、新規に開発された農地の検地絵図である。幕末に制作された

検地絵図である。五石とか一石・十二と書き込みがあるから、それほど収穫量の大きい農地ではない。検地関係

者の中に、測量の際に、測量縄に付けた竿を立てる役目の人間がいて、その人達が署名している珍しい絵図で

ある。

03721は、前図（03720）の前に来る検地絵図である。今回、新規に開発された農地は、三十一石とか十石、五

石とか、小規模である。この時よりも少し前に開発された農地は、六百石、百六十石、百四十石とかのかなりの

規模の開発であった。このような検地絵図を見ると、近世を通じて、かなりの農地が開発された様子がよくわか

る。検地も、やはり角地を中心に測量して、その面積を足していったようである。

03722は、才田村の検地絵図である。検地絵図を見ていると、わずかな農地でも、新規に開発された所は、検地

絵図に記録されたことが理解できる。この検地絵図でも、三石五斗とか四石とある。四石といえば、田んぼなら

ば、およそ一反ほどの広さである。また「森下川跡」という書き込みから類推すると、かなり規模の大きな新田開

発もしていたらしい。別の所に、は新しいと思われる森下川が描かれているから、中世の景観と近世とでは、若

干ながら、風景が変わった所もある。

03723は、前図（03722）に引き続いての、二日市村の検地絵図である。検地は、角地を基本にして測量し、三角

地は、それを半分に切る形で測量したようだ。書き込まれている測量線はそれらの測量方法が推測できて、有

意義である。検地絵図に記録されるということは、農民にとってみれば、年貢地の増大という側面もあるが、開か

れた農地が自分達のものであるという権利を主張する根拠にもなった。

 03724は、白尾村領他の検地絵図である。検地は、角地を基本に測量し、測量しにくい三角地は、角地を斜め

に切る形で測量した。また、角地になりにくい形の農地は、角地になるように、測量縄を立てて検地したとみられ

る。そのために、狭い面積の農地が生まれることとなった。このような農地は人間が耕していた時には良かった

が、牛馬を使っての耕作は無理だった。ここの書き込みでみられる数字は、明治以降、番地になったと考えられ

る。

K-0305

ﾐ 10 ﾐ



近世絵図地図集成Ⅹ巻・解説

ー 25ー

◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 加越能の町村図河北郡東蚊爪村領等新開所絵図

043 縦： 13 ×横： 37

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03718～03726通し番号：

03725は、前図（03724）に引き続き、検地絵図である。ここでは、秋濱村が中心である。新規に開発された農地

は、谷間のような地域を切り開いていったようである。谷間の湿地は、新田開発もやりやすかった。秋濱村に続く

地域も、谷間から流れ出る小さな川が、乾燥して、自然に畑になったりした所のように見える。そのために、横に

は広いが、奥行きのない農地になっている。新規開発も、このような場所を主に開いたと見られる。

03726は、前図（03725）に引き続き、秋濱村の検地絵図である。同村では、天明年間に新規開発が行われた農

地があり、その隣接地を、文化年間に新規開発したものである。それぞれ二十石だから、それほど大規模な開

発ではなかったとみられる。しかし、近世を通じてこのような開発がなされていくと、幕末にはかなりの石高の増

加があったとみなくてはならない。この検地絵図は、その証拠となる資料である。     は天明年間に新規開発が

なされた農地があり、その隣接地を文化年間に新規開発したものである。それぞれ二十石だから、それほど大

規模な開発ではなかったとみられる。しかし、近世を通じてこのような開発がなされていくと、幕末にはかなりの

石高の増加があつたとみなくてはならない。この検地絵図は、その証拠となる絵図である。

K-0305

□ 分類： 加越能の町村図河北郡潟端新村全図

044 縦： 54 ×横： 77

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03727通し番号：

潟端新村の全図である。これは村絵図で、原図は彩色図である。絵図制作の技術としても、なかなか出来が良

いものである。この村は河北潟に面した地域にある。この絵図をみると、地番はイロハで表現されている。村内が

あちこちに飛んでいるのは、村々が河北潟を埋立てて成立したためと、考えられる。 本紙縦： 39

K-0306

□ 分類： 加越能の町村図河北郡金津組高松村領内検地絵図

045 縦： 41 ×横： 139

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03728通し番号：

河北郡金津組高松村領の検地絵図である。この村の場合には、新規開発されたのは畑である。検地絵図は百

間を曲尺五寸で表現している。原図は彩色図である。領の境界も現されているから、村切りされた後に制作され

た絵図と考えてよい。検地にあたって、打ち縄を利用し、測量していった様子がよくわかる貴重な検地絵図であ

る。野道が畑一筆ごとの境界になっている様子もよくわかる。

K-0307

□ 分類： 加越能の町村図河北郡金津組白尾村領新開内検地絵図

046 縦： 41 ×横： 69

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03729通し番号：

前図（03728）に引き続き、河北郡金津組白尾村領の検地絵図である。この土地の場合も、請高畑とあるから、畑

が新規開発されたことが理解できよう。その場所を、天明六年に検地を行い、後に、文化年間に至って、二十五

石の新畑が開発されて、その分が検地をされたのである。原図は彩色図であるから一、目瞭然と思われる。だ

が、新規開発されたにしては、畑の部分に林のような書き込みも見られるから、開墾途中なのかもしれない。

K-0308
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◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 地誌図加賀国越中国能登国諸街道里数取調絵図金沢藩編

047 縦： 28 ×横： 20

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03730～03739通し番号：

03730は、 加賀・能登・越中三国の諸街道里数取り調べ絵図である。絵図は加賀国能美郡粟津村から始まって

いて、ここが大聖寺藩との境界であった。絵図では村と村との間の距離数が丁寧に記録されている。この絵図

は、一見すると絵図制作技術としては拙劣と思われるかもしれない。絵図が制作された目的が、金沢藩内にど

のような村があり、その村と村とはどれくらいの距離があるのかを確定したいということにある。そのために、ただ

線を引いただけのように見えるが、実際には、藩にとっては重要な絵図なのである。

03731は、前図（03730）に引き続く絵図である。金沢藩内は、ほとんど間道が描かれていないが、越中国になる

とかなり描かれるようになる。当時における北国街道から伸びる間道がよくわかる絵図である。越中では、伏木や

放生津などの日本海に面した村や町に通じる、地方における主要道路も、書き込まれている。かなり詳しい道路

絵図となっている。

03732は、前図（03731）に引き続く加賀・能登・越中三国の諸街道里程絵図である。制作されたのは近世と考え

られるが、この部分には、気になる表現が出てくる。富山から現在の岐阜県高山に抜ける道路に「高山縣支配

飛騨国」とあるからである。原図は近世に制作されたものだが、この絵図は明治以降に筆写されたものかもしれ

ない。町や村の名称を崩し字にしていないのは、あるいは、このためなのではないか。近世に「縣」と言う名称を

使用するのはおかしい

03733の絵図においては、越中国境川で金沢藩支配は終わり、隣は越後国になる。諸街道里程絵図は、ここま

で描かれている。前図（03732）に引き続く絵図である。本街道とあるのは、北国街道のことであろうか。枝街道と

いうのは、地方の主要道路とみられる。それぞれの村々から領境の村までの距離が、詳しく触れられている。本

街道から走る枝街道の記載も、越中国の場合にはかなり詳しくなる。

03734は、前図（03733）に引き続く絵図である。町の名称に「駅」という表現がよく出てくる。本絵図は加賀国河

北郡高松村より能登国へ入っている。能登国へ入って最初の村は羽咋郡中沼村である。今濱村、一宮村、今

濱川、川尻村、羽咋川などの河川も書き込まれている。このあたりは口能登と言われている地域である。

K-0409

□ 分類： 地誌図加賀国越中国能登国諸街道里数取調絵図金沢藩編

047 縦： 28 ×横： 20

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03730～03739通し番号：

本図（03735）も、前図（03734）に引き続く絵図である。能登は山がちの地域のためか、間道があまり描かれてい

ない。加賀藩は小さな村がたくさんあつたが、能登にいたってもその傾向はかわらなかった。それぞれの村々の

間の距離がかなり短い。一里とか二里も離れている所はきわめて稀である。少し大きな声で呼べば、隣村に聞こ

える感じである。

03736は、前図（03735）に引き続く能登国における諸街道里程絵図である。小さな村々がいくつも書き込まれて

いる様子は、これまでの諸街道里程絵図と変わりがないが、小さな村の中でも、いくつかの村は中核都市的な

性格をもっていたとみられ、田鶴濱村や大津村はそうした村のひとつであったらしい。ここでは川崎村と河崎村

は書き分けられている。

03737は、前図（03736）に引き続く諸街道里程絵図である。鹿島郡から鳳至郡に入ると、能登も奥能登に入った

という感じになる。鳳至郡に入ると、急に村の数の書き込みが増えてくる。小さな村がたくさんあったという証拠で

ある。ただ、街道が平野部を走っていないためか、川が書き込まれている所がほとんど見られなくなる。

03738は、前図（03737）に引き続く諸街道里程絵図である。鳳至郡から珠洲郡に入ると、能登も行き止まり という

感じである。この奥能登には珍しい村の名前がいくつも出てくる。例えば、狼煙村とか宮犬村、寺社村、恋路村

などがそれである。狼煙村などは、その昔に、烽火台でもあったのであろうか。宗玄村などは朝鮮半島との関係

を伺わせるような名称である。

03739は、前図（03738）に引き続く、諸街道里程絵図である。ここでは、内浦・外浦の往来里程が一覧表になっ

ている。「羽咋郡一宮村ヨリ鹿島郡二宮村マテ往来里数」は「四里十三丁五十七間五尺」となっている。そして

最後は「珠洲郡正院村ヨリ同郡寺家村マテ往来里数」が「三里二丁四十六間一尺」だったと記されている。ここ

での里程は、「一里が〈三十六丁〉で計算されていた」と、書き込まれている。

K-0409

ﾐ 12 ﾐ



近世絵図地図集成Ⅹ巻・解説

ー 27ー

◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 地誌図金沢より能登一周山川駅路之図

048 縦： 25 ×横： 19

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03740～03748通し番号：

03740は、「金沢ヨリ能登一周山川駅路之図」である。本絵図は、前図の諸街道里程絵図とは違って、神社や松

林などの書き込みもある。また、「公辺桃林数万本有」とかの書き込みもあり、観光絵図という趣がある。「塩カマ

多く」ともあり、塩田があつたらしい様子もわかる。藩が制作した藩のための絵図というよりは、藩が制作したとし

ても、一般民衆向けの絵図であったと考えられる。

03741は、前図（03740）に引き続く絵図である。羽咋の一宮には気多大社があり、ここには宝物として、源頼朝の

太刀と、梶原とあるから、梶原景時かと思われるが、彼の所蔵の太刀があるという。また、高徳院という、秀吉の

関係者の名前があったり、松戸村の所には、村成立の伝承も書き込まれている。生神村には、安産にご利益の

ある岩があったともある。今日で言うブル－・ガイトといった絵図である。

03742は、前図（03741）に引き続く絵図である。前濱村には関野崎という所があり、その昔、源義経が頼朝に追

われて奥州へ逃げる時に籠った岩がある、との書き込みがある。池田村の付近には鳳至郡の真宗の触頭格の

本誓寺がある。和田村の所には「和田ヨリ皆同村迄ノ道  山越ニテ甚難所」とあり、旅が難行苦行の場所もあつ

たことを知らせてくれる。旅人にとっては実に身につまされる記述であったろう。

03743は、前図（03742）に引き続く絵図である。大沢村には、「足利尊氏の書簡と、織田信長の書状を持ってい

る者がある」と、ある。輪島の海士は、江戸時代から既に有名であったらしく、輪島の箇所には、「海士」と書き込

まれている。輪島には、藩の郡奉行の出張所と蔵、武具蔵があった。輪島から先は、海岸線を道路が走ってい

たため、小石原で、歩行には難所だったようである。時国村より先には、そのような難所があちこちにあったらし

い。「通行危き所」と、ある。また、「山道は嶮岨で、馬が足を折るようなこともある難所である」と、書き込まれてい

る。

03744は、前図（03743）に引き続く絵図である。ここからは、鳳至郡から珠洲郡に入る村々が中心に描かれてい

る。ここでも、街道には坂があって「道筋悪敷き」とか「海岸道難処之有」とかの書き込みが、あちこちに見られ

る。また、白山を開いたとされる泰澄大師の衣を持っている家があったり、「狼煙村には唐鏡を持っている家があ

る」ともある。山姥の掛け物がある家もあったらしい。絵図そのものの出来栄えは、それほど素晴らしいとは言い

難いが、書き込みが大変に重要である。

03745は、前図に引き続く絵図である。江戸時代の旅は、街道がよく整備されていなかったから、特に地方道の

場合は、「難処」が多かった。能登の場合には、道路が海沿いを走っていたので、「難処」が余計に多くなったと

見られる。そのような書き込みが、本絵図にはよく見られる。また、城跡の記録はかなり詳しい。近世に城跡と描

かれるのであるから、おそらく、中世の山城の跡と考えられる。

03746には、「能登の旅では、海岸線を走っていた街道に、〈難処〉が多かったために、所どころでは天気次第

で、船による旅が可能だった」と、書き込まれている。前図（03745）に引き続く絵図で、鳳至郡と鹿島郡の郡境が

書き込まれている。能登半島を右回りに回るか、左回りで回るかの、違いである。鹿島郡の村々の事跡の記録

は、かなり詳細である。

K-0411

□ 分類： 地誌図金沢より能登一周山川駅路之図

048 縦： 25 ×横： 19

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03740～03748通し番号：

03747には、現在でも、能登半島は風光明媚な所が多く、江戸時代でも、同じだったとみえて、いくつかの所に、

「風景宜敷所ニ候」という書き込みが見られる。このような書き込みを読むと、少しほっとする。また、城跡や寺社

だけてなく、「天狗の爪岩」とかの岩に関する名所の記述も、いくつか見られる。前図（03746）に引き続く絵図で

ある。ここには、能登での炭焼きの記述が見られない。

03748の地図に記載されている石動山周辺は、能登の一大文化圏を形成していた時代があったからであろう

か、城跡や塚の記述が多く見られる。水白村には、「鍋塚」という首塚の伝承を持った塚が書き込まれている。ま

た、崇神天皇の子の伝承のある親王塚も、小田中村に存在している。前図に引き続く絵図（03747）で、ここで絵

図は鹿島郡から羽咋郡に戻って来た。金沢の北方の地域である。ここまで来れば、金沢へはあと一歩である。

K-0411

ﾐ 13 ﾐ



ー 28ー

◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 地誌図山中行記

049 縦： 24 ×横： 18

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03749～03764通し番号：

03749は道中図である。ここからは、前の絵図とは違う道中図になる。金沢城下の野町にあった一里塚より野々

市までの道中絵図である。本絵図は絵図制作の技術レヴェルも高く、街道筋の風景もかなり詳しく書き込まれて

いて、今日のジオラマをみるような感じを受ける。専門の絵師の手になる道中図であろうか。小さな川にかけられ

た橋も丁寧に描かれている。

本絵図（03750）は、金沢より南へ向かって行く道中絵図となっている。加賀平野も、南へ向かうと、東側は山が

連なっている。本絵図をみていると、昔の人達も、今と変わらないような風景を見ていたことになる。ときたま「道

番」が描かれていて、これは街道警備の番人の家のことであろうか。イナリ村周辺は、橋が距離の基準になり、橋

から橋までの距離が丁寧に書き込まれている。

03751の絵図では、野々市から松任に入る。野々市から松任まで、道程一里七丁とある。松任の入口に描かれ

ている塚は、一里塚であろうか。塚の上に木が植えられている様子がわかる。松任の町の中にある水溜は、火

災の用心のための水溜めと考えられる。この絵図では神社仏閣の存在している様子はわかるが、肝心の名称の

記載が乏しく、大変に情報量が少ない。

03752は、前図（03751）に引き続く絵図である。松任の町を過ぎて、街道は農村の中を走っている様子がわかる

絵図である。ここでは、所どころに森が描かれているが、具体的な名称はほとんど記載されていない。ここにも道

番が描かれていて、常に二戸描かれている。実際にはもっと戸数があるのだが、小戸数の意味で二戸しか描い

ていないのか、あるいは、本当に二戸しかなかったのか、その辺がもうひとつよくわからない。

03753の絵図では白山のよくみえる地域へとやってきたことが理解できる。水嶋駅の先には手取川が描かれてい

る。ここには漢詩が書き込まれていて、「一杯の酒が有休の旅を促す」といった内容の記述である。能登半島を

走る街道の川には、橋がみられない所が多かったが、本絵図では、川には橋が殆ど架けられていて、「徒渡り」

という記述は無い。道路がかなり整備されていたとみられる。

03754は、前図（03753）に引き続く絵図である。湊に近づくと、いろいろな書き込み急にが増える。この絵図に

限っては、情報量も大変に多い。大河川の描き方や村々の家並みなど、絵図製作技術の上からも大変に貴重

なものである。かなり精巧に描かれている。湊には船の渡しがあつた。ここにはやはり漢詩の書き込みがあり、こ

の河川を、中国の「長江」になぞらえている。東任田村にも道番が描かれているが、やはり二戸だけしか描かれ

ていない。

03755の絵図では、寺井駅から小松の城下にまで来たことがみてとれる。湊ではかなり書き込みが見られたが、

また絵図は、情報量のない物になってしまつた。永野田村の近くにあるのは一里塚と見られるが、その近くの道

番に街道警備の役割があったとすれば、この一里塚の管理も担当していたと見られる。道番は藤内の役割であ

つたのか。加賀藩は藩内の各村々に一戸くらいの藤内を配置していた。

03756の絵図は、小松城下に入った所である。ここには、「小松八景」が書き込まれている。「白山の新雪」や「那

谷寺の晩鐘」「安宅港の帰帆船」「日末の夕日」「浅井の落雁」「今江の晴嵐」「篠原の夜の雨」「三湖臺の秋月」

がそれらである。文化文政時代は、江戸時代でも、バブル景気であったと言われているから、このような風流を

好む人達も沢山いたのであろう。各地で「○○八景」といった名所作りが行われたのは、この時期のことである。

K-0412

ﾐ 14 ﾐ



近世絵図地図集成Ⅹ巻・解説

ー 29ー

◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 地誌図山中行記

049 縦： 24 ×横： 18

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03749～03764通し番号：

「小松の城下を過ぎると、街道の両端は深い松林だった」と、03757の絵図には書き込まれている。日本海からの

風が強かったのであろう。潟も描かれている。今江潟である。金沢周辺は蓮根の産地であるが、この頃はどうで

あったのか。書き込みはない。この絵図は観光案内としてはよく出来ている。今江村の先が金沢藩と大聖寺藩

の境である。03758は、前図（03757）に引き続く絵図である。月津駅の所では「扇松」が描かれている。そこには

「此の松は枯れ果てて跡なし。文化十年四月には枯れ朽ちていたが扇形の趣あり。今はその在処だに知る者な

し」と、書き込まれている。名物松だったのであろう。文化十年といえば1813年である。月津村は、少し大きな宿

場であったらしい 03759の絵図では、月津村を過ぎると一里塚らしき塚があるが、一里塚の上に植えられていた

木は「ない」と書き込まれている。主要五街道の一里塚も、作ってから100年後くらいになると、かなり荒廃してい

たというから、木がなくなっていることもありえない話ではない。一里塚と思われる塚の所には「此の辺風景美也」

とある。毛谷村の所にも「風景ヨシ」の書き込みが見られる。

03760の絵図には、カジ村を過ぎると、「コレヨリ左右並木ナシ」という書き込みがみられる。わざわざこのような書

き込みをするところを見ると、街道に沿って並木のないのが、異常事態らしい。そして、このカジ村辺からは、街

道の道幅も「五六尺」だという。150センチメートルから180センチメートルくらいの道幅になる。丁度一間幅とみた

らよいのか。このような書き込みがあると、当時の様子が伺われ、史料的にも価値がある。

03761は、山代温泉についた所の絵図である。この当時、山代温泉は総家数が160件ばかりあったと書き込まれ

ている。山代温泉に湯持ちが19軒あり、新屋に湯本があつた。山代温泉は、この頃でも、既に小さな町の様だっ

た。このような温泉に湯治にでかける人々もよくあったのであろう。このような絵図が制作される根拠は、そのよう

な人の移動がなければ、絵図は必要とされないからである。人の移動があれば、街道筋の名所旧跡の書き込み

も必要があったわけである。

03762は、山代温泉を出て、山中温泉へ向かう途中の道中図である。山代温泉からの道中の街道は、かなりの

山道を走っている。途中には目標になるような史跡も村もなかったらしく、書き込みがない。わずかに「日天茶

屋」があるだけである。その茶屋もあまり大きな戸数ではなかったようである。

03763の絵図では、山中温泉に近くなると、急に史跡や名所、村が、あちこちに書き込まれるようになる。山中温

泉の周辺は、その昔から、かなりの賑いをみせていたようである。「桂清水」という場所には、滝らしき流れと「桂

木也  七種ノヤドリ木」の書き込みがある。山代温泉から山中温泉までの距離は「一里十八丁斗」とある。山中温

泉は山代温泉と違って、かなり大きな温泉だったらしい。温泉宿の数は山中温泉の比ではない。絵図はここで

山中温泉を細かく描いている。

03764の最後の絵図は、山中温泉を出た後の山並みを描いている。ここには、「山中十景」の書き込みがある。

「医王の林花」「啼猿」「黒谷城跡」「桂清水の螢」「霜橋」「湯家煙雨」「高瀬漁り火」「大岩紅葉」「道明秋月」「不

地釈雪」が、十景として挙げられている。山中温泉から奥へ入った所には、芭蕉塚も描かれている。絵図は、ここ

で終わっている。

K-0412

□ 分類： 地誌図加越能里程略絵図

050 縦： 40 ×横： 56

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03765通し番号：

加賀・能登・越中国の国絵図である。主な街道と宿場、主な河川、潟、大寺社、丘陵、湊などが要領よく書き込

まれている。本絵図を見ていると、「その昔、富山の薬売り、は雪が降らないうちに、信州や飛騨へ立山を歩いて

越えた」と、言われている。その証拠となる山道が書き込まれている。「現在の能登半島の先端から輪島まで海

上十四里、丹後の三崎まで七十里」と、ある。いくつかの湊と湊の間の距離も書き込まれている。

K-0413

ﾐ 15 ﾐ
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◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 地誌図加賀越中境諸城里程図

051 縦： 35 ×横： 47

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03766通し番号：

前田家が加賀に入り込む以前に、加賀平野を支配していた、佐々成政方の城の配置図とみられる絵図である。

桐山城、朝日山城、中尾山城などが描かれている。その他、成政方の有力武将の配置についても描かれてい

る。城と館との距離も書き込まれているから、城攻めの作戦を立てるためにも利用できそうな絵図である。K-0414

□ 分類： 地誌図鶴来往来附近之図

052 縦： 24 ×横： 36

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03767通し番号：

現在の金沢の南から野々市付近にかけての地域の、近世の村々の配置図とみられる。ただ基準となるような題

字や書き込みもないから、どのような目的のもとに作成された絵図なのかは、詳らかではない。絵図としての出来

栄えもあまり良いとは言えない。村の中の小字を記した見取り図のような技法である。一里とかの距離が描かれ

ているのは、たぶん、村と村との間の距離と考えられる。寺地には何の記載もない。近世には除地だったからで

あろうか。

K-0415

□ 分類： 地誌図御廻道那谷寺等御道筋の図

053 縦： 12 ×横： 25

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03768通し番号：

大聖寺より松任までの、城主の道中図である。大聖寺より山中・山代・那谷などを経て、その日は小松へ宿泊し

た。翌日は小松を出て、梅林院・安宅・濱を経て松任へ着いて宿泊。途中に「御腰掛所」も書き込まれている。

宿場と宿場のおよその到着時刻も記されている  もう半分の一図は、那谷宿から金沢までの距離数および宿泊

処を記載している。宿泊処の主人と思われるような人物の名前も記されている。この絵図を見ると、松任から金

沢までは、宿泊せずに、途中で休憩をはさむだけの行程であったことが窺い知れる。

K-0416

□ 分類： 地誌図御廻道筋見取絵図

054 縦： 35 ×横： 68

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03769通し番号：

小松城下の御廻道筋の見取り図である。原図は彩色図と思われる。町や村、古城、旧跡、神社、御林などが色

分けされているとみられる。小松城下の南側には、大きな潟がいくつか書き込まれている。今江潟や木場潟であ

る。安宅から北の湊に向かう地域には濱村が広がっていて、ここには「釜屋」がいくつもあつたようである。10軒

の釜屋が描かれている。

K-0417

ﾐ 16 ﾐ



近世絵図地図集成Ⅹ巻・解説

ー 31ー

◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 地誌図御廻道筋手絵図

055 縦： 12 ×横： 19

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03770～03776通し番号：

03770は、「御廻道筋手絵図」である。絵図では、町と村、宿場、御通行道、脇道、橋、山、城跡、海川、御鷹場

御高札、御蔵所、神社、寺、御宿所、御中休み所、御小休止所、御腰掛所、御高札、御台場、一里塚が色分け

されているとみられる。またここに挙げた場所や道路などは、今日の地形図に見られる地図記号とのと同様の記

号である。安政五年制作の絵図である。

03771は、前図に引き続く絵図である。図は湊町から始まっている。手取り川には船橋がかかっていたようだ。湊

町から本吉を経て鹿嶋村、石立村へ入っている。それぞれの村には家数も書き込まれているから、村書上帳の

役割もしている。石高も記載されている。各地に先に触れた記号が書き込まれている。この絵図は一冊でいろん

な役割を果たしていて、大変に便利である。他国から侵略される心配がほとんどなかった時代だからこそ、制作

できた絵図と言えよう。

03772は、前図（03771）に引き続く絵図である。笠間村から宮保村までの絵図である。宮保村は高千四十五石、

宮保村は高三千三百八十石だから、かなりの石高の村だった様子がわかる。笠間村の笠間神社の参道には、

木立が描かれている。絵図には細かい用水も描かれている。用水には小さな橋がかけられていた。

03773は、前図（03772）に引き続く絵図である。村井村を過ぎて松任へ入る絵図である。村井村は高千九百四

石五斗とある。家は百五軒だった。松任には作食蔵跡、古城、一里塚なども描かれている。当時、家数は三百

七十二軒、石高は二千百六石五斗七合だった。松任には鷹場の札や天満宮も描かれている。宿泊処にもなっ

ていたから、松任はかなりの賑いをみせていたと推察される。

03774は、松任から徳丸村、番匠垣内村、田尻村領までの絵図である。前図（03773）に引き続く絵図である。こ

こに描かれている村々は、徳丸村が三十八軒、柳町村が十一軒、蓮花寺村が十二軒など小さな村が目立つ。

番匠垣内村は三十六軒だった。この部分には神社は描かれているが、寺はない。それにしても用水濠はすさま

じく頻繁に描かれている。

03775の絵図では、田尻村から野々市村、西泉村までが描かれている。前図（03774）に引き続く絵図である。

野々市村領と三日市村領には領境の松の木が描かれている。このあたりは村がいくつもあつたらしく描かれて

いる。野々市村は、石高が三千三百九十二石余、家数は二百九十五軒あった。御高札と一里塚は、富樫庄・矢

作村にあつた。西泉領横川村に御鷹場の高札があつた。

03776の絵図は、有松町で終わりになっている。有松村は、石高が五百五石五斗、家数は四十四軒だった。有

松村の隣の泉村は、家数が九十七軒、石高が千三百三十八石一斗余。有松は絵図には町とあるが、実際は小

さな村だった。中継地として重要だったから、大きく描かれているらしい。ここまでが安政五年制作の絵図であ

る。

K-0421

□ 分類： 地誌図御巡見御道筋手絵図

056 縦： 9 ×横： 19

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03777～03779通し番号：

本絵図（03777）も、安政五年制作にかかる手書きの絵図である。「御巡見筋手絵図」とある。原図は彩色図と思

われる。絵図制作の記号として、町建、村建、御巡見御道筋家建、御巡見道、脇道、御小休所、御腰掛所、御

蔵所、寺庵、神社、古城跡、海・潟・川、山、が書き込まれている。本絵図もやはり、那谷村から始まっている。た

だ、前図（055）に比較すると、大変に丁寧な作図である。前図（055）は道路は一本に線をひいただけで、その周

辺には何の書き込みもないが、本図には山々の立ち木などが書き込まれている。街道筋の並木も描かれている

など、工夫の跡もみられる。

03778は、前図（03777）に引き続く絵図である。木場潟が大きく描かれている。ここには串茶屋の遊廓も今江潟

の淵に描かれている。本絵図では街道筋の並木、村々の家並み、あちこちにあった松林、神社などが手に取る

ようにわかる描き方になつているという特徴がある。歌舞伎の勧進帳の舞台となった安宅の関があったとされる

安宅の町は、家数が三百五十九軒あつたと記録されている。かなり大きな町だった様子がわかる。

03779は、前図（03778）に引き続く絵図である。安宅の町を出た街道は、湊までで止まっている。安宅から湊ま

での間の村々は、山口釜屋村から始まって、釜屋村が10ケ村続く。この湊は中世にはかなり大きな湊であった

のだが、現在では、位置が定かではなくなっている。近くを流れる河川の流域が変わったためである。本絵図で

も湊に添って河川が描かれている。絵図はここで終わっている。

K-0422

ﾐ 17 ﾐ
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◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 地誌図加州能州海岸村々海立丁間等見取絵図石川郡海岸村々村建見取絵図

057 縦： 29 ×横： 354

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03780～03782通し番号：

03780は、「石川郡海岸村々村建見取之図」である。嘉永二年の制作の絵図とある。原図では領境、海川、道、

垣内の四種が色分けされていたとみられる。見取り図であるから、絵図制作は技術的にはそれほど高いとは言

えない。本図の特徴は、海上の距離が書き込まれている点である。海岸沿いの村々から、海に向かって距離数

が入っている。村と村との間の距離数は、他の絵図との違いはない。

03781は、前図（03780）に引き続く絵図である。本図の大きな特徴は、「番家」と「垣内」がいたるところに描かれ

ている点である。番家は海岸線に添って描かれているから、海上の変化についての監視所と考えられる。垣内

はやや内陸に描かれているから、これは街道筋の監視が役割の配置であったと考えられる。ここに配置された

人達が非人であつたかどうかは、詳らかではない。

03782は、前図（03781）に引き続く絵図である。加賀国の絵図地図には、渡し舟が描かれている例は稀である

が、本絵図には、宮越村の所に描かれている。海岸線は松林らしい森が描かれている。御旅屋も一ケ処描かれ

ていて、この御旅屋は、高層建築物だったらしい。また、黒津にある神社も平屋建てには描かれていない。その

ような書き分けがなされている。

K-0613

□ 分類： 地誌図加州能州海岸村々海立丁間等見取絵図河北郡金津組海岸村々村建見取

058 縦： 29 ×横： 120

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03783通し番号：

「河北郡金津組海岸村々村建見取絵図」である。制作年は記載がない。前図（057）よりは描き方が簡略である。

河川も山々も、領境などの記載もない。濱から海に向かって距離数が描かれている点は前図（057）と変わりがな

い。家並みや街道筋の並木なども描かれていない。本絵図に描かれている村々は、ほとんどが「無高所」であっ

た。

K-0614

□ 分類： 地誌図加州能州海岸村々海立丁間等見取絵図羽咋郡海岸村々村建見取絵図

059 縦： 29 ×横： 237

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03784～03785通し番号：

03784は、「羽咋郡海岸村々村建等見取絵図」である。本絵図では道路と領境の記号しか記載されていない。

海岸線から海に向かっての距離数は、それぞれの村々から線が延びている。海に流れ込む河川も描かれてい

る。しかし、家並みや寺社、橋の記載もなく、陸地部分は大変に簡略である。陸地から海に向かって描かれる距

離線のみがよく目立つ絵図になっている。

03785は、前図（03784）に引き続く絵図である。陸地から海に向かっての距離線がよく目立つ描き方である所か

ら考えて、海岸線からの距離を測量するのが、目的のひとつであつた絵図かもしれない。陸地の描き方は大変

に簡略である。家並みとか並木の記載もない。

K-0615
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近世絵図地図集成Ⅹ巻・解説
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◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 地誌図加州能州海岸村々海立丁間等見取絵図鹿島郡海岸村々村建見取絵図

060 縦： 29 ×横： 411

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03786～03788通し番号：

03786は、「鹿島郡海岸村々村達等見取絵図」である。前図（059）と同様に、陸地に関する記載は簡略である。

原図では、海と道路、村境の記号しか記載されていない。海岸線に添った地域にどのような村々があつたのか、

一目瞭然になる絵図であるが、村々の規模がわからないから、海防上で重要な村々を記載した絵図というわけ

ではなさそうである。本絵図には、大小のいくつかの島も描かれている。

03787の前半分は、前図（03786）に引き続く絵図である。押水組中沼村から始まった本図は、大野木村で終

わっている。続く絵図は、同鹿島郡の島々のうちの村々の村建て見取り絵図である。海上に浮かぶ島々が岩礁

のように描かれている。小さな島である。本絵図も、村境は●で示されているようである。岬もいくつか書き込まれ

ているが、半島であるのか、島であるのか、区別のつかない描き方になつている。

03788は、前図（03787）のうち、後半部の島々の村々の村建て見取り図の続きである。絵図はここで終わってい

る。通り村から始まっている。本図には別所村が一か所出てくる。別所村は被差別部落であったという説もあっ

たが、別所村は、本村から遠く離れた村という意味でも使用されている。本図でもかなり遠隔地に書き込まれて

いる。また別所村は、寺社で正式に神官や僧侶になれない者達が修業した場所でもあつた。

K-0616

□ 分類： 地誌図加州能州海岸村々海立丁間等見取絵図鳳至珠洲両御郡海岸村々海立丁

061 縦： 29 ×横： 683

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03789～03793通し番号：

03789は、「鳳至・珠洲両御郡海岸村々海立丁間等見取絵図」である。嘉永三年調理とある。絵図は羽咋郡富

木組前濱村から始まっている。絵図の制作技術は、前図（060）と同じような方法である。村々の属していた組の

名称はかなり詳しい。本図の大きな特徴でもある。本図には河川も書き込まれているから、一定の地形も推測で

きる。ただし海岸線の描き方は単調である。

03790は、前図（03789）に引き続く絵図である。村と村の境は●で表現されていて、記号が小さく、うっかりすると

見落としがちである。海に向かっての距離数を示す線は、かなり目立つように描かれている。ここでは岬がいくつ

か描かれている。ただ、すべての岬の名称が描かれているわけではなさそうである。

03791は、前図（03790）に引き続く絵図である。狼煙新村の所には「遠見番所」が描かれている。番所は御堂を

利用していたとみられる。遠見番所は他郡の絵図にもみられない。実際になかったのか、それとも、あったが書

き込まれなかったのか、実際には不明である。江戸時代には、日本海側の漁村民のある者は、朝鮮半島まで出

掛けていって、海賊行為をしていたとも言われている。

03792は、前図（03791）に引き続く絵図である。海岸線が次第に深くなって行く様子がわかる絵図である。村と村

との境が●で表現されているのは、前図と変わりがない。本図には特筆すべきような記号や書き込みもなく、た

だ淡々と、村から村への行程を描いている。本図には七海村までが描かれている。

03793は、前図（03792）に引き続く絵図である。絵図は横見村で終わっている。海に延びている距離線は、測量

線のような線も描かれていないから、海岸線からの距離を、主として測っていたものとみられる。

K-0617

□ 分類： 地誌図浜村御腰掛所ヨリ遠近之山見取図

062 縦： 18 ×横： 94

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03794通し番号：

「濱村御腰掛所ヨリ遠近之見取図磁石三百六十度」と書き込みがある絵図である。安政五年の制作図になるも

のらしい。「小塩崎申九度」との書き込みから絵図は始まっている。「大日山午十度」「白山巳三度」「医王山卯七

度」とある。濱村の腰掛け所は日本海に添っていた。それぞれの目標物を、磁石で方位を測り、それを記録した

ものである。測量に磁石が使用されていたことがわかる絵図である。

K-0623
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◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 地誌図白山遊覧図記

063 縦： 27 ×横： 20

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03795～03807通し番号：

03795は、 『白山遊覧図記』である。一枚物ではなく、冊子形式になつている。白山周辺の村々の絵図である。

尾添村の所では、崖地と村人の家々が描かれている。家は、藁葺きか茅葺きだったと見られる。別の所には、出

小屋、同行坂、猿鼻などが書き込まれている。遠近を現す表現として雲を書き込んでいて、絵図というよりは絵

画である。見ていても地形がよくわかる技法になっている。

03796は、前図（03795）に引き続く絵図である。旅人らしい四人が「壺水」と書き込まれた水辺に集まっている。

着ている物から判断すると、修経者か行者とみられる。次の所には、六地蔵と千歳谷、寳蔵岩が描かれている。

六地蔵の間には点線が描かれていて、人が歩ける部分を示している。『白山遊覧図記巻之八』は緑碧池が描か

れている所で終わっている。緑碧池はかなり大きな池として描かれている。

03797は、『白山遊覧図記巻之九上』である。絵図というよりは絵画である。最初の所には雌渓東岸の山並み、

金鉱山の所には、霊瀑布が描かれている。これらの絵画にみられるように、白山周辺の山々は、かなり深い山

で、険しい谷がいたる所にあったようである。山岳信仰の霊山として有名であった白山の名前が、このような絵画

からも裏付けられる。文字による書き込みがまったくといえるほどにみられないから、どの辺りの様子を描いてい

るのか、判断の材料に乏しい嫌いがある。当時の人達には、これで充分であったのであろうか。

03798は、前図（03797）に引き続く絵画である。相も変わらず文字情報はほとんどない。柳谷と記載された谷に

は、その名前の通り、大きな柳が何本も描かれている。冑谷や登理邉尾、黄柏原、龍谷渓などは、かなりの崖

地、谷として描かれている。人跡未踏という感じが絵画から伝わってくる。人を寄せつけない深山幽谷だからこ

そ、修験者の間では有名になっていたのであろう。樹木もほとんど見られない。

03799は、前図（03798）に引き続く絵画である。焼尾、瓶坪、貉原、太伊杤宇阿羅之などが描かれている。いず

れの絵画も、深山幽谷という感じである。貉原に来てやっと土地が低くなってきたという感じで、描かれている。

絵画には多少の誇張も含まれているだろうが、それにしても、白山周辺はかなりの渓谷である。樹木というものが

描かれていない。

03800は、前図（03799）に引き続く絵図である。不可谷、橋場尾、融婆阪、曾利久羅などが描かれていて、ここに

来て、やっと崖地に樹木が見え始める。大坪には畑らしき所が描かれている。融婆阪にも畑らしき所がある。た

だ、樹木が描かれているとはいえ、それらはみな一本の大木であって、森林としては描かれていない。岩場ばか

りが目立つ絵画である。

03801は、前図（03800）に引き続く絵画である。於利原、勘三郎、蝦蟇窪、荒谷村などが描かれている。勘三郎

には畑らしき所が描かれている。しかし、森林はないようだ。蝦蟇窪には何か動物らしき物が描かれている。荒

谷村は何軒か家並みが描かれていて、その立地条件は崖地であるようだ。平地というわけではない。何れの絵

画にも、下の部分に川らしき波が描かれているが、これは手取川であろうか。

K-0629
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◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 地誌図白山遊覧図記

063 縦： 27 ×横： 20

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03795～03807通し番号：

03802は、前図（03801）に引き続く絵画である。天師栗山、文明洞、大原、里与曾武などが描かれている。天師

栗山、文明洞などには、岩場に大きな立ち木がたくさんあったらしい。大原には畑らしき所も描かれている。明治

以前の絵画は、雲を描いて遠近感を表現した。ここに描かれている絵画は、みな、その手法を使っている。樹木

も、針葉樹らしき木、落葉高木らしき木と書き分けられている。

03803は、前図（03802）に引き続く絵画である。古射瀑布、判留石間、一厳洞、龍頭山などの山々が描かれてい

る。それぞれ、かなりの深山として描かれている。いくつかの所には滝もあったらしく、ここには二本が描かれて

いる。一厳洞では、三人の修験者らしき人物が描かれていて、座禅を組んでいるように見える。修業の場であっ

たのか。霊山には、このような場所が必ずあるものである。白山周辺にはどれくらい存在したのか。岩場にもたい

てい湧水があるから、飲み水には困らなかったはずである。

03804は、前図（03803）に引き続く絵画である。坂屋櫨跡、越渓、大雪橋などが描かれている。坂屋櫨跡の樹木

は上に伸びていて、越渓の樹木は、斜めに描かれている。険しい岩場にしっかりと根を張っている姿である。大

雪橋で菅笠をかぶった人間が描かれている。背中に何か荷物を背負っているように見える。しかし、道路はそれ

ほど平坦とは見られない描き方である。遊覧図の巻九下はここで終わっている。

03805は、『白山遊覧図記巻之十』である。白山周辺の山々の険しい岩場が描かれている。加寳洞の絵画には、

山村の民家が、十軒ほど描かれている。民家の手前の岩場には、山道が描かれている。この民家の周辺は、落

葉高木がかなり生い繁っていたようである。針葉樹林は少ない。山を所有していれば、1960年頃までは「山大

尽」として楽に生活していけた。この絵画に描かれた頃の山村も、決して生活は貧しくはなかったと考えられる。

03806は、前図（03805）に引き続く絵画である。『白山遊覧図記』は同じ作者の筆によるものと見られる。技法が

同じなのである。崖地や岩場、河川の描き方、樹木の表現が、巻九と同じなのである。ここには、市右衛門谷、

孫右衛門谷などの人物名が記された谷が描かれている。六人小屋場もある。特定の人間によって開かれたこと

を示すのであろうか。あるいは、その場所に関係のある人物の名前であろうか。かなりの岩場にも、登山道らしき

道、つり橋なども描かれている。

03807は、前図（03806）に引き続く絵画である。描かれている岩場は、どこも大変に険しそうだ。この場面には樹

木がほとんど描かれていない。「羅漢壁」と記された壁には、磨崖仏の顔らしき姿が描かれている。瀑布渓と記さ

れた山奥には、遠く、滝が描かれている。『白山遊覧図記』の十は志牟乃渓で終わっている。『白山遊覧図記』

は白山全体が大変な深山幽谷の霊場であつたらしい様子を描き出している。

K-0629

□ 分類： 地誌図加賀国白嶺之図

064 縦： 45 ×横： 69

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03808通し番号：

阿弥陀来迎図の一種か。一枚の刷り物である。阿弥陀仏が天空から地上へ降りてきている所である。絵画の下

の部分には白山神人の文字も見える。この絵画は、白山神社がまだ白山寺と名のっていた時代の刷り物と考え

られる。一山にいろんな御堂や坂、嶽が連なっている。加賀室、大坂、長坂などの書き込みもある。御内陣まで

の距離はかなりあるようである。金剱宮も見える。

K-0704
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◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 地誌図白山史図解譜

065 縦： 26 ×横： 19

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03809～03812通し番号：

03809には、「白山史図解譜」という題箋が付けられている。冊子形式の絵図地図である。先に見た遊覧図とは

違って、各村々の図解と、その解説が付されている。金剱宮、鶴来村、白山村、木滑村などが描かれている。長

吏という書き込みもみられる。鶴来村は白山本宮の門前町であった。白山村には白山神社が大きく描かれてい

る。この図は表参道からみた白山神社の拝殿である。今日の神殿配置と変わりがない。弖儀彌橋の所には説明

文が書き込まれている。ここにある「土人」というのは、よく差別語と言われていたが、そうではなく、実際には、

「地元の人」という意味で使用されてきている言葉である。「土産」と書いて「みやげ」と読むのと同じである。その

地域でしか取れないから「土産」なのである。

03810は、前図（03809）に引き続く絵図地図である。「白山の麓には山村が18あった」と、説明文にはある。その

うち、尾添村は一番の大村であったらしく、百余戸あったという。ここには、猫嶋と同行坂も描かれている。村々

には、畑らしき場所も描かれている。山村における生活道路や小川、木の橋らしき物も描かれている。霊峰白山

はその昔、泰澄大師が開いたことで知られている。「白山神社には十一面観音が祀られている」ともある。

03811は、前図（03810）に引き続いての絵画である。都煩能水（ツボノミズ）、龍馬調場図、緑碧池之図、千歳谷

之図などが触れられている。都煩能水には、次のような説明が付けられている。「この水は一滴も外へ流れ出

ず。その謂れは、加賀大乗寺の白山水と俗に唱えるは此のことなり。土中を大乗寺へ通う。それ故、外へ流れ出

ず」などとある。旅人らしい三人が水辺に集まっている所が描かれている。

03812は、前図（03811）に引き続く絵画である。「寳蔵」の文字がみえる。本図はここで終わりになっている。山は

険しく、登山道らしき点線も描かれている。岩場には樹木が一本も描かれていない風景が続いている。

K-0712

□ 分類： 地誌図倶利伽羅図

066 縦： 24 ×横： 70

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03813通し番号：

倶利伽羅峠の絵図である。北方の津幡から竹橋を過ぎて、倶利伽羅峠を越えると、越中に出る。山々の間を走

る街道と、峠がどのような場所にあるのかが、絵図で示されている。倶利伽羅峠が有名になったのは、源義仲が

寿永二年、この峠で、平家方の平維盛の大軍を打ち破って上洛した故事によっている。義仲は木曽の山中に

育ったが、生まれたのは、現在の埼玉県鴻巣市の被差別部落と言われているＮ家であったという伝承がある。

K-0427

分類：［日本輿地圖］第130舗 能登國地圖
筆者：森幸安（森謹齋）067
所蔵機関：國立公文書館

03814～03815通し番号：

03814は、能登の国絵図である。ただし、ここでは、鳳至郡と珠洲郡という、いわゆる、奥能登が描かれている。

海岸線の入江や河川、山並みが詳しく描かれている。海上に点在する島々もよく描かれている。岬や点在する

湊町もよくわかるようになっている。曹洞宗総持寺はかなり大きかったらしく、国絵図にも、かなりはつきりと書き

込まれている。

03815は、前図（03814）に引き続く能登の国絵図である。こちらは、羽咋郡や鹿島郡という、いわゆる、口能登と

言われる地域が主体である。本絵図は宝暦二年制作になるものである。製作者は森幸安である。羽咋郡にはか

なりの数の潟があったらしい。山並みと潟や河川は色分けされていたと考えられるから、原図では、能登半島の

当時の様子が、もっと視覚的に理解できるであろう。絵図は今日の能登半島の姿とほとんど変わりがなく描かれ

ている。

C-0154(088)
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◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 能登国図能登図

068 縦： 49 ×横： 54

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03816～03817通し番号：

03816は、能登半島の国絵図である。本絵図は前図（067）とは違って、山並みはほとんど描かれていない。しか

し、半島内に存在する村々の名称は実に詳しい。やはり、絵図には制作された時期や目的にしたがって、いろ

んな特徴がある。そのために、一枚物の絵図地図であっても、軽視できない。能登のいくつかの湊には、常夜灯

が設置されていた。他の絵図地図にはそのような記載はなかったが、本絵図にはその記載がある。

03817は、前図（03816）に引き続く能登半島の国絵図である。「安政二年に写された」と、奥書がある。輪島や宇

出津は能登では大きな湊町であったようである。この国絵図を見ていると、蛸島も含めて、地名については、現

在とほとんど変化がなさそうである。半島における常夜灯は、外海に向かって設置されていたらしく、内陸の越

中側の海岸線には書き込みが見られない。

K-0151

□ 分類： 能登国図能登一州之全図

069 縦： 53 ×横： 100

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03818～03819通し番号：

03818は、 能登の国絵図である。ただし、絵図製作技術としては、お粗末である。これは本絵図が郡名と、その

郡内の村々の石高や、村の数の把握が目的で制作されたためであると考えられる。羽咋郡は「村数が二百十

二、鹿島郡は村数が百七十二、鳳至郡は村数が三百十二、珠洲郡は村数が九十七」と記録されている。「穴水

は郷名、富来は地頭町なり」との書き込みがある。

03819は、前図（03818）に引き続く、能登の国絵図である。羽咋郡は8万221石9斗、鹿島郡は8万2948石7斗、鳳

至郡は5万6(不明)122石3斗、珠洲郡は3万1961石3斗と記録されている。やはり、奥能登は山がちで生産力は

低かったようだ。その分は漁業で生活を補っていたのではないであろうか。

K-0152

□ 分類： 能登国図能登国図

070 縦： 36 ×横： 72

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03820通し番号：

能登の国絵図である。本絵図は、鹿嶋郡・羽咋郡・鳳至郡・珠洲郡の郡内にどのような村々があるのか、その様

子を一目瞭然に理解するために制作された絵図と考えられる。大河川はかろうじて描かれているが、山々は、そ

のほとんどが省略されている。嘉永元年（？）に制作された絵図である。K-0153

□ 分類： 能登国図能州絵図三種能州四郡略絵図

071 縦： 67 ×横： 40

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03821通し番号：

能登の国絵図である。山々はかろうじて記載されているが、村々の名称はかなり省略されている。しかし、総持

寺だけはよくわかるように書き込まれている。絵図制作技術としてはあまり良い方法ではない。輪島沖の重蔵嶋

と七つ嶋は、よく描かれている。しかし、他の所の島々については、記載がない。全体的に簡略な絵図である。K-0154
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◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 能登国図能州絵図三種能州四郡道程図

072 縦： 26 ×横： 75

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03822～03823通し番号：

03822は、 能登の国絵図である。一枚の刷り物と考えられる。前図（071）と同様に、大変に簡略な国絵図であ

る。何か三角の記号が入っているが、それが何を意味しているのか、説明が何もないので、理解不能である。ど

のような目的のもとに制作されたのか、もうひとつ理解に苦しむが、有力な湊と湊の間における方向と距離を示

す目的があって制作された絵図なのではないかと、考えられる。

03823も、能登国の国絵図である。前図（03822）よりもより簡略な絵図である。東西南北の方角が入っているか

ら、あるいは、絵図制作技術の向上のために制作された国絵図ではないかと考えられる。絵図制作技術はお粗

末である。ただ、郡境の境界線がかなりはっきりと引かれていて、大変に目立っている。あるいは、それが目的の

一つであったのか。

K-0155

□ 分類： 能登国図能州絵図三種能州四郡略絵図

073 縦： 26 ×横： 37

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03824通し番号：

能登国の国絵図である。本絵図は、大変に絵図制作技術も高い。郡境もはっきりとしている。また、橋の場所、

御蔵所、御高札場、捨て馬場御高札が書き込まれている。ここでは、初めて馬捨て場が描かれている。この場

所は、金沢にいた皮多にとっては、大変に重要な場所である。藩にとっても、皮革製品が安定供給されるのかど

うかの問題があるから、この場所には重要な意味があった。この国絵図は、このようにいくつかの重要な問題を

図示している、きわめて、貴重な国絵図であると言わなければならない。

K-0156

□ 分類： 能登国図能登国四郡略絵図

074 縦： 47 ×横： 72

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03825通し番号：

能登国の国絵図である。村々の名称はやや簡略であるが、地形図としては、かなり測量技術が高い絵図であ

る。岬や入江、島々の位置や大きさも、現在の実測図に比較しても、それほどの誤差はないであろう。羽咋郡は

よく羽喰郡の文字が宛てられているが、ここでも、喰うという文字が書き込まれている。K-0157

□ 分類： 能登国図能登国見取絵図

075 縦： 34 ×横： 77

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03826通し番号：

能登国の見取り略図である。本絵図は、町建て所、御預所、土方預、御預所・御私領入会、御私領・土方領入

会、御預所、土方領入会、無家村が、記号別に描かれている。これが本絵図を制作した目的であろう。村々に

とっては、河川敷の入会や、山林の入会は死活問題であったから、村切りされた村々では権利関係の確認のた

めに、入会権を設定した。本図はその確認のための絵図であろう。絵図の制作技術もかなり良い。

K-0158
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◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 能登国図能登全図

076 縦： 52 ×横： 76

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03827通し番号：

能登国の絵図である。絵図制作技術はそれほど良い物ではない。本絵図が制作された目的は、各町や村々と

村々との距離を示す道程を示すことであろう。村と村、町と村との距離は大変に詳しい。測量した結果を絵図に

まとめたのか。絵図では●になっている印は、橋を示している。羽咋郡には、橋はかなり多かったとみられる。輪

島周辺も、この絵図が制作された頃には、あまり開発されていなかったらしい。

K-0160

□ 分類： 能登国図能登国図

077 縦： 39 ×横： 82

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03828通し番号：

能登国の絵図である。絵図制作技術としてはそれほど高くはない。本絵図には石動山天平寺、総持寺といった

大きな寺院や、七尾城跡、末森城跡、荒山城跡といった史跡は詳しく書き込まれている。しかし、村々の書き込

みはそれほど詳しくはない。ただ、大小の河川はよく表現されている。河川の書き込みがかなり目立つ絵図であ

る。

K-0161

□ 分類： 加越能三国図能越之絵図

078 縦： 40 ×横： 59

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03829通し番号：

能登国及び越中国の国絵図である。しかし、絵図そのものはかなり粗い作り方である。その分、どこの村や町が

有力な地位にあったのかが、よくわかる絵図となっている。富山・高岡・金沢は大きく描かれているから、近世の

城下町であった様子がわかる。高岡郊外の放生津は、交通の要衝地であったらしい。ここは古代より重要な湊

であったらしい場所である。

K-0181

□ 分類： 能登国図能登四郡村々組分絵図

079 縦： 94 ×横： 70

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03830～03831通し番号：

03830は、能登四郡村々組分絵図である。本絵図は奥能登と言われる鳳至郡と珠洲郡が描かれている。絵図

は、かなり正確な出来栄えである。各組の村々が、それぞれ色分けされて記載されている。「鳳至・珠洲両郡で

合計411ケ村あった。他に、御預所が11ケ村あった」と、記載されている（天保8年現在）。

03831は、能登四郡村々組分絵図の羽咋郡と鹿島郡の絵図である。前図（03830）に引き続く絵図である。本絵

図は、加賀藩で絵図制作の専門家として知られていた石黒藤右衛門が制作したものである。一里の距離を曲

尺一寸二分に縮小して制作されている。潟と海は青色で、山地は萌黄色で表現されている。駅家町立て・家町

立て・村・御預かり所・入合い村・土方領村・御蔵所・御高札などが色分けされて記載されている。羽咋・鹿嶋両

郡で371ケ村あった。他に御預かり所39ケ村、土方領7ケ村であった。

K-0185
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◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 能登国図能州四郡図

080 縦： 63 ×横： 138

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03832～03833通し番号：

03832は、 能登国の絵図である。この絵図も、能登四郡を色分けして、一目でわかるように工夫されている。そ

の他に、御預所・御預所と御私領入会・土方御領などを、それぞれ記号で現している。また、主要な街道を色分

けしている。絵図では羽咋・鹿嶋両郡を○○庄何か村、○○保何か村という形で表現している。村一覧図という

性格の絵図である。

03833は、前図（03832）に引き続く絵図である。絵図には所どころに大きな標識で、宿所馬継ぎの場所が描かれ

ている。これも本絵図の大きな特徴である。奥能登の鳳至・珠洲両郡の村々は、郷と庄という形で表現されてい

る。郷何ケ村・庄何ケ村というように書き込まれている。鹿嶋郡と羽咋郡との書き表し方とは違っている。これも、

ひとつの特徴である。

K-0186

□ 分類： 能登国図能州四郡絵図

081 縦： 37 ×横： 67

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03834通し番号：

能登国の絵図である。絵図そのものはあまり出来栄えは良くない。ただ、能登四郡の村々のうちで、どこが中心

地であったのかが、一目瞭然になる絵図である。奥能登では宇出津や時国がそのひとつだった。本絵図には、

御蔵、橋、御高札、捨て馬札が書き込まれている。前にも少し触れたが、加賀藩では皮革製品の安定供給のた

めに、農民に対して、「死んだ馬は勝手に処理してはならない」というお触れを出している。したがって、この絵

図は近世中期以降に作成されたものと推測される。

K-0190

□ 分類： 加越能の郡図能州口郡図

082 縦： 61 ×横： 47

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03835通し番号：

能登国のうち、口能登と言われる鹿島郡と羽咋郡の絵図である。原図は、彩色図であろうと考えられる。ここで

は、両郡の各村々が描かれている。村の一覧図という感じである。絵図の制作年度は不明で、この絵図が制作

された時に、羽咋郡には241ケ村、鹿島郡には166ケ村あつた。他に、御公領39ケ村、土方領7ケ村が記録され

ている。絵図は東西南北の方位を測っている。

K-0196

□ 分類： 加越能の郡図能州奥郡図

083 縦： 71 ×横： 50

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03836通し番号：

能登国絵図のうち、鳳至郡と珠洲郡の、奥能登の地域の絵図である。前図（082）に引き続く絵図である。鳳至郡

に対して珠洲郡はかなり郡域が狭いが、狭い分だけ、漁業や林業が盛んであったとみられる。この絵図が制作

された頃、鳳至郡は301ケ村、珠洲郡は111ケ村だった。珠洲郡は鳳至郡の三分の一しか村の数がなかった。K-0259
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□ 分類： 加越能の郡図羽咋鹿島口郡一町五厘略絵図

084 縦： 61 ×横： 92

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03837～03838通し番号：

03837は、 羽咋鹿嶋口郡の一町五厘略絵図である。入会村形、駅建て、町建て村、神社、城跡、御蔵所、御高

札、道筋、川・潟・海、山地が、それぞれ、色分けされて、記号で現されている。神社の記号は現在も使用されて

いるものと同じである。また各村々も組ごとに、記号で色分けされていた。邑知潟はかなり大きな潟だった。村数

が371ケ村、土方領7ケ村、御預かり所38ケ村と記録されている。

03838は、前図（03837）に引き続く口能登の羽咋・鹿嶋両郡の略絵図である。鹿嶋郡の田鶴濱や所口はかなり

の賑いをみせていた場所だったらしい。和倉は、まだこの頃は、ただの村のひとつだったと見られる。福浦や富

来も、かなりの賑いをみせていた湊だったようだ。七尾城の城跡には、古屋敷という村がある。竹町も中世以来

の村である。

K-0163

□ 分類： 能登国図能登国図

085 縦： 27 ×横： 38

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03839通し番号：

能登国の見取り絵図である。能登の地形に関しては、大変に正確な絵図である。見取り図として描かれているら

しく、村々が詳しく描かれているわけではなく、史跡が描かれているわけでもない。海岸線に点在する岬や鼻は

かなり詳しく書き込まれている。カタカナ表記になっているから、岬の位置もよくわかる。K-0184

□ 分類： 能登国図能登国図

086 縦： 27 ×横： 38

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03840通し番号：

能登国の絵図のうち、羽咋郡と鹿島郡の詳細図である。御領地、土方領、御領地・土方入合い、土方・御私領

入り合い、宿立て、無家村がそれぞれ記号で書き分けられている。村々の名称は大変に詳しい絵図である。本

絵図では各河川の川幅が書き込まれていて、それぞれに渡しがあったか、あるいは徒歩での徒渡しなのかも、

書き込まれている。意外と船渡は少なかったようである。

K-0184

□ 分類： 加越能の郡図羽咋・鹿島口郡一町五厘略絵図

087 縦： 62 ×横： 95

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03841～03842通し番号：

03841は、能登国絵図のうち、口能登と言われる羽咋郡と鹿島郡の一町五厘略絵図である。一区から七区まで

が色分けされて表現されている。山地と潟も色分けされている。山々も少しずつ形を変えている。山の高低を表

現していると見られる。村々を結ぶ地方の主要街道がかなり複雑に走っていた様子がよくわかる絵図である。

03842は、能登国絵図のうち、口能登といわれる羽咋郡と鹿島郡の略絵図である。前図（03841）に引き続く一町

五厘略絵図である。奥能登に近くなるにしたがって、山地が増え、平野部が少なくなる様子がよくわかる絵図で

ある。

K-0194
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□ 分類： 加越能の郡図羽咋郡・鹿島郡絵図

088 縦： 57 ×横： 80

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03843～03846通し番号：

03843は、能登国絵図のうち、羽咋郡と鹿島郡という口能登の絵図である。略絵図だから、村々の様子も詳しく

はない。行程図としても、中途半端な絵図である。ただ、山地をケバで表現していて、斬新な表現となっている。

平野と山地は色分けされているように見える。本絵図は明治初期に制作されたものであるかもしれない。そという

のは、鉄道線路らしき路線が書き込まれているからである。後の国鉄七尾線である。

03844は、前図（03843）に引き続く絵図である。手書きの複写図と見られ、七尾までの国鉄線らしき線路が書き

込まれている。絵図地図としての体裁は、近世に制作された絵図と同様の手法をとっているようであるが、鉄道

線路らしき書き込みがあるから、近世に制作された絵図ではなく、明治になっても、新しく測量がされる間、近世

に制作された絵図を複製して使用していたものと考えられる。

03845は、前図（03844）に引き続く絵図と思われる。奥能登と言われる、鳳至郡と珠洲郡の絵図である。山地の

なかでも、特にその周辺で高い山となっている部分をケバで表現している。村々の描き方はあまり丁寧とはいえ

ない。ここでは鳳至郡を中心に描かれている。一色刷りのために、河川と道路の区別があまり明確でないのが残

念である。

03846は、前図（03845）に引き続く絵図である。ここでは、奥能登の最先端、珠洲郡が中心に描かれている。史

跡や神社仏閣がひとつも書き込まれていない。村と町の位置だけがわかるという絵図の構成になっている。富山

湾側にいくつかの町が発達している様子がわかる。時国村周辺はただの農村であったらしい。

K-0195

□ 分類： 加越能の郡図羽咋鹿島口郡一町五厘略絵図

089 縦： 60 ×横： 88

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03847～03848通し番号：

03847は、 能登国の絵図のうち、口能登といわれる羽咋郡・鹿島郡の一町五厘略絵図である。村形・入会村形・

駅建て・町建村・神社・城跡・御蔵所・御高札・道筋・川潟海・山地が、記号で現されている。その他、押水組・邑

知組などの村組が書き込まれている。絵図は天保10年に制作されたと記されている。その時点で、村数が371ケ

村あった。かなり精度の高い測量絵図とみられる。

03848は、前図（03847）に引き続く絵図である。羽咋郡・鹿島郡のうち、奥能登に近い地域の絵図である。本絵

図では、田鶴濱沖の海には、小さな島々まで書き込まれている。嶋の名前も丁寧に付されている。所口には府

中という地名も隣接しているから、この辺りが近世以前からの中心地であったらしい様子も伝わってくる。縮尺も

かなり細かい絵図で、それだけに、各村名もわかり易い。

K-0197

□ 分類： 加越能の郡図羽咋鹿島口郡村々組分絵図

090 縦： 41 ×横： 63

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03849通し番号：

能登国の絵図のうち、口能登といわれる羽咋郡と鹿島郡の村々組分絵図である。道程一里を曲尺一寸二分の

縮尺にしてある。山川、道路の屈曲などの大略が描かれている。押水組・邑知組をはじめとして371ケ村の村々

が、色分けで記されている。農村の組を一目瞭然にするために制作された絵図と考えられる。そのために、山地

や史跡はほとんど描かれていない。縮尺も粗い絵図である。

K-0204
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□ 分類： 加越能の郡図能州鹿島郡之図

091 縦： 65 ×横： 60

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03850～03851通し番号：

03850は、能登国絵図のうち、口能登の羽咋郡と鹿島郡の絵図である。山地は、文字通り、山として描かれてい

る絵図である。両郡とも庄・保という名称で把握され、それぞれの庄・保ごとに何か村あるのかが、記号で現され

て書き込まれている。それぞれの庄・保の区分けは細かくなされていて、村の変遷を考える時には、大変に便利

な絵図となっている。

03851は、前図（03850）に引き続く絵図である。鹿島郡と羽咋郡の農村が一目瞭然にわかる絵図だから、領主

にとっても名主にとっても、非常に重宝な絵図である。絵図の制作年度は記されていない。しかし、縮尺はかなり

細かく村名がわかる構図になっている。各村に付された記号を分析すれば、どのような理由で村々が組に編成

されたのか、村の成立事情もある程度まで推定できるかもしれない。農村調査には必要な絵図である。

K-0202

□ 分類： 加越能の郡図鳳至珠洲奥郡組分絵図

092 縦： 55 ×横： 98

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03852～03853通し番号：

03852は、能登国の絵図のうち、奥能登と言われる鳳至郡と珠洲郡の絵図である。一里を一寸八分に縮小して

ある。○、△、□、◇などの記号を使用して、村々の組を分けて表現している。山地については、その地域で有

名な山だけの名称が書き込まれている。口能登地方とは違って、奥能登は村の数も少ない。村の中には無高の

所もあった。

03853は、前図（03852）に引き続く絵図である。測量も精確に行われていて、かなり正確な絵図と見られる。ここ

では、珠洲郡が中心に描かれている。鳳至・珠洲両郡で外浦六組、内浦六組の計十二組が存在し、そのうち鳳

至郡が八組、珠洲郡が四組だった。村数は計412ケ村、そのうち鳳至郡には301ケ村、珠洲郡には111ケ村が

あった。他に御預かり所が23ケ村あったから、計435ケ村が、奥能登に存在した。絵図の制作年度は幕末の文

久元年である。

K-0257

□ 分類： 加越能の郡図鳳至郡・珠洲郡略図

093 縦： 27 ×横： 39

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03854通し番号：

奥能登の鳳至・能登両郡の詳細図である。原図の20分の1とある。複製されたのは天保8年とある。ひとつひとつ

の村々が、正式な名称で描かれている。山と川、道路、塩蔵や収納蔵などは、記号で現されている。舳倉嶋とそ

の隣の七つ嶋は、名称と大きさが書き込まれている。舳倉嶋は縦（立）15丁、横4丁と記されている。それぞれの

嶋も測量が進んでいたことを推測させるに十分である。

K-0261

□ 分類： 加越能の郡図鳳至・珠洲奥郡一町五厘略絵図

094 縦： 62 ×横： 94

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03855～03856通し番号：

03855は、奥能登の鳳至・珠洲郡の一町五厘略絵図である。ここでは、鳳至郡が中心に描かれていて、略絵図

なので、海岸線もそれほど正確には表現されていない。説明はないが、各村々は組ごとに色分けされているよう

だ。河川や山地、道路も色分けされていた。神社は鳥居のマ－クで現されていて、寺については、記載がない。

03856は、03847の絵図と連続していると考えられる。絵図の制作年月は天保10年8月である。03847の絵図は、

口能登と言われる羽咋・鹿嶋両郡で、この絵図は、それに引き続いて、奥能登が描かれている。この時点で、村

数は412ケ村、他に、御預かり所が23ケ村あった。絵図には東西南北がわかる配置となっている。

K-0262
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□ 分類： 加越能の郡図鳳至珠洲奥郡一町五厘略絵図

095 縦： 55 ×横： 114

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03857～03858通し番号：

03857は、 能登国の絵図のうちの、奥能登の鳳至・珠洲両郡の一町五厘略絵図である。各村々、入会村、駅、

町、神社、御蔵所、御高札、潟、川、海、山地が、それぞれ、記号で現されている。輪島の所は鳳至町と河井町

となっている。海岸線もかなり詳細に描かれていて、河口なども書き込まれている。

03858は、前図（03857）に引き続く絵図である。ここでは、珠洲郡が中心に描かれている。蛸島や飯田などはか

なり大きい町として描かれている。宇出津も同様である。本絵図は、「天保10年8月に制作された」と、書き込みが

ある。この時に、村の数が411ケ村あった。他に、御預かり所が、23ケ村あった。奥能登では、どの町が比較的大

きかったのかを図示してあるので、わかりやすい構図になつている。ただし、史跡については記載がない。

K-0263

□ 分類： 加越能の町村図羽咋郡梨谷小山村古絵図之写

096 縦： 62 ×横： 142

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03859通し番号：

小山村の絵図と思われる。谷間に開けた村らしく、谷の一番低い部分に沿って田んぼが開けている。その周辺

には、畑が開けている。河川らしい流れも書き込まれている。縦には開けていなくて、横に広い村である。谷間

の村というのは、たいていこのような村になる。中世にはこのような場所から田や畑が開けて、それらの農地を見

渡せる場所に、領主の館が置かれたりした。

K-0310

□ 分類： 加越能の町村図鹿島郡田尻村絵図

097 縦： 36 ×横： 48

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03860通し番号：

穴水村周辺の久木村・田尻村周辺図である。田尻村も久木村も、民家の周辺には、高い樹木のような植木が見

える。竹薮かもしれない。海からの風を除けるためであろう。所どころに松の森らしい場所もある。右下には「タラ

潟」という潟も見える。書き込みによれば、「先年この浦で、鱈がたくさん取れたから、それが地名になった」と、あ

る。半農・半漁の村だったと見られ、上田（じょうでん）も見える。久木村は景勝地だったらしく、山の間から月が

出てきた所（と思われる）が、描かれている。神社も描かれている。村の様子がよくわかる絵図である。

K-0311

□ 分類： 加越能の町村図能登国鹿島郡小栗村領地巨細仕絵図

098 縦： 40 ×横： 83

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03861通し番号：

小栗村の絵図である。往来・田・畑・居村・領境・境松が、記号で書き現わされている他に、境松は松の木が正

確に描かれている。村の北には、いくつもの峰があり、山々は、松の木で覆われていたらしい。村の南側は能登

国鹿島郡麻生村になる。西は鹿島郡万行や所口町に続く。村の中を流れている川は、流れが急だったらしい。

川筋には荒れ地の書き込みもある。村絵図でも、詳細図ではなく、見取り図に近いようである。
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◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 地誌図能登国鹿島郡七尾港絵図

099 縦： 37 ×横： 53

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03862通し番号：

能登国の鹿島郡の七尾湊の絵図である。七尾湊に浮かぶ嶋には、いくつもの村があつた。それらのひとつひと

つが丁、寧に書き込まれている。嶋の大きさも書き込まれていて、縦が三里で横が一里あった。所口側の海に

は、海の深さと思われる1丈8尺、5尺、2丈4尺などの書き込みもある。海の深さは、幕末になると極秘情報になっ

たはずである。嶋の西や北側の、比較的広く海が開けていた側には、海の深さらしい書き込みはひとつも見られ

ない。

K-0695

□ 分類： 加越能の町村図所口町地図

100 縦： 71 ×横： 68

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03863～03864通し番号：

03863は、 能登国の所口町絵図である。町の家建て、西地子町、御郡方家建て及び田畑、東地子町、寺社、海

と川が、色分けされて書き込まれている。木戸もいくつか見られる。所口町には、御奉行所や収納蔵もあった。

奉行所には「町」とあるが、他の説明には「所口村」とある。足軽屋敷もいくつか見える。

03864は、前図（03863）に引き続く絵図である。町の東と南側が、描かれている。陣屋や高札もあった。高札の

近くには畑もあつた。町中には、鍛治町や塗師町、大工町などの職人町もあった。この南と東側が府中とあるか

ら、以前の所口町の中心はこちらであったらしい。山王・天王神社はかなり大きかったようだ。安楽寺もかなり大

きく書き込まれている。町の周辺に寺社が書き込まれている様子は、小さな城下町という感じである。

K-0309

□ 分類： 地誌図能州所口ヨリ奥郡迄遠景之略絵図

101 縦： 40 ×横： 82

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03865通し番号：

能登国の所口町より奥能登を一望した略絵図である。山々の描き方が、かなり丁寧である。七尾の入り海の景

色もすばらしい。和倉村の所は、現在の和倉温泉の場所と推定され、ここには、「湯」という書き込みと、温泉らし

い建物が描かれている。海の中に建物があり、そこへは、橋が通じている。この頃にもすでに温泉があったとみ

られる。海には大小の船も浮かんでいる。

K-0699

□ 分類： 加越能の郡図能州鹿島郡鳳至郡島之地海辺測量等絵図

102 縦： ×横：

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03866～03867通し番号：

03866は、所口町から七尾湾周辺を描いた詳細図である。海上に、測量線が何本も走っている。距離も書き込ま

れている。標準となる村と嶋の岬との距離を測量した結果の絵図とみられるが、測量方法などが推定される絵図

となっていて、大変に興味深い。七尾湾に浮かぶ島々は、測量の基準点にはなっていなかったようである。

03867は、前図（03866）に引き続く絵図である。この図では、七尾湾に浮かぶ嶋から穴水側に、測量線が伸びて

いる。ここでも、測量線は基準となる村々から海上へ伸びている。細かく測量されている所と、まったく測量線が

伸びていない所もある。鹿波付近は測量線が全然見られない地域である。

K-0219

ﾐ 31 ﾐ



ー 46ー

◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 地誌図三州測量図籍羽咋郡・鹿島郡

103 縦： 28 ×横： 20

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03868～03889通し番号：

03868を含む地図群は、「三州測量図籍」のうち、羽咋・鹿嶋両郡の分である。天保4年9月に制作された。制作

者は、加賀藩の絵図制作では有名な、越中射水郡高木村の人、石黒信由（本名は石黒藤右衞門）である。本

図には、道筋、河・川・潟・海、村方、駅町・宿高札、家・町、預かり所、私領・入会、橋、御蔵、城跡、神社、仏閣

などが、色分けされて図示されている。また、どのように測量したのか、磁石の目盛りや測量用の竿の長さ、曲尺

6尺で測量する方法などについて、細かい説明が為されている。

測量は、文政2年から実行されれた。測量は河北郡の境から始まり、口能登の羽咋郡の村々を辿って行われ

た。羽咋郡に入ってすぐの大きな村は、今濱であったらしい。河北郡境より今濱までは道程は1里26町余だっ

た。測量は、基準となる村から村までの距離と方位を測量して、それを細かく書き込んでいる。絵図としての出来

は、まだまだという感じである。村から村への距離だけは細かいが、本絵図（03869）では、地形はよくわからな

い。

03870は、前図（03869）に引き続く絵図である。本江、酒井、小金森、高畠、小田中、久江、小竹、井戸、芹川、

出村、二宮駅、武部などへ続く村々が描かれている。前図（03869）と同様に、村から村への距離や方位は、大

変に詳細である。ただし、往来は直線で描かれている。この測量は、実際に歩いて行っているために、距離数は

かなり正確と考えられる。荒山城のあった所は、かなり見晴らしがよかったらしく、ここから様々な方角の方位を測

量している。この測量に使用された磁石は、室町時代に忍者が使用していたものからどう変化した物であるの

か、非常に興味深い。

03871は、前図（03870）に引き続いての絵図である。飯川、八幡、古府、府中村、所口町、津田、田鶴濱、白浜

などが描かれている。石動山に通じる往来は、あちこちに描かれているから、この山及び山頂にある山岳信仰の

施設は、かなり有名であったことがわかる。この頃の磁石は、かなり精度が高かったとみられる。

03872は、前図（03871）に引き続いての絵図である。笠師、河崎、濱田、熊中島、イワシ濱、長浦、深浦、小牧と

横見で鹿嶋郡は終わり、奥能登の鳳至郡に入る。所口町より鳳至郡境までは、道程7里12町余だった。ここから

は文政3年3月測量の絵図となる。まず、田鶴濱往来から始まる。酒井、横浜、金丸出、中村、能登部下へと続

く。測量はかなりの時間を要したと見られる。

03873は、前図（03872）に引き続く絵図である。上村、西馬場、良川、フロソ、末垣、羽坂、春木、大槻、三階、町

家、高田、田鶴濱へと続く道中を測量している。酒井村より田鶴濱までは5里3町余だった。この絵図では珍しい

神社名がいくつか見られる。天日陰姫神社、白山彦神社とか鳥屋彦神社などの名称が記されている。ここから

最後の一枚は、文政2年7月測量の御上使往来道筋の子浦より能登・越中国境臼ケ峰までが測量されている。

図は子浦から始まっている。

03874は、前図（03873）に引き続く絵図である。羽咋郡の深谷、走入、清水原までが描かれている。子浦駅より

能登・越中国境までは道程1里31町余だった。ここよりは文政3年4月測量の今濱から奥能登の境までが描かれ

ている。今濱、柳瀬出、塵濱、一宮村駅、瀧村、野村、芝垣、大島、川尻村、安部屋へと続いている。一宮は気

多大社がある所である。一宮から川尻までは2里22町余の距離だった。羽咋川には橋はなく、徒歩での川越え

だったとある。
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◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 地誌図三州測量図籍羽咋郡・鹿島郡

103 縦： 28 ×横： 20

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03868～03889通し番号：

03875は、前図（03874）に引き続いての絵図である。大津、小浦、百浦、松戸、赤住、福浦、牛下、生神、領家七

海、領家町、稲敷、大福寺、深谷などの村々が描かれている。川尻駅より福浦駅までは3里4町余だった。普通

に歩けば4時間くらいかかる距離である。この付近は、小さな村が多かったようで、測量線もあまり書き込まれて

いない。地頭町より鳳至郡境までは2里22町余だった。本絵図には寺社は書き込まれていない。

03876は、能登半島の西海岸の往来道筋の測量絵図である。測量したのは文政3年4月である。絵図は谷釜か

ら始まり、中濱、相神、酒見、風戸、風無、千浦、赤崎、小窪、濱田、笹波、深谷までで終わっている。深谷は羽

咋郡と鳳至郡の境界になっている。各村から村までの距離を測量し、そこから更に次の基準と成る村までを測量

するという方式で、絵図を制作している。その測量線も書き込まれている。絵図の後半は、文政2年9月測量の、

能登半島東海岸の往来道筋の図である。脇、柳浦、大泊、東濱、黒崎までが測量されている。ここでの東海岸

の測量線はほとんど書き込みがなく、あっさりとしている絵図である。

03877は、前図（03876）の後半から引き続く絵図である。出村、佐々波、虫崎、庵、百海、白鳥、江泊、大野木、

山崎、鵜の浦までが描かれている。小栗村周辺は、測量線が伸びているが、他の絵図では、ほとんど書き込ま

れていない。村が発達していなかったのではないであろうか。後半は、鵜の浦村から所口町までの海辺の往来

測量絵図である。測量は文政2年9月に行われた。福浦、今田、三室、赤崎、大田などが描かれている。ここでも

測量線はほとんど伸びていない。

03878は、前図（03877）の後半からの引き続く絵図である。沢野、佐味、万行、所口町までが描かれていて、所

口町では石動山や鋳掛山、別所岳山に向かって測量を行ったらしく、度数が入っている。これらの山々は、周

辺でも基準点に成る山だったとみられる。中間の測量絵図は、所口町より田鶴濱までのものである。測量したの

は、文政2年8月である。小嶋、松百潟、幸浦、松百、石崎、奥原、舟尾、新屋、田鶴濱までの測量が行われてい

る。和倉周辺では、あちこちに向かって測量線が伸びている。最後の絵図は今、濱より牛首村通り、沢川村まで

の往来の測量絵図である。絵図は今濱から始まっている。小川までが描かれている。測量は文政3年4月に行わ

れた。

03879は、前図（03878）の最後の今濱から牛首村通りの測量絵図の続きとなってる。河原、上田、上田出、三日

町、紺屋町、坪山、森本、瀬戸町、八野、黒川、大田、下河合、上河合、木の窪などが描かれている。単純な直

線の測量線が村から村へ走っている構図は、本図の特徴である。ひとつひとつの村々の測量で、度数も書き込

まれているが、元になる磁石がわからないから、どのような結果の度数なのかが、よくわからない。

03880は、前図（03879）に引き続く絵図である。今濱からの測量は、沢川村までの測量で終わっている。今濱か

ら沢川村までは6里20町余の距離であった。中の５葉は、宿村より沢川村までの道筋の測量絵図である。竹生

野、下吉田、吉田、平床、河原、山崎、宝達、野田を経て沢川村までが測量されている。村から村への直線が伸

びているという構図に変化はない。宝達から宝達山に向かって測量線が伸びている。この周辺では目に付く山

だったと見られる。後半部の絵図は、飯山村から越中国氷見、輪田越えの道筋の測量絵図である。飯山、白

瀬、福水、千石、菅池が描かれている。清水原を越える
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◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 地誌図三州測量図籍羽咋郡・鹿島郡

103 縦： 28 ×横： 20

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03868～03889通し番号：

と、羽咋郡を抜けて越中国射水郡になる。測量したのは文政3年3月である。

03881は、東濱村より古府村領の往還までの道筋測量絵図である。測量したのは文政2年9月である。東濱、花

園、山崎、仏前、熊淵、水上、瀧尻、多根、小池川原、古府までが描かれている。宝達山・石動山・高爪山・猿

島・石崎屏風、ウスキ崎、松崎などに向けて測量が行われている。石動山や宝達山は測量するにはかなり有力

な地点だったとみられる。後半は、黒崎村より矢田村までの道筋の測量絵図である。測量されたのは文政2年9

月である。黒崎から菅沢、峠、大門、矢田までが描かれている。この辺りは簡略な測量線しか描かれていない。

03882は、二宮村より石動村までの道筋の測量絵図がまず描かれている。測量年月は不明で、古絵図であると

の説明がある。絵図では二宮村から石動山までが描かれている。石動山には天平寺があった。石動山の東側

は越中国になる。中川村より羽咋村までの道筋の測量絵図が続いている。測量したのは文政３年３月である。中

川、太田、三ツ屋、深江、石野町、羽咋までが描かれている。相変わらず村と村との間の距離しか書き込まれて

いない。この辺もあっさりとした書き込みしかない。半は敷波村より羽咋村通りの金丸村までの往来道筋の測量

絵図である。柳瀬、新保、粟生、塵濱、新保、猫目までが描かれている。この絵図も本当に直線が一本しかない

という簡略な絵図である。

03883は、邑知潟の西側を測量して、柳田から松尾、金丸までが描かれている。鹿嶋郡と羽咋郡の郡境は太線

で描かれている。続くのは古絵図である。邑知潟南側の村々の道筋の測量絵図である。測量年月は不明であ

る。深江、吉崎、四町、垣内田、上江、出村、堀替新などが描かれている。直線だけの測量線が走っているの

は、前図（03882）と変わりがない。最後の二つは、大念寺新村より金丸村までの道筋の測量絵図である。測量し

たのは文政3年4月である。大念寺、今市、末吉、米濱、穴口、大坂までが描かれている。

03884は、前図（03883）に引き続く絵図である。ここでは福井、館、前宮、上棚、上野、箱屋までが描かれてい

る。直線のみが村から村へと伸びている。

続く絵図は大津村より川尻村までの往来道筋の測量絵図である。大津から矢田、代田、仏木、大笹、吉田、清

水今江、堀松、川尻までが描かれている。測量されたのは文政３年３月である。山地はただ「山」とだけ書き込ま

れている。 最後の一枚は、仏木村より地頭町村までの往来道筋の測量絵図である。七海村までが測量されて

いる。牛首村もこの絵図に入っている。

03885は、前図（03884）に引き続く絵図である。ここから、小室、殿越、釈迦堂、中山、豊後明、谷神、荒屋、領

家七海、仏木村を通過して領家七海村までの距離は3里26町余だった。 これに続く絵図は、草木村より上町村

までの道筋測量絵図である。測量したのは文政3年3月である。本図では、草木村、町居村、荻屋、土川、上町、

代本などが測量されている。相変わらず村と村との間には直線しか引かれていない。距離数のみが書き込まれ

ている。最後の2枚は中島村より地頭町までの道筋の測量絵図である。測量したのは文政3年3月である。代本

から始まって、上町、谷内、横田などが描かれている。簡略な絵図なのは変わらないが、ここには貝田城跡が描

かれている。
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◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 地誌図三州測量図籍羽咋郡・鹿島郡

103 縦： 28 ×横： 20

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03868～03889通し番号：

03886は、前図（03885）に引き続く絵図である。絵図では、別所から始まって河内、免田、鳥越、古江、大平、地

頭町などが描かれている。ここには、城跡が二か所書き込まれていて、ひとつは西谷城跡である。本絵図ではこ

のような史跡が書き込まれている例はほとんどない。後半は地頭町より穴水までの往来道筋の測量絵図である。

測量されたのは文政３年３月である。絵図では地頭町より小室、大西、和田、今田、阿川、入釜、古宮などが描

かれている。村と村との間は直線だけなのたが、山地に開けた横合いの村もなかった地域で、単に直線だけが

走っている。

03887は、前図（03886）に引き続く絵図である。黒杉、地保、切留までが描かれている。ここが羽咋郡と鳳至郡と

の境になっている。切留からは穴水へ続いている。ここに続くのは鹿嶋郡の島嶼地域の往来の測量絵図であ

る。測量したのは文政2年9月である。須曾、別所、佐波、長嶋、日出嶋、野崎、長崎、鱈目、八崎などの地域が

測量されている。野崎には御蔵が置かれていた。勝尾崎には菅押彦神社が書き込まれている。野崎の近くの松

ケ端よりは立山連峰がよくみえたらしい。

08388は、前図（03887）に引き続く絵図である。岬や島嶼が描かれているが、描き方はあまり丁寧ではない。定

点測量の方法が垣間みえる測量絵図である。定点になる岬を決めて、そこから直線を引いて測量をしているよう

だ。そのために、岬の長さや大きさなどは関係がなかったとみられる。村と村との間が直線だけであるのは、この

方法でのみ測量しているからである。嶋への測量も、みな定点からの直線のみで測量している。そこから距離を

割り出しているようだ。

03889は、前図（03888）に引き続く絵図である。半浦、須曾までが描かれている。能登国の羽咋・鹿島郡測量絵

図はここで終わっている。なお測量した越中国射水郡高木村の石黒信由については、総合解説をお読み願い

たい。この測量絵図は、絵図十枚、道程帳十冊が制作され、三箱にわけて献上されたという。天保4年9月の奥

書と署名がある。
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◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 地誌図三州測量図籍鳳至郡・珠洲郡

104 縦： 28 ×横： 20

所蔵機関： 金澤市立玉川圖書館

03890～03908通し番号：

03890を含む地図群は、『三州測量図籍  鳳至・珠洲奥郡  一冊』に収録されてる。天保4年12月の年記があ

る。測量したのは、越中国射水郡高木村の人、石黒信由（本名は石黒藤右衞門）である。絵図の色分けの説

明、測量図籍の磁石目盛りや道程の測量方法の説明、測量には、「古絵図も利用した」との断り書きもある。

村々、潟・河川・海、宿、家並み、橋、城跡、神社、仏閣の記号や色分けの説明もなされている。

03891は、内浦通りから三崎までの往来の村々の測量絵図である。測量したのは文政2年8月である。絵図は、

横見から始まって、曾福、根木、乙ケ崎、大町、川島、白山、七海、麦浦、中居南、波志借、梶村、粟津などの

村々が描かれている。穴水城跡も描かれている他は、例によって、村と村との間には、単に直線が伸びている

だけである。奥能登は山がちな所なのであるが、絵図ではたんに「山」としか描かれていない。

03892は、前図（03891）に引き続く絵図である。川尻から始まって、中谷、曾山、武連、竹原、太田川、鵜川、七

海、矢波、波並、ヘタノ濱、宇出津までが描かれている。収納蔵があったの、は鵜川と波並である。鵜川には城

跡も描かれている。城跡は宇出津にも描かれている。宇出津周辺からは、石動山に向けて、何度か測量が行

われたらしい。

03893は、前図（03892）に引き続く絵図である。十八束から始まって、山中、行延、不動寺、宮犬、松波村、恋

路、宗玄、鵜嶋、黒丸、鵜飼村、下鳥越、南方、寺社、北方、飯田駅、本江寺、正院村などが描かれている。飯

田駅には御蔵と城跡があった。城跡は松波村にも程谷にもあったらしい。絵図には方位が書き込まれていない

から、どちらが北か南なのか、実際には何もわからない。これは口能登の測量絵図でも同様である。自分達

は、地元でわかっていたから省略したものか。それともそれを入れるほど知識の蓄えがなかったものなのか。

03894は、前図（03893）に引き続く絵図である。平床から始まって、田子、粟津、寺家までで終わっている。寺家

には高勝寺と珠々神社が書き込まれている。この辺は陸地部分がほとんどなく、海岸線からすぐに山地になっ

ていたようである。後半部分は、内浦海岸の川尻村から太田川村までの、測量絵図になっている。川尻、岩

車、野波、曾良、宮古、阿曽良、黒崎、沖波、前波、上・下宇加川、古君、太田川などの往来道筋が描かれてい

る。伊豆伎比古神社が前波に描かれている他には、史跡や寺社の書き込みはない。きわめて簡略な絵図であ

る。

 03895の絵図には、 内浦海岸辺りの宇出津山分村から松波村までが描かれている。測量したのは文政2年8

月である。宇出津から羽根、崎山、真脇、小木駅、市之瀬、越坂、新保、長尾、新村、白丸、九里川尻、九ノ

里、松波村などが描かれている。小木駅の所ではやや細かい測量を行っていて、測量線が何本も描かれてい

る。他の部分は相変わらずの直線が村と村の間に伸びているだけである。後半の2枚の絵図は、内浦辺の正

院村より粟津村までが描かれている。測量したのは文政2年8月である。正院から蛸嶋、雲津、小泊新までが描

かれている。川尻には城跡があった。

03896は、前図（03895）に引き続いての絵図である。赤石から始まって、長手崎、小泊、伏見、高波、引砂、宇

治、森腰、粟津までが描かれている。ここには特記するような史跡も書き込みもない。ただ直線が村と村の間

に伸びているだけである。 後半の前の部分は汁谷村より穴水までの道筋の測量絵図である。切留村は、羽咋

郡と鳳至郡の境界になる村である。ここから汁谷、河内、出村、宇留地、大町・川島までが描かれている。後半

の最後の部分は、穴水より道下村までの往来道筋の測量絵図である。文政2年8月に測量されたものである。

絵図は白山から始まって、上野、地蔵坊、小又などの村々が描かれている。穴水には穴水比古神社と穴水神

社が記録されている。白山より2町西から、立山連峰を測量している。

03897は、前図（03896）に引き続く絵図である。荒屋、大町、別所、平、能納屋、谷口、内保、本内、本市、深

田、広瀬、新保、門前村、総持寺、館、勝田などが描かれている。門前村は総持寺という大寺院の門前町で

あった様子がわかる。後半は、外浦通りの三崎までの往来道筋の測量絵図である。絵図は文政2年8月に測量

された。深谷は羽咋郡と鳳至郡の郡境に位置する村である。剱地駅が大きく描かれている。
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近世絵図地図集成Ⅹ巻・解説
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◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 地誌図三州測量図籍鳳至郡・珠洲郡

104 縦： 28 ×横： 20

所蔵機関： 金澤市立玉川圖書館

03890～03908通し番号：

03898は、前図（03897）に引き続く絵図である。赤神、藤濱、黒島、道下、深見、小杉、皆月、樽見、大沢、赤

崎、新垣、下山、鵜入などの村々が描かれている。これといった史跡も施設も描かれていない。わずかに皆月

と大沢に収納蔵があった程度である。深見には蛇池とツリ上池が描かれている。七曲がり坂も記録されてい

る。

03899は、前図（03898）に引き続く絵図である。光浦、輪島、塚田、稲舟、大野、田浦、深見惣領、谷内、境、白

米、名舟、濱田、小田屋、里、大川、湊、時国、真浦、仁江などが描かれている。真浦からは、鳳至郡ではなく

珠洲郡に入る。輪島には輪島海士（町）もみえる。町のはずれには鳳至彦神社もある。後に有名な史跡になる

時国村は、この時代には特記するような何事も記録されていない。岩瀬川に沿って村が開けていて、岩倉彦神

社は岩倉山の中腹に描かれている。

 03900は、前図（03899）に引き続く絵図である。清水、片岩、赤嶋、長橋、大谷、高、高屋、木浦、折戸、川浦、

狼煙、塩津、寺家などの村々が測量されている。赤嶋と長橋の中間にある峠からは佐渡国や越後国の米山な

どが測量されている。佐渡や越後については、川浦付近でも測量を行っている。狼煙新村の近くには山伏山が

あり、その山の下には常夜灯小屋があった。そこでも、立山連峰や剱岳、越後国米山、同国名立崎山に向けて

測量を行っている。

03901は、名舟村の海上にある七つ島の海上里数と方位について、測量が実施された、最初の絵図である。前

図（03900）に引き続く最後の絵図である。これに続くのは、古絵図の見取り図で、剱地駅（村）より切挟村の道

筋の測量絵図である。測量年月は不明である。ただ、村から村へ直線を引いて、測量する方法がとられてい

る。その間は距離数と方位のみが記されている。次の絵図も古絵図の採録で、藤濱村から山是清村経て越渡

村までの道筋の測量絵図である。やはり、村から村への直線とともに、距離数と方位が書き込まれている。絵

図の制作方法は、これまで述べている能登四郡の制作方法と変わりがないように見える。最後の2枚は広瀬村

より田村、浦上、宮田に至る往来の道筋測量絵図である。測量したのは文政3年4月である。

03902の前半部の絵図は、前図（03901）から引き続いている絵図である。中屋、瀧又、峠、縄又、坂尻、宮ケ

平、長井、稲屋、小伊勢、輪島鳳至町までが描かれている。例によって、史跡や神社仏閣などは何も記載され

ていない。後半部の絵図は、中居より輪島往来の道筋の測量絵図である。麦浦、小泉、長沢などの村々が描

かれている。測量したのは文政3年3月である。山地を示す「山」という書き込みがなければ、どのような地形な

のかも推定するのが難しい絵図である。

03903の前半の絵図は、前図（03902）から引き続いての絵図である。本江、熊野、ホチヤ、大久保、市の瀬、山

の上、川尻、横地、輪島駅などの村々が描かれている。輪島駅の河井町は、長さが6町53間あった。中居駅よ

り輪島駅までは、道程6里17町余の距離だった。後半は輪島、市ノ瀬村より、山田往来道筋の測量絵図であ

る。市ノ瀬、青谷、古屋柏木などの村々が描かれている。山地の中の村々である。

03904は、前図（03904）に引き続いての絵図である。菅谷、瀧、坂尻、宮谷、山口、西安寺、院内、神道、谷屋

木場などの村々が描かれている。番頭谷という珍しい村の名称も記録されている。院内は山岳信仰の対象に

なっていた山なのであろうか？大峯山という山もあった。後半の絵図は宇出津より稲舟村までの往来道筋の測

量絵図である。宇出津、宇加塚、吉尾、鶴町、神和住などの村々が測量されている。測量したのは文政3年3月

である。
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◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 地誌図三州測量図籍鳳至郡・珠洲郡

104 縦： 28 ×横： 20

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03890～03908通し番号：

03905は、前図（03904）に引き続く絵図である。五十里、牛屋谷、小箱、当目、稲舟などの村々が測量されてい

る。極楽寺村とか多四郎谷などという名称も記録されている。後半は宇出津より鈴屋村橋までの往来道筋の測

量絵図である。本江、久亀屋、久田、鈴ケ峯などの村々が記録されている。久田の奥にはタタラという村も記録

されている。この村のすぐ近くは、珠洲郡と鳳至郡の郡境になる。

03906の前半の絵図は、前図（03905）からの引き続きの絵図である。小間生、長尾、則安、真久、粟蔵、輪島の

往来までが描かれている。国光と石井には、城跡が描かれている。国光城と米山城の跡である。この付近は、地

域における戦国時代の中心であつたのであろう。後半の絵図は、古絵図の見取り図である。測量年月は不明で

ある。大町泥木村ならびに駒渡村への道筋往来の測量絵図となっている。黒峯には城跡が描かれている。

03907はの最初の一コマは、前図（03906）に引き続く絵図である。馬渡や田代、駒渡などの村々が描かれてい

る。村々を直線で結ぶ測量線が延びている所など、測量方法には、それほどの変化はみられない。同一人物の

測量になる絵図であろうか。後半の絵図は、輪島より里村、鈴屋村通りの往来を抜けて、飯田村までの道筋を測

量した絵図である。小田屋、渋田、和田、伏戸、大野、川西、粟蔵、鈴屋、上山、黒丸、中村、大坊、延武、火宮

などの村々が測量されて描かれている。上山からは鳳至郡ではなく珠洲郡に入っている。郡境は太線で描かれ

ている。

前図（03907）に引き続くこの絵図（03908）は、この飯田駅で終わっている。ここでは古蔵、細越、出田などの

村々が測量されている。能登国の鳳至・珠洲郡の測量絵図はここで完結している。天保3年に測量の野帳など

を清書し、天保4年に上梓したものである。測量者はこのときに74歳だったという。藩の御領国図籍調べ方の遠

藤数馬と有沢才右衛門の二人の署名が行われている。このような絵図を制作するにあたり、実際に測量して歩

いたという事実に大きな意義があると考える。
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◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 地誌図能州道中図・乾巻

105 縦： 27 ×横： 989

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03909～03915通し番号：

03909を含む地図群は、「能登国道中図・乾巻」に含まれ、この資料には、津幡から木津、今濱までが描かれて

いる。本図は文字通り絵図である。専門の絵師の仕事になるものかもしれない。家や森、道路の様子も大変によ

くわかる絵図である。河川にかけられている橋の長さも、ひとつひとつ丁寧に書き込まれている。今濱村先にあ

る川には、橋がなく船渡しだった。絵図には船の絵が書き込まれている。川幅が広かったためであろう。またここ

には「砂白し」の書き込みもある。

03910は、前図（03909）に引き続く絵図である。大変に立体的に描かれている。ここでは、一宮、瀧谷、大島、川

尻、福浦などの村々が描かれている。川尻村の湊には、かなり大きな船も入っていたらしい。小さな船も、幾艘も

描かれている。赤住村の海沿いの入江は石垣が組まれていたらしい。赤住村と福浦村の境には、木戸か簡単

な門があつたらしい。村の境界を警備していた人間もいたとみられる。たぶん村々に配置された藤内の人たち

であろう。

03911は、前図（03910）に引き続く絵図である。この絵図のような技法が、後の観光ガイド・マップになっていった

ものと思われる。特徴のある場所は、詳細に描かれている。ここでは、ウブカミ、七海、大福寺、黒島、道下の

村々が描かれている。川尻村周辺の海岸線は、あちこちが石垣で護岸工事がされていた。重要な湊であったよ

うである。富木付近は、かなりの陸地まで砂浜であったようだ。このような所では畑も生産力が低かったと思われ

る。

03912は、前図（03911）に引き続く絵図である。絵図は総持寺の門前がまず描かれている。この頃の総持寺は

かなりの堂塔伽藍が聳えたつ大寺院であったはずである。安代原、小町、上大沢、下大沢の村々が描かれてい

る。山々も、岩山と、樹木が生えていた山とは描き分けられている。下大沢村の入江は船たまりになっていたよう

だ。海には大きな船が描かれている。

03913は、前図（03912）に引き続く絵図である。「下山の内を過ぎた所を流れている大谷川は浅い川だった」と、

書き込みがある。輪島崎、輪島、大野、名舟の村々が描かれている。ウニウの湊も入江になっていた。ここでは

天然の岩場を利用していたらしい。輪島崎はかなりの石垣が組まれていたらしい。輪島はかなり大きな町として

描かれている。大野には嶽薬師が記録されている。山の上にあった薬師である。この辺の往来は山の間を走っ

ている 。

03914は、前図（03913）に引き続く絵図である。絵図は郷村から始まっている。大川、時国、真浦、仁江、片岩

の村々が描かれている。時国村の周辺はかなりの険しい山々が描かれている。大川は春と冬には船の渡しが

あったが、夏と秋はｍ船渡しはなかった。川は深かったが、歩いて渡れる場所があった。時国周辺のヒロケという

場所は、波が高く街道は通行不能になる。また、風が強く岩場を伝い歩くしかないともある。

03915は、前図（03914）に引き続く絵図である。絵図は大谷村から始まり、高屋、折戸、狼煙、寺家まで続いて終

わっている。高屋では湊に何隻もの船が描かれている。海上交通は大変に盛んだったようだ。この周辺におい

ては、山伏山は大変に有名な山であったらしい。寺家にもかなりの船が描かれている。またこの付近の海岸で

は、「鉄砂多し」と記録されている。
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◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 地誌図能州道中図・乾巻

105 縦： 27 ×横： 989

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03909～03915通し番号：

03909を含む地図群は、「能登国道中図・乾巻」に含まれ、この資料には、津幡から木津、今濱までが描かれて

いる。本図は文字通り絵図である。専門の絵師の仕事になるものかもしれない。家や森、道路の様子も大変によ

くわかる絵図である。河川にかけられている橋の長さも、ひとつひとつ丁寧に書き込まれている。今濱村先にあ

る川には、橋がなく船渡しだった。絵図には船の絵が書き込まれている。川幅が広かったためであろう。またここ

には「砂白し」の書き込みもある。

03910は、前図（03909）に引き続く絵図である。大変に立体的に描かれている。ここでは、一宮、瀧谷、大島、川

尻、福浦などの村々が描かれている。川尻村の湊には、かなり大きな船も入っていたらしい。小さな船も、幾艘も

描かれている。赤住村の海沿いの入江は石垣が組まれていたらしい。赤住村と福浦村の境には、木戸か簡単

な門があつたらしい。村の境界を警備していた人間もいたとみられる。たぶん村々に配置された藤内の人たち

であろう。

03911は、前図（03910）に引き続く絵図である。この絵図のような技法が、後の観光ガイド・マップになっていった

ものと思われる。特徴のある場所は、詳細に描かれている。ここでは、ウブカミ、七海、大福寺、黒島、道下の

村々が描かれている。川尻村周辺の海岸線は、あちこちが石垣で護岸工事がされていた。重要な湊であったよ

うである。富木付近は、かなりの陸地まで砂浜であったようだ。このような所では畑も生産力が低かったと思われ

る。

03912は、前図（03911）に引き続く絵図である。絵図は総持寺の門前がまず描かれている。この頃の総持寺は

かなりの堂塔伽藍が聳えたつ大寺院であったはずである。安代原、小町、上大沢、下大沢の村々が描かれてい

る。山々も、岩山と、樹木が生えていた山とは描き分けられている。下大沢村の入江は船たまりになっていたよう

だ。海には大きな船が描かれている。

03913は、前図（03912）に引き続く絵図である。「下山の内を過ぎた所を流れている大谷川は浅い川だった」と、

書き込みがある。輪島崎、輪島、大野、名舟の村々が描かれている。ウニウの湊も入江になっていた。ここでは

天然の岩場を利用していたらしい。輪島崎はかなりの石垣が組まれていたらしい。輪島はかなり大きな町として

描かれている。大野には嶽薬師が記録されている。山の上にあった薬師である。この辺の往来は山の間を走っ

ている 。

03914は、前図（03913）に引き続く絵図である。絵図は郷村から始まっている。大川、時国、真浦、仁江、片岩

の村々が描かれている。時国村の周辺はかなりの険しい山々が描かれている。大川は春と冬には船の渡しが

あったが、夏と秋はｍ船渡しはなかった。川は深かったが、歩いて渡れる場所があった。時国周辺のヒロケという

場所は、波が高く街道は通行不能になる。また、風が強く岩場を伝い歩くしかないともある。

03915は、前図（03914）に引き続く絵図である。絵図は大谷村から始まり、高屋、折戸、狼煙、寺家まで続いて終

わっている。高屋では湊に何隻もの船が描かれている。海上交通は大変に盛んだったようだ。この周辺におい

ては、山伏山は大変に有名な山であったらしい。寺家にもかなりの船が描かれている。またこの付近の海岸で

は、「鉄砂多し」と記録されている。
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◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 地誌図能州道中図・坤巻

106 縦： 27 ×横： 1033

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03916～03922通し番号：

03916を含む地図群は、「能登国道中図・坤巻」に含まれ、この資料の中では、寺家から伏見、蛸嶋、飯田、鵜

飼の村々が描かれている。前図（105）に続く村の絵図であるが、絵師は別人と思われる。街道や湊は同じ構図

であるが、街道筋の並木や船の描き方、山々の描き方が違っている。飯田のはずれには一本杉が描かれてい

る。かなり立派な杉である。天狗の住む杉というのは、こういうのを言ったのであろうか。

03917は、前図（03916）に引き続く絵図である。恋路、松波、川尻、白丸、新保、九十九入の村々が描かれてい

る。九十九入はその名前の通り険しい山々が海に向かっていくつも描かれている。かなりの岩山として描かれて

いる。蓬莱山という名称の嶋もあつた。九十九の隣の越坂村から小木までは船渡しだった。

03918は、前図（03917）に引き続く絵図である。絵図は小木から始まって、真脇、羽根、宇出津、波並までが描

かれている。このあたりはどこもかなりの深い山々に囲まれていた。真脇の入江には船がたくさん描かれている。

宇出津もかなり大きな湊であったようだ。藤波村付近には、畑も描かれている。海上にはかなりの大型船も描か

れている。

03919は、前図（03918）に引き続く絵図である。「波並みには高さ6間、横の長さ15間もある松の木があった」と、

記録されている。その松の木も描かれている。「この付近は海岸線が石垣で組まれている。この海岸は大石が多

い」ともある。川尻には、海上に、人間が漕いでいる船が描かれている。船に旗らしきものを立てているから、藩

の御用船であろうか。

03920は、前図（03919）に引き続く絵図である。乙崎から始まる絵図には、広大な内海が描かれている。「乙崎に

は新田多し」ともある。「とある神社には、西行法師の歌がある」とも記されている。内海には大型船も浮かんでい

る。所口の町は町並みも描かれていなくて、意外なほど簡略であ。湊もただの砂浜しか描かれていない。

03921は、前図（03920）に引き続く絵図である。街道は石動山方向へ向かっている。七尾古城には長殿丸ととも

に、地元では櫓といっている場所も記録されている。「石動山続きの山々には、欅が多かった」とあり、「石動山

の天平寺周辺には杉が多い」とある。石動山には天平寺と大宮坊、講堂が描かれている。絵図は二宮、井田、

小竹、小田中の村々を描いている。小田中には親王という塚か神社が描かれている。

03922は、前図（03921）に引き続く絵図である。高畠、大町、酒井の村で、鹿島郡と羽咋郡の境界となる。飯山、

中川、菅原、志雄、宿、今濱の村々へと続く。末盛には城跡が描かれている。宿村の先は街道も砂の道であっ

たらしい。宿村は戸数が少なかったと推定され、他の村々の描き方と違っている。この絵図の付近は簡略に描か

れている。絵図はここで終わっている。

K-0408

□ 分類： 地誌図能州海岸図

107 縦： 28 ×横： 80

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03923通し番号：

七尾周辺の見取り絵図である。古府村、府中村、万行村、大田村、三室村などが描かれている。府中から大

田、三室村に向かう街道の周辺には田んぼが描かれている。畑もわずかにあつたようだ。村と村の間は○○丁

という距離で現されている。海岸線には切り立った岩山もある。海には船は描かれていない。K-0620
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◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 地誌図能登海岸風景絵図乾・乾巻

108 縦： 24 ×横： 1253

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03924～03932通し番号：

03924は、蛸嶋周辺の絵図である。原図は彩色図と考えられる。街道沿いの地域はかなりの森であったらしい。

絵図はかなり写実的である。絵師による絵図と考えられる。飯田村のはずれの一本杉はここにも描かれている。

高さも横への枝の張り具合もかなりのものである。鵜飼村の海上には見月嶋が描かれている。恋路村の付近は

切り通しが多くて、難所だったらしい。

03925は、前図（03924）に引き続く絵図である。松波村から、川尻、白丸、新保、越坂村と続いている。絵図は上

と下で続いている構図になつている。「新保付近の砂は白かった」とある。九十九入りの海に突き出た岩は、かな

り険しく切り立って描かれている。越坂と小木とは舟渡しだった。この海には何艘かの船も描かれている。

03926は、前図（03925）に引き続く絵図である。真脇、羽根、宇出津、波並の村々が描かれている。真脇の湊は

かなりの深い入江として描かれている。宇出津はこの周辺では大きな村だったらしい。波並の松の木はここにも

描かれている。この松の木の付近は海岸線を石垣で組んでいる。この付近は山も深く、山々の森も深かったよう

である。

03927は、前図（03926）の引き続きである。出海、ウカワ、ウタカワ、川尻、中居、乙崎などの村々を描いている。

中居村を過ぎた所に古城が描かれていて、「この下の入江は舟かくし」と言ったとある。この絵図が制作された少

し前に、「街道を切り通しにした」とも書き込まれている。穴水の入江はかなり深くて大きかったようである。

03928は、前図（03927）に引き続く絵図である。屏風崎付近の内海が描かれている。所口町も通過していて、あ

まり丁寧には描かれていない。所口町から田鶴濱までは2里2丁の距離と記録されている。種村では、地元の人

たちが櫓と呼ぶ見切りの場所を描いている。長殿丸も記録されている。

K-0621

□ 分類： 地誌図能登海岸風景絵図乾・乾巻

108 縦： 24 ×横： 1253

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03924～03932通し番号：

09329は、前図（09328）に引き続く絵図である。石動山が描かれている。天平寺は描かれていない。その他、

「石動山に欅が多い」とか、「寺の周辺は杉の木が多い」ことなどは、前に見た絵図と同様の書き込みである。建

物の構造や大きさにはかなりの違いがある。どちらかが写本・写図かもしれない。酒井村が鹿島郡と羽咋郡の境

界になっている。ここでは羽咋郡が羽喰郡になっている。

03930は、前図（03929）に引き続く絵図である。絵図は飯山、中川、杉野屋、菅原、志雄、宿、今濱村までが描

かれている。このあたりの描き方は簡略である。この付近は小さな河川が多く、海に流れ込んでいる。末森には

古城が描かれている。本丸の跡らしき様子も書き込まれている。絵図はここで坤の巻は終わっている。

03931は、 所口町から和倉、田鶴濱の絵図である。所口、松任、和倉、川尻、田鶴濱までが描かれている。「松

任の先からは小口と七尾の古城が見える」とある。和倉の先には湯小屋も見える。この湯小屋は、小屋ともいえ

ないほどの大きな建物として描かれている。「湯性清気、熱味苦鍼」とある。この頃からかなり有名な温泉であっ

たとみられる。「和倉と川尻の途中の入江は埋め立てられて、往来が作られ、新田が多く開かれた」とある。

03932の最初の一枚は、前図（03931）からの引き続きである。釣り鐘や仁王門が描かれている。亀山天神もあ

る。絵図は所口で終わっている。次に描かれているのは真脇弁天の絵図である。嶋の上に弁天様が描かれてい

るのがよくわかる絵図である。その下の絵図は、所口町の妙潅院の図である。中国式の大門が描かれている。

本堂はかなりの規模であったろうと考えられる。この図は専門の絵師の手になるものであろう。実に写実的であ

る。
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◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 地誌図能登海岸風景絵図乾・乾巻

108 縦： 24 ×横： 1253

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03924～03932通し番号：

03924は、蛸嶋周辺の絵図である。原図は彩色図と考えられる。街道沿いの地域はかなりの森であったらしい。

絵図はかなり写実的である。絵師による絵図と考えられる。飯田村のはずれの一本杉はここにも描かれている。

高さも横への枝の張り具合もかなりのものである。鵜飼村の海上には見月嶋が描かれている。恋路村の付近は

切り通しが多くて、難所だったらしい。

03925は、前図（03924）に引き続く絵図である。松波村から、川尻、白丸、新保、越坂村と続いている。絵図は上

と下で続いている構図になつている。「新保付近の砂は白かった」とある。九十九入りの海に突き出た岩は、かな

り険しく切り立って描かれている。越坂と小木とは舟渡しだった。この海には何艘かの船も描かれている。

03926は、前図（03925）に引き続く絵図である。真脇、羽根、宇出津、波並の村々が描かれている。真脇の湊は

かなりの深い入江として描かれている。宇出津はこの周辺では大きな村だったらしい。波並の松の木はここにも

描かれている。この松の木の付近は海岸線を石垣で組んでいる。この付近は山も深く、山々の森も深かったよう

である。

03927は、前図（03926）の引き続きである。出海、ウカワ、ウタカワ、川尻、中居、乙崎などの村々を描いている。

中居村を過ぎた所に古城が描かれていて、「この下の入江は舟かくし」と言ったとある。この絵図が制作された少

し前に、「街道を切り通しにした」とも書き込まれている。穴水の入江はかなり深くて大きかったようである。

03928は、前図（03927）に引き続く絵図である。屏風崎付近の内海が描かれている。所口町も通過していて、あ

まり丁寧には描かれていない。所口町から田鶴濱までは2里2丁の距離と記録されている。種村では、地元の人

たちが櫓と呼ぶ見切りの場所を描いている。長殿丸も記録されている。

K-0621

□ 分類： 地誌図能登海岸風景絵図乾・乾巻

108 縦： 24 ×横： 1253

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03924～03932通し番号：

09329は、前図（09328）に引き続く絵図である。石動山が描かれている。天平寺は描かれていない。その他、

「石動山に欅が多い」とか、「寺の周辺は杉の木が多い」ことなどは、前に見た絵図と同様の書き込みである。建

物の構造や大きさにはかなりの違いがある。どちらかが写本・写図かもしれない。酒井村が鹿島郡と羽咋郡の境

界になっている。ここでは羽咋郡が羽喰郡になっている。

03930は、前図（03929）に引き続く絵図である。絵図は飯山、中川、杉野屋、菅原、志雄、宿、今濱村までが描

かれている。このあたりの描き方は簡略である。この付近は小さな河川が多く、海に流れ込んでいる。末森には

古城が描かれている。本丸の跡らしき様子も書き込まれている。絵図はここで坤の巻は終わっている。

03931は、 所口町から和倉、田鶴濱の絵図である。所口、松任、和倉、川尻、田鶴濱までが描かれている。「松

任の先からは小口と七尾の古城が見える」とある。和倉の先には湯小屋も見える。この湯小屋は、小屋ともいえ

ないほどの大きな建物として描かれている。「湯性清気、熱味苦鍼」とある。この頃からかなり有名な温泉であっ

たとみられる。「和倉と川尻の途中の入江は埋め立てられて、往来が作られ、新田が多く開かれた」とある。

03932の最初の一枚は、前図（03931）からの引き続きである。釣り鐘や仁王門が描かれている。亀山天神もあ

る。絵図は所口で終わっている。次に描かれているのは真脇弁天の絵図である。嶋の上に弁天様が描かれてい

るのがよくわかる絵図である。その下の絵図は、所口町の妙潅院の図である。中国式の大門が描かれている。

本堂はかなりの規模であったろうと考えられる。この図は専門の絵師の手になるものであろう。実に写実的であ

る。
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◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 地誌図能登海岸風景絵図乾・坤巻

109 縦： 24 ×横： 1201

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03933～03941通し番号：

ここからは新しい絵図（03933）となる。口能登の津幡から津幡出村、木津、高松などの村々が描かれている。絵

図では街道筋の家並、並木、山々の遠景などが書き込まれている。橋の長さの記録もあるのは前図（109）と変

わらない。この付近では、宝達山と末森の古城は有名だったらしい。羽咋の舟渡しは船頭が舟を漕いで渡した

のではなく、川の両岸に綱を渡しておいて、それを伝って渡したものらしい。そのように絵図に記録されている。

03934は、前図（03933）に引き続く絵図である。山々の遠景はそれほど詳細ではないが、海岸線の描き方はか

なり詳細である。瀧谷、大念寺新村、赤杉、福浦などの村々が描かれている。瀧谷の門前から続く所には何が

あったのか。「赤杉の付近は街道の状態が悪かった」とある。また、赤杉と福浦との境には木戸らしきものが描か

れている。福浦の湊の海岸線は、石垣が組まれ入江を守っていた。

03935は、前図（03934）に引き続く絵図である。ウブカミ村、七海、富木、剱地、道下、瀧村の総持寺までが描か

れている。この絵図にも総持寺の境内の堂塔伽藍は描かれていない。「大福寺には竹と杉が多かった」とある。

総持寺の門前は、この絵図が制作された頃には、かなり賑っていたようである。

03936は、前図（03935）に引き続く絵図である。安代原、小町、二俣、下大沢、赤崎などの村々が描かれてい

る。この付近はかなりの山の中だったらしい。樹木の生えた山並が、ずって続いている。反対に、海にはあまり船

が浮かんでいない。安代原の付近にアリウメ山が描かれている。この山は岩山だったとみられる。この絵図が制

作された少し前に、「山が崩れて田んぼが20石ほど埋まった」とある。

03937は、前図（03936）に引き続く絵図である。ウニウ、光濱、輪島、ソウレウ、ワシタケ、名舟、郷村などが描か

れている。輪島周辺の三崎や町並はかなり詳しい。海女町も記録されている。本絵図では船の描き方はあまり

巧くない。しかし、海岸線の岩場の描き方はかなり写実的である。岩場や岩山の描き方は中国の墨絵を見るよう

である。
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□ 分類： 地誌図能登海岸風景絵図乾・坤巻

109 縦： 24 ×横： 1201

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03933～03941通し番号：

03938は、前図（03937）に引き続く絵図である。大川、時国、清水、片岩、大谷などの村々が描かれていて、時

国村の周辺も家並は少ない。「大川村の所では、岩に虫がいて、色は桃色で、蚯蚓（ミミズ）のようである」と、記

録されている。時国を過ぎてからの往来は、かなり険しい岩場が描かれている。その描かれ方からみてみると、

大変な岩場がある。「その岩場のひとつは行者ケ胴と言われている」とある。「片岩村付近の海岸線には大石が

広がっていた」ともある。

03939は、前図（03938）に引き続く絵図である。折戸、狼煙などの村々が描かれている。この辺もかなりの山の中

として描かれている。人家もほとんど描かれていない。山伏山には2間×2間半の建物が描かれている。寺か神

社かは不明である。次の絵画は深見雄瀧の図である。瀧は二段になって流れていたようだ。かなりの深山から

流れ出している瀧のように描かれている。ここでも墨絵を見ているようである。

03940の 最初の絵画は深見雌瀧の図である。こちらは雄瀧とは違って山々の姿がはっきりとは描かれていな

い。しかし、瀧壺は描かれているし、その滝壺のほとりには、神社の社らしき建物も描かれている。滝壺には大き

な木も描かれている。次の絵画は大沢村の絵画である。かなりの岩山の下に村の姿が描かれている。民家は麦

藁葺きか茅葺き屋根である。続いている滝の絵画をみると、かなりの段丘のある岩場を流れ落ちている。最後に

描かれているのは、狼煙村の海上にある大宇嶋と小宇嶋の絵画である。夫婦岩のようにも見える。岩山が海に

突き出ている感じである。実に写実的である。

03941は、輪島の沖にある七ツ島の遠景である。嶋の大小や、どのような形をしていたのかが、ある程度まで推

測できる絵画である。樹木はほとんど生えていなかったような描き方であるが、実際はどうであつたのであろう

か。
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◎近世絵図地図資料集成（第X巻）地図リスト◎

□ 分類： 地誌図奥郡海岸絵図

110 縦： 37 ×横： 71

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03942通し番号：

輪島近郊の時国村の詳細図である。海上に浮かぶ大小さまざまな岩のひとつひとつの名称や、岩山のそれぞ

れの名称、御塩蔵の建物の規模とかもよくわかる絵画である。また東西南北の方位も入っている。湊には蔵も

あった。岩倉寺には本堂や観音堂も描かれているほか、参道も記録されている。この付近の岩山は、かなり険し

そうである。

K-0697

□ 分類： 地誌図舳倉島図

111 縦： 49 ×横： 72

所蔵機関：金澤市立玉川圖書館

03943通し番号：

輪島沖に浮かぶ舳蔵嶋の見取り絵図である。嶋の中には夷堂や寺、地蔵堂、金比羅堂などもあつた。説明書き

によると家数は12軒だった。この嶋から七つ嶋まで11里とある他、輪島まで19里ともある。嶋の平地は葦や萱が

一面に生い茂り、人々は漁業の他に昆布類を採っていた。弁財天のある付近が湊だったらしく、7～8百石積み

の船が出入りしていたようである。
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